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例　　言

1　本書は、香川県高松市仏生山町に所在する萩前・一本木遺跡の発掘調査報告書である。

2　発掘調査は、高松市民病院整備事業に伴うものである。本書には、2011 年度 ( 第１次調査 )、2012 年度　　　 

　　( 第２次調査 )、2015 年度 ( 第３次調査 ) の約３ヵ年度の成果を収録した。

3　調査は、高松市教育委員会が実施した。

4　調査期間と面積は以下のとおりである。

　　第１次調査：2011 年７月４日～ 2012 年３月 22 日 ( 約 8,500㎡ )( 第３～ 13、20 ～ 24 調査区 )

　　第 2 次調査：2012 年３月 26 日～ 10 月 29 日 ( 約 3,050㎡ )( 第 14 調査区 )

　　第 3 次調査：2015 年２月 23 日～３月 17 日 ( 約 550㎡ )( 第 27 調査区 )、４月３日～８月 24 日 ( 約　　

　　1,400㎡ )( 第 28 ～ 39 調査区 )、11 月 16 日～ 12 月 17 日 ( 約 530㎡ )( 第 41 ～ 47 調査区 )

5　現地調査は高松市創造都市推進局文化財課 ( 当時、高松市教育委員会文化財課 ) 文化財専門員　舩築紀子、　　　

　　波多野 篤、同課埋蔵文化財担当職員　池見 歩、同課非常勤嘱託職員　岡本 治代、　磯崎 福子、　森原 奈々、　  

       中西 克也、上原 ふみが担当した。

6　本報告書の執筆・編集は、舩築 ・森原が行い、磯崎が補佐した。第Ⅴ章の執筆分担は文末に記した。

7　 現地調査と整理作業にあたっては、下記の方々の御協力と御指導・助言を賜り、記して感謝する次第であ　

　　る。( 順不同・敬称略 )

　　　機関：香川県教育委員会、香川大学工学部

　　　個人：市来 真澄、大久保 徹也、中野　咲

8　自然科学分析については、下記の機関等に依頼又は委託して実施し、その成果の一部を第Ⅳ章に掲載した。

　　土壌分析・AMS：辻本 裕也氏・馬場 健司氏・高橋 敦氏 ( パリノ・サーヴェイ㈱ )

　　地震分析：長谷川 修一氏・山中 稔氏 ( 香川大学工学部 )

9　以下の業務については、委託業務として行った。

　　基準点打設業務委託：株式会社 四航コンサルタント ( 平成 23 年度 )

　　空中写真測量業務委託：株式会社 四航コンサルタント ( 平成 23 年度 )、

　　　　　　　　　　　　　株式会社 イビソク ( 平成 23 年度・24 年度 )

　　掘削業務委託：株式会社 村上組 ( 平成 23 年度・24 年度・27 年度 )、タチバナ工業株式会社 ( 平成 27 年度 ) 

　　遺物写真撮影業務委託：西大寺フォト

       出土鉄器の保存処理及び実測：株式会社 文化財サービス



凡　例

１　    本書で使用した座標系は平面直角座標系第Ⅳ系 ( 世界測地系 )、標高は東京湾平均海水面を基準とした。

       土層注記及び遺物観察表 ( 土器・土製品 ) の色調表示は、『新版　標準土色帖』( 農林水産省農林水産技術 

       会議事務局 監修・財団法人 日本色彩研究書　色票監修 ) によった。

２       遺構名の表記は、原則として以下の規則により、調査区名 - 遺構種別 ( 竪穴・掘立・柵列・ＳＤ・ＳＫ・

       ＳＸ・ＳＰ ) 個別番号の数字の組み合わせで統一した。個別番号に関しては、原則として調査当

       時に付した番号を踏襲している。

３       遺構種別については、付属施設を伴う竪穴 ( 竪穴建物 )、掘立 ( 掘立柱建物等 )、柵列 ( 柵 ) は漢字表記、

       単体の遺構はＳＤ ( 溝 )、ＳＫ ( 土坑 )、ＳＸ ( 性格不明遺構 )、ＳＰ ( ピット ) といった遺構記号とする。

　　    ex). 第４次調査の竪穴建物１は ｢4- 竪穴１｣ (4+ 竪穴 +1)

４       竪穴建物・掘立柱建物内部の遺構については、それぞれ ｢カマド｣ や ｢周壁溝｣、｢支柱穴｣、「土坑」な  

       どの名称を与えることとする。

５       出土遺物の実測図は、土器は 1/4、鉄器は 1/2、玉類は 1/1、石器は 1/2、1/4、1/6、遺構の縮尺に  

       ついては図面ごとに示している。また、写真図版における遺物の縮尺はすべて任意である。

６　     遺物実測における種別ごとの網掛けは以下の通りである。  

須恵器 須恵器（焼成不良） 化粧土 黒色土器 貿易陶磁器
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　第Ⅰ章　調査に至る経緯と経過
第１節　調査に至る経緯

　平成 20 年度に高松市仏生山町甲 808 番１号ほ

か ( 香川県農業試験場の圃場内 ) に、高松市民病院

の建設が計画され、事業課 ( 高松市病院局新病院整

備課 ) から高松市教育委員会 ( 以下、市教委 ) に埋

蔵文化財包蔵地の有無の照会があった。周辺での調

査の蓄積がほとんど無い地域であり、埋蔵文化財包

蔵地として登録されていなかったが、新病院建設計

画の事業面積が広大であることから、事前の試掘調

査を実施した。試掘調査は平成 21 年 10 月 27 日

～ 11 月２日の実働５日で実施することとなった。

事業対象面積は、約 14,500㎡で、現地に存在する

圃場の区画に合わせて南北方向のトレンチを８本設

定した。

試掘調査の結果、試掘調査の対象地全域で埋蔵

文化財の包蔵が確認できたため、事業課に対して、

当該地において保護層が確保できない掘削工事を行

う場合は、事前に埋蔵文化財に対する保護が必要で

ある旨を伝え、協議を実施した。

　事業課から平成 23 年６月 13 日付けで文化財保

護法第９４条第１項に基づく埋蔵文化財発掘の通知

が市教委に提出された。その通知を香川県教育委員

会に進達したところ、香川県教育委員会から６月

23 日付けで事前に発掘調査を行う旨の行政指導が

あったため、発掘調査を実施することとなった。

第 2節　調査の経過

調査は、平成 23 年 7 月 4 日から平成 24 年 10

月 26 日までの間は継続的に、平成 27 年 2 月 23

日から平成 27 年 12 月 16 日の間は断続的に調査

を行った。調査期間は述べ約４ヶ年に渡る。平成

23 年 8 月 20( 土 ) と 11 月 26 日 ( 土 )、平成 24 年

5 月 26 日 ( 土 ) の計 3 回現地説明会を実施し、そ

れぞれ約 350 人・200 人・200 人の参加者を得た。

また平成 23 年８月 20 日の現地説明会終了後、

小学生とその保護者、龍雲中学校生徒の参加による

親子文化財教室を開催した。

整理作業は平成 23 年度から 28 年度にかけて実

施した。

 

萩前・一本木遺跡　調査日誌抄録

H23.7/4( 月 ) 第 3・4 調査区調査開始
H23.8/27( 土 ) 第 3・4 調査区空撮
H23.8/20( 土 ) 現地説明会・親子文化財教室開催

　　　　　　　　　　　　来場者・参加者計 350 人
H23.9/7( 水 ) 第 5・6 調査区調査開始
H23.9/15( 木 ) 第 9 調査区調査開始
H23.10/19( 木 ) 第 3・4・5・6 調査区空撮
H23.11/17( 木 )  第 9 調査区空撮
H23.10/25( 火 ) 第 7 調査区調査開始
H23.10/26( 水 ) 第 8 調査区調査開始
H23.11/2( 水 ) 第 10 調査区調査開始
H23.11/17( 木 ) 第 8 調査区空撮
H23.11/26( 土 ) 現地説明会開催 来場者 200 人
H23.12/13( 火 ) 第 7 調査区空撮
H24.1/5( 木 ) 第 11 調査区調査開始
H24.1/14( 土 ) 第 12 調査区調査開始
H24.1/18( 水 ) 第 10 調査区空撮
H24.2/21( 火 ) 第 11 調査区空撮
H24.2/21( 火 ) 第 13 調査区調査開始
H24.3/8( 木 ) 第 12・13 調査区空撮
H24.3/26( 月 ) 第 14 調査区調査開始
H24.4/24・25( 火・水 )1 回目空撮
H24.5/26( 土 ) 現地説明会開催 来場者 200 人
H24.6/1( 金 ) 2 回目空撮
H24.7/10( 火 ) 3 回目空撮
H24.7/28( 土 ) 4 回目空撮
H24.8/6( 月 ) 第 20 調査区調査開始
H24.9/10( 月 ) 第 24 調査区調査開始
H24.9/24( 月 ) 第 23 調査区調査開始
H24.9/26( 水 ) 第 22 調査区調査開始
H24.9/28( 金 ) 第 21 調査区調査開始
H27.2/23( 金 ) 第 27 調査区試掘調査開始
H27.4/3( 金 ) 第 28 調査区調査開始
H27.5/7( 木 ) 第 29 調査区調査開始
H27.5/22( 金 ) 第 30 調査区調査開始
H27.6/9( 火 ) 第 31 調査区調査開始
H27.6/16( 火 ) 第 32 調査区調査開始
H27.6/29( 月 ) 第 33 調査区調査開始
H27.7/2( 木 ) 第 34 調査区調査開始
H27.7/8( 水 ) 第 35 調査区調査開始
H27.7/22( 水 ) 第 36 調査区調査開始
H27.8/10( 月 ) 第 37 調査区調査開始
H27.8/18( 火 ) 第 38・39 調査区調査開始
H27.9/29( 火 ) 第 40 調査区立会
H27.11/16( 月 ) 第 41 調査区調査開始
H27.11/24( 火 ) 第 42 調査区調査開始
H27.11/25( 水 ) 第 43 調査区調査開始
H27.11/27( 金 ) 第 44 調査区調査開始
H27.11/30( 月 ) 第 45 調査区調査開始
H27.12/8( 火 ) 第 46 調査区調査開始
H27.12/16( 水 ) 第 47 調査区調査開始
H27.12/17( 木 ) 調査終了
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第Ⅱ章　地理的・歴史的環境
第１節　地理的環境

　高松市は香川県の県都で、県の中央やや東寄りに

位置し、平成 18 年の合併によってその市域は、讃

岐山脈から瀬戸内海までに及ぶ。瀬戸内海に浮かぶ

島嶼部も市域に含んでおり、備讃瀬戸を挟んで岡山

県と向かいあっている。この合併によって讃岐平野

を構成する高松平野の大部分が高松市の行政区域に

含まれることとなり、地理的区分と行政区域がほぼ

一致することとなった。

　高松平野の南部には標高 600 ～ 1000m の讃岐

山脈が聳え、前山丘陵地帯から瀬戸内海に向かって

階段状に標高は低くなり、瀬戸内海沿岸部では標高

100 ～ 200m となる。平野部は花崗岩の風化した

砂礫やマサなどの堆積によって形成されている。平

野部には、残丘のように孤立した讃岐独特の景観を

描き出している山塊群がいくつか存在している。こ

の山塊群は、花崗岩丘陵の上に讃岐岩をはじめとす

る瀬戸内火山岩類が堆積して形成されており、平野

の東部に屋島、立石山塊、南西部に石清尾山、浄願

寺山、さらに西部に青峰、堂山の山系などが展開す

る。いずれも讃岐平野の特徴であるメサ、あるいは

ビュート型の溶岩台地で、20 ～ 300m の低い山地

である。これらの山塊に囲まれるような形で展開す

る高松平野を構成する地層は、領家花崗岩が基盤を

なし、三豊層群、沖積層の順で層をなしている。平

野部の大部分は、讃岐山脈より流れ出た諸河川が運

んだ土砂によって形成された沖積平野で、沖積低地

及び扇状地性の低位段丘から構成されている。平

野中部の栗林公園から平野東部の久米池を結ぶ標高

10m 前後を境に地形の傾斜が大きく変化しており、

この境界線以北が沖積作用による三角州帯と考えら

れている。

　高松平野には、西から本津川、香東川、御坊川、

詰田川、春日川、新川といった河川が北流している

が、なかでも香東川が沖積平野の形成に最も大きな

影響を及ぼしており、現在の春日川以西が香東川に

よる沖積作用によって形成されたものと考えられて

いる。現在、石清尾山塊の西側を直線状に北流する

香東川は 17 世紀初めの河川改修によるもので、そ

れ以前には現在の香川町大野付近から東へ分岐し、

石清尾山塊の南側から回り込んで、平野中央部を東

北流するもう一本の主流路が存在していた。この旧
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流路は、現在では水田地帯及び市街地の地下に埋没

しているが、空中写真等から、林から木太地区にか

けての分ヶ池、下池、長池、大池、旧ガラ池を結ぶ

流路等数本が知られる。その周囲には旧中州や後背

湿地が展開していたことが明らかにされており、発

掘調査でもその痕跡が数多く確認されている。なお、

17 世紀の廃川直前の流路は、御坊川として今でも

その名残をとどめている。このような高松平野を流

れる諸河川は、南の讃岐山脈から平野での流入口で

穏やかな傾斜を持つ扇状地形の沖積平野を形成し、

農耕に適した地味豊かな土壌をもたらしたが、諸河

川の中流域は伏流し、表層は涸れ川になることが多

く、早くからため池を築造して水不足を解消してき

た。山間の洪積台地と洪積層の境目に多くのため池

が分布する。これらのため池は、年間 1,000mm 前

後と降水量の乏しい讃岐平野において農業用水確保

のために不可欠なものである。また、ため池に加え

て出水 ( ですい ) と呼ばれる自噴地下水脈の利用が

盛んで、両者を併用した特徴的な配水網と厳格な水

利慣行を伝えてきた。しかし、昭和 50 年の香川用

水の通水によって、一帯は三郎池の受益範囲に取り

込まれ、農業用水の確保の不安が払拭された反面、

地元水源を核とした水利慣行が急速に消滅するとと

もに、ため池や出水の水源自体もその役割を失いつ

つあり、近年の開発に伴う農地の転用によるそれ自

体の減少が、その傾向にさらに拍車をかけている。

第 2節　歴史的環境

【旧石器～縄文時代】

旧石器時代の遺跡は、高松平野南縁の横内東遺

跡や雨山南遺跡で国府型のナイフ形石器が出土して

いる。

縄文時代では、大池遺跡出土の有舌尖頭器など

の少数例を除けば、晩期に至るまであまり認められ

ない。晩期頃になると居石遺跡、 ・長池遺跡、井

手東Ⅱ遺跡、松林遺跡などで、旧河道から縄文土器

が出土し、平野部への集団の進出が認められるよう

になる。

【弥生時代】

弥生時代では、旧香東川の支流や低地に囲まれ

て点在する微高地の多くに遺跡が知られている。 ・

長池遺跡、井手東遺跡、居石遺跡、前田東・中村遺

跡、空港跡地遺跡、宮西・一角遺跡、松林遺跡、多

肥宮尻遺跡、弘福寺領田図北地区比定地区などをは

じめとして高松平野の各所で人々の生活痕跡を確認

することができる。近年の調査では、太田原高洲遺

跡で中期後葉の区画墓が確認され、上東原遺跡では

前期～後期の居住遺構と水田経営にかかわる水路網

が確認されている。

【古墳時代】

弥生時代終末期から古墳時代前期前半段階まで、

空港跡地遺跡、上天神遺跡、凹原遺跡などをはじめ

として平野中央部で集落が展開したことが知られて

いるが、その後の中期前半までの明確な居住域は確

認されていない。中期後半になると、同じ微高地上

の太田下・須川遺跡 ( ＴＫ 23 ～ 47 期 ) において、

カマドを付設しない竪穴建物と掘立柱建物で構成さ

れる居住域が確認されている。空港跡地遺跡西側か

ら野郷遺跡を含み多肥宮尻遺跡を北縁と考えられる

微高地上の集落域では、カマドを付設する竪穴建物

が数棟確認されている。大下遺跡、太田原高洲遺跡、

多肥北原遺跡では、７世紀前半 ( ＴＫ 217 以降 ) の

居住遺構が数棟重複して築かれ、断続的な居住域が

展開していた。

一方、古墳に関しては、積石塚が累代的に造営

される平野北部の石清尾山古墳群をはじめとして、

平野を囲む山塊において前方後円墳などが築造され

る地域である。平野南縁の丘陵部でも古墳が数多く

確認されている。本遺跡の南に位置する船岡山古

墳は、近年の調査で全長 44 ｍを測る前方後円墳 (1

号墳 ) と墳形不明の古墳 (2 号墳 ) で構成され、前

期前半の円筒形埴輪が出土している。小日山１号墳

は全長 31 ｍを測る前方後円墳で、塊石積みの竪穴

石室が露出し鏡が出土したとされているが所在不

明である。中期には、全長 88 ｍを測る前方後円墳

で刳抜式石棺が露出している三谷石舟古墳や、直

径42ｍの周濠を巡らす円墳の高野丸山古墳がある。

後期では日山周辺で平石上１号墳、後半以降になる

と最大　規模の横穴石室をもつ矢野面古墳、平石上

２・３号墳、万塚古墳、加摩羅神社古墳が点在する。

終末期には住蓮寺古墳群 ( ＴＫ 209)、雨山古墳群 (

ＴＫ 217)、北山古墳群などの群集墳が存在する。

直線距離にして南東方向へ約 3km の位置に、初

期須恵器 ( ＴＧ 232 段階 ) の三谷三郎池西岸窯が広

く知られている。萩前・一本木遺跡では、地方窯「拡

散」期である 5 世紀末～ 6 世紀の須恵器が出土し

ているが、当該期の窯跡は未確認である。今後の調

萩前・一本木遺跡（新病院）
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査例の増加が期待される。

【古代】

古代における高松平野は大きく東の山田郡と西

の香川郡で構成されていた。平野を東西方向に横断

する南海道が設置された後、南北軸が東に約９～

11 度振れた条理地割が広く分布している。調査地

周辺は、香川郡の 12 郷の一つ百相 ( もまい ) 郷に

属し、当遺跡の北側 30ｍには南海道が設置されて

いる。この旧南海道の北側に位置する多配 ( たへ )

郷域でも、近年県道太田上町志度線道路改良工事に

伴う発掘調査 ( 大下遺跡・太田原高洲遺跡・多肥北

原西遺跡・多肥北原遺跡 ) が行われており、古代の

幹線道路が検出されている。このうち多肥北原西遺

跡の南北道路を南進すれば当該地に突き当たるが、

これに繋がる道路遺構は確認できていない。

船岡山の北麓には天正年間創建と伝わる船山神

社があり、奈良時代の軒瓦が出土することから、古

代寺院跡 ( 百相廃寺 ) に比定されており、神社南西

には礎石が残る。

【中世】

中世以降では、源平屋島の合戦で源氏方に属し

た河西左ヱ門輝貞の末裔、河西氏の居館と伝わる百

相城跡があり、堀・石垣の痕跡が残る。その後、香

川郡東部八か村を取り仕切っていた大庄屋の別所氏

が屋敷を構えていた。

【近世】

江戸初期の寛文 8年 (1668) 高松初代藩主松平賴

重が開基となり、藩主家の菩提寺である浄土宗仏生

山法然寺が建立された。明治 31 年 (1898) に町制

をしいて法然寺 ( 仏生山来迎院法然寺 ) の山号をと

り町名とし、昭和 31年 (1956) に高松市に合併し、

町制時の百相・出作の二大字は仏生山町となった。

大正 15年 (1926) 高松琴平電鉄の仏生山駅が設置、

昭和 4年 (1929) には塩江村に至る塩江温泉鉄道が

開通されるなど、交通の要衝と古い街並みを残す門

前町として発達した。

【香川県農業試験場】

香川県農業試験場は、明治 32 年 (1899) に香川

郡栗林村 ( 現・高松市花ノ宮町 ) に創設された。

昭和５年 (1930) に本場を高松市花ノ宮町から仏

生山町に移転し、昭和 25 年 (1950) には圃場区画

整理工事が開始された。調査時の圃場区画は、こ

の時期に整備されたものと考えられる。昭和 43年

(1968) に研究庁舎の改築工事が完成し、市道仏生

山円座線を境に北側に研究庁舎棟が並び、南側には

圃場が広がっていた。

平成 11年 (1999) に、創立 100 周年を迎え、農

業試験場移転整備基本計画が公表された。平成 23

年 (2011)、現在の農業試験場が整備され、本場を

綾川町に移転した。
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第Ⅲ章　調査の成果
第１節　調査の方法

ａ．調査区番号と遺構番号、遺物の取上げ ( 図 3)

　調査区は調査を開始した順番で、第３～ 14・20

～ 24・27 ～ 47 調査区と番号を与えた。このうち

第 40調査区は保護層が取れたため、工事立会を行

い、平面図の記録保存を行った。第１・２・15 ～

19・25・26 調査区は、香川県農業試験場跡地中央

エリアにおいて、新病院整備事業とは別の道路新設

改良事業の調査として行ったものである。

　遺構番号は遺構の種類に関係なく、検出した順番

で１から番号を与えた。遺構の種類は、現地での調

査所見をもとに性格を判断し、番号の前に遺構の略

号を冠した。また、竪穴建物に付属する支柱穴や土

坑などについては、竪穴建物内で１から番号を与え

た。

　遺物の取上げは、遺構単位で、かつ出土層位が明

らかな場合は、層位も記載して取上げた。

ｂ．記録作成

　図化作業の際に使用する基準点と水準点は、( 株 )

イビソクと ( 株 ) 四航コンサルタントに委託し、世

界測地系第Ⅳ系・４級基準点を用いた。

　断面図と切り合い関係のある遺構平面図、遺物出

土状況図等は手測りで記録を作成し、その他の平面

図については、空中写真測量を用いた。

第２節　基本層序

　各調査区の基本層序は、耕作土と床土の下、耕作

土直下が地山面となり、この地山面が遺構面となる。

第３～５・10調査区、14・27 調査区の北側では、

床土の下に遺物包含層が確認できた。遺物包含層が

確認できた調査区では、包含層上面 ( 第１遺構面 )

での調査終了後に包含層を除去し、地山面で調査を

行った ( 第２遺構面 )。

　

第３節 　遺構と遺物　

Ａ　中央区画 ( 図 4 ～ 9)

( １)　竪穴建物

7・42 －竪穴 5( 図 10 ～ 11)

　第７・42 調査区西端で検出した竪穴建物であ

る。平面形状は隅丸方形で、調査区外に広がるた

め、全体の形状は不明である。主軸方位Ｎ -17.5°-

Ｗ、検出面の標高は 36.3m である。規模は、長辺

約 5.00m、短辺 3.8m以上、深さ約 0.2mを測る。

埋土の掘削後、貼床面直上で遺構の検出を行い、

中央炉 (42- ＳＫ２) と周壁溝、支柱穴 ( ７-S Ｐ２・

42-S Ｐ７)、ピット ( ７-S Ｐ 1・42-S Ｐ６)、土坑

(42-S Ｋ 1) を確認した。

埋土は、灰黄褐シルト混じり細砂とにぶい黄褐　

シルト混じり細砂、黒褐細砂混じりシルトである。

遺物は須恵器杯身 (5)・杯蓋 (2)・高杯 (6)・杯身片、

土師器壺片が出土した。

貼床は、灰黄褐細砂と暗赤褐細砂～シルト、に　

ぶい黄褐中粒砂混じり細砂～シルト、黒褐細砂混じ

りシルト、にぶい黄褐細砂、灰黄褐細砂～シルトで　　　

ある。遺物は貼床直上で須恵器杯蓋 (1)・杯身 (4)・

土師器直口壺 (8)・甕 (10) が、貼床内から須恵器杯

蓋片が出土した。

竪穴建物の中央で、42- ＳＫ２を検出した。42-

ＳＫ２内には焼土と炭化物が確認できたことから、

中央炉の可能性が考えられる。埋土は、灰黄褐細砂

に焼土・炭化物多量、黒褐シルト混じり細砂に焼土

塊・炭化物多量、灰黄褐シルトで、被熱した石を確

認した。遺物は土師器椀 (7)・甕 (9) が出土した。

周壁溝は一部で確認でき、幅約 0.22 ｍ、深さ約

0.15 ｍ、埋土は黒褐シルト混じり細砂、灰黄褐シ

ルト混じり細砂、灰黄褐細砂～中粒砂である。遺物

は出土していない。

支柱穴は、東側の２基を確認した。42- ＳＰ７は

円形を呈し、直径約 0.50 ｍ、深さ約 0.22 ｍを測る。

断面形状は逆台形である。埋土は、上層が黒褐中粒

砂混じり細砂～シルト、柱痕が暗褐粗砂混じり細砂

～シルト、掘方が暗褐中粒砂混じり細砂～シルトで

ある。７- ＳＰ２は楕円形を呈し、長径約 0.82 ｍ、

短径約 0.59 ｍ、深さ約 0.19 ｍを測る。断面形状

は不整形である。埋土は暗褐極細砂～シルトである。

遺物は出土していない。

萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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3 10YR4/2 灰黄褐　シルト混じり細砂　径 1 ～ 3 ㎝の地山ブロック 3%
4 10YR4/2 灰黄褐　シルト混じり細砂　径 1 ㎝の地山ブロック 3％
5 10YR3/3 暗褐　中粒砂混じり細砂～シルト　径 1 ㎝の地山ブロック 2%　
         土器片含む
6 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト混じり細砂　径 3 ㎝の地山ブロック 3%
7 10YR4/2 灰黄褐　細砂　焼土・炭化物多量に含む
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萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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12 7.5YR3/2 黒褐　細砂～シルト

13 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト　しまりあり…貼床
14 7.5YR4/3 褐　細砂～シルト　炭化物・焼土含む
15 7.5YR3/3 暗褐　細砂～シルト　地山ブロック 5%　炭化物・焼土 5%…貼床
16 10YR5/3 にぶい黄褐　細砂～シルト
17 10YR3/3 暗褐　シルト　やや粘質
18 10YR4/3 にぶい黄褐　砂礫混じりシルト
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７- ＳＰ 1 は円形を呈し、直径約 0.45 ｍ、深さ

約 0.14 ｍを測る。断面形状は逆台形に段落ちであ

る。埋土は暗褐粗砂混じりシルトである。遺物は須

恵器杯蓋 (3) が出土している。42- ＳＰ６は円形を

呈し、直径約 0.33 ｍ、深さ約 0.17 ｍを測る。断

面形状はＵ字形である。柱痕が確認でき、埋土は柱

痕が灰黄褐祖砂混じり細砂～シルト、掘方が黒褐中

粒砂混じり細砂～シルトと暗褐粗砂混じり細砂～シ

ルトである。

42- ＳＫ 1 は楕円形の土坑で、長径約 0.65 ｍ、

短径約 0.53 ｍ、深さ約 0.14 ｍを測る。断面形状

は皿状である。埋土は暗褐中粒砂混じり細砂～シル

トとにぶい黄褐粗砂混じり細砂～シルトである。遺

物は、土師器高杯片が出土した。

出土遺物の年代から、ＴＫ 208 ～ＴＫ 23 型式

併行期と判断できる。

6 －竪穴 1( 図 12 ～ 13)

　第６・24 調査区北側で検出した竪穴建物である。

6- ＳＫ 14・39・45 に切られる。平面形状は、や

やゆがんだ方形を呈する。主軸方位Ｎ -103.5°- Ｗ、

検出面の標高は 36.3m である。規模は、長辺約

3.76m、短辺約 3.30m、最深部で約 0.3m を測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構の検出を行い、

カマドの痕跡と周壁溝、ピット ( ＳＰ 1 ～３) を確

認した。

　埋土は暗褐細砂～シルトで、遺物は土師器甕

(12・14)、須恵器杯身片・壺片、土師器甕片が出

土した。

　貼床は、にぶい黄褐細砂～シルトと暗褐細砂～シ

ルト、にぶい黄褐細砂～シルトである。貼床直上で

須恵器甕 (11)、土師器甕 (13)、砥石 (S1) が出土した。

　カマドは、西側に作り付けられる。調査区西壁附

近で夥しい量の焼土と炭化物を検出したが、平面で

はカマド袖を確認できなかった。断面の観察から、

カマド構築材は暗褐シルトとにぶい黄褐粘土混じり

シルトである。焚口付近と想定できる箇所に炭化物

や焼土塊などが認められる。遺物は出土していない。

　周壁溝は北辺の一部と東側の一部で確認でき、幅

約 0.27 ｍ、深さ約 0.12 ｍを測る。埋土は暗褐細

砂～シルトと暗褐粗砂混じりシルトである。遺物は

出土していない。

　支柱穴と想定できるピットを３基確認した。ＳＰ

1 は円形を呈し、直径約 0.29 ｍ、深さ約 0.10 ｍを

測る。断面形状は浅い皿状に柱痕の段落ちである。

柱痕が確認でき、埋土は柱痕が褐細砂～シルト、掘

方がにぶい黄褐シルト混じり細砂である。ＳＰ２は

6- ＳＫ 39 に切られるため、全体の形状は不明であ

る。深さ 0.21 ｍを測り、断面形状はＵ字形である。

柱痕が確認できる。埋土は柱痕がにぶい黄褐細砂～

シルト、掘方が暗褐細砂～シルトと暗褐粘質土であ

る。ＳＰ３は円形を呈し、直径約 0.33 ｍ、深さ約

0.18 ｍを測る。断面形状は逆台形に柱痕の段落ち

である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が褐粗砂混じ

りシルト、掘方がにぶい黄褐粗砂混じり細砂である。

　出土遺物の年代から、ＴＫ 208 型式併行期と判

断できる。

6・23 －竪穴 8( 図 14 ～ 15)

　第６・23 調査区南東で検出した竪穴建物である。

６- 竪穴９に切られる。平面形状はやや縦長の隅丸

方形である。主軸方位はＮ -16°- Ｗ、検出面の標

高は 36.4m である。規模は、長辺 4.56m、短辺

3.58m、深さ 0.20m を測る。

　埋土の掘削後、貼床面で遺構の検出を行い、カマ

ドと周壁溝、土坑 (23- ＳＫ 1・２) を確認したが、

支柱穴は確認できなかった。

　埋土は、暗褐～黒褐シルトと暗灰黄シルトであ

る。遺物は須恵器杯身 (20)・杯蓋片・杯身片・壺片、

土師器甑片・甕片・土師質土器皿片が出土した。こ

のうち土師質土器皿 (23・24)・甕 (25・26) は埋土

上面からの出土で、混入品と考えられる。

　貼床は褐～黄灰シルトと黒褐シルトで、西側の一

部に壇状の高まりをもつ。また北西側には、砂岩の

台石が置かれていた。遺物は貼床直上のカマドの

周りから須恵器杯身 (15 ～ 19) が５点並んで出土

した。このほか貼床直上から鉄製刀子 (T1) 、須恵

器杯蓋片・土師器甕片が、貼床内から須恵器杯蓋

(21) 片・粘土塊が出土した。

　カマドは竪穴建物の北側中央に円形に作り付けら

れ、カマド内部に掘り込みが確認できた。掘り込み

内部の埋土は上層が黒シルト、下層が暗灰黄シルト

である。カマドの袖部分は暗褐細砂～シルトで、内

側には被熱による赤色化が認められる。遺物は図示

できなかったが、須恵器高杯片が出土した。

周壁溝は一部で確認でき、幅約 0.12 ｍ、深さ約

0.03 ｍを測る。遺物は須恵器高杯片が出土した。

23- ＳＫ 1 は不整円形の土坑で、直径約 0.44 ｍ、

萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）



深さ約 0.23 ｍを測る。断面形状は椀形である。埋

土は上層が黒褐粘質シルト、下層が暗褐シルトであ

る。遺物は出土していない。

23- ＳＫ２は楕円形の土坑で、長径約 1.15 ｍ、

幅約 0.77 ｍ、深さ約 0.08 ｍを測る。断面形状は

逆台形である。埋土は黒褐シルトである。遺物は製

塩土器片 (22) が出土した。

出土遺物の年代から、ＴＫ 208 ～ＴＫ 23 型式

併行期と判断できる。

6－竪穴 7( 図 16 ～ 18)

　第６・24 調査区中央西側で検出した竪穴建物で

ある。平面形状は隅丸方形で、主軸方位Ｎ -12.5°-

Ｗ、検出面の標高は 36.4m である。規模は、長辺

約 5.50m、短辺約 5.40m、深さ約 0.18mを測る。

　埋土の掘削後、貼床直上で遺構の検出を行い、カ

マドと周壁溝、支柱穴 ( ＳＰ 1～４)、ピットを確

認した。

　埋土は、暗褐細砂～シルトである。遺物は須恵器

杯身 (27)、土師器小型甕 (32) が出土している。

　貼床は地山ブロック土を含む暗褐細砂～シルトで

ある。遺物は須恵器高杯 (29・31)、土師器甕 (35)

が出土している。

　カマドは竪穴建物の北側中央に楕円形に作り付け

られる。カマド構築材は暗褐粘土～シルト、カマド

内部の埋土は、上層が暗褐シルト、下層が焼土を含

む黒褐粘土である。遺物は、カマド内から須恵器高

杯 (30)、土師器甕 (33・36) が出土し、カマドの周

辺から土師器鍋 (34) が出土した。この須恵器高杯

(30) はカマドの奥壁際で伏せられた状態であった。

土師器長胴甕 (36) は底部に蒸気孔が穿たれていて

甑転用甕と考えられる。

　周壁溝は南側で一部を検出した。幅約 0.12 ｍ、

深さ約 0.11 ｍを測る。周壁溝から須恵器杯身

(28)、磨石 (S2) が出土した。

　支柱穴は４基確認できた。ＳＰ 1は不整円形を

呈し、直径約 0.28 ｍ、深さ約 0.32 ｍを測る。断

面形状はＵ字形である。柱痕が確認でき、柱痕の

埋土が黒褐シルト、掘方が暗褐細砂～シルトであ

る。ＳＰ２は楕円形を呈し、長径約 0.46 ｍ、深さ

約 0.35 ｍを測る。断面形状はＵ字形である。埋土

は上層が暗褐細砂～シルト、中層が黒褐細砂～シル

ト、下層が暗褐細砂である。ＳＰ３は円形を呈し、

直径約 0.41 ｍ、深さ約 0.29 ｍを測る。断面形状

は逆台形である。埋土は上層が褐シルト、下層が褐

粘土～シルトである。ＳＰ４は円形を呈し、直径約

0.36 ｍ、深さ約 0.43 ｍを測る。断面形状はやや歪

なＵ字形である。埋土は上層が炭化物や焼土を含む

暗褐シルト、下層が暗褐シルトである。

　出土遺物から、ＴＫ 23 ～ＴＫ 47 型式併行期と

判断できる。

8－竪穴 1( 図 19 ～ 21)

　第８調査区の南で検出した竪穴建物である。平面

形状はやや歪な横長の方形で、主軸方位Ｎ -22.5°-

Ｗ、検出面の標高は 36.5m である。規模は、長辺

約 4.10m、短辺約 3.44m、深さ約 0.14 ｍを測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構の検出を行い、

カマドと周壁溝、中央土坑、支柱穴 ( ＳＰ 1～４)、

土坑 ( ＳＫ６)、ピット ( ＳＰ８) を確認した。

　埋土は暗褐シルトで、土師器壺片が出土した。

　貼床は暗褐シルトで、貼床直上のカマド周辺では

須恵器杯身 (39) が出土した。須恵器杯身 (39) は焼

土の上に置かれ被熱が認められる。また南縁部床面

より 2～ 3㎝上の位置から、須恵器杯蓋 (37) の上

に杯身 (38) を組み合わせた状態で出土した。

　カマドは北側中央に長方形に作り付けられ、内部

に掘り込みが確認できた。カマド構築材は、褐細砂

～シルトと地山ブロック土を含む褐シルトである。

カマド内部は、焚口部分に炭化物や焼土塊が確認

できた。遺物は燃焼部から土師器甑 (43)・甕 (42)、

被熱を受けた支脚石が出土している。

　周壁溝は、幅約 0.09 ｍ、深さ約 0.05 ｍを測る。

埋土は暗褐シルト～粘土である。遺物は出土してい

ない。

　中央土坑は、不整形な楕円形を呈し、長径約

1.03 ｍ、短径約 0.76 ｍ、深さ約 0.04 ｍを測る。

断面形状は逆台形である。埋土は暗褐シルトである。

炭化物や焼土塊を多く含む灰・炭溜まりである。炉

のような火処の可能性がある。遺物は出土していな

い。

　支柱穴は、４基確認できたが、やや歪な配置とな

っている。ＳＰ 1は楕円形を呈し、長径約 0.55 ｍ、

短径約 0.44 ｍ、深さ約 0.23 ｍを測る。断面形状

は不整形である。埋土は褐シルトである。ＳＰ２

は円形を呈し、直径 0.46 ｍ、深さ 0.14 ｍを測る。

断面形状は逆台形である。ＳＰ３は円形を呈し、直

径約 0.23 ｍ、深さ約 0.16 ｍを測る。断面形状は

第Ⅲ章　調査の成果
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3 10YR3/3暗褐　シルト　地山ブロック3%　焼土塊含む
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5 10YR2/3 黒褐　シルト…貼床
6 10YR2/3 黒褐　シルト　地山ブロック 7%

1 2.5Y3/1 黒褐　シルト
2 2.5Y4/2 暗灰黄　シルト
3 7.5YR4/3 褐　シルト　黄・黒色ブロック斑状に含む
        …壇状の高まり構成土
4 2.5Y4/1 黄灰　シルト…貼床 
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7 10YR4/4 褐　シルト…ベース
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5 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　密…ベース
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逆台形である。埋土は暗褐シルトである。他の支柱

穴に比べ、やや小振りである。ＳＰ４は楕円形を呈

し、長径約 0.45 ｍ、深さ約 0.10 ｍを測る。断面

形状は不整形である。底部は不整形に掘り込まれて

いる。埋土は上層が暗褐細砂～シルト、下層が暗褐

シルトである。

　ＳＫ６は、カマドの東側で検出した楕円形の土坑

である。長径約 0.59 ｍ、短径約 0.37 ｍ、深さ約

0.10 ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土は

暗褐シルトである。土坑内からは、土師器甕 (40)

と鍋 (41) が出土した。

　ＳＰ８は竪穴建物南縁で検出した円形のピットで

ある。直径約 0.30 ｍ、深さ約 0.10 ｍを測る。断

面形状は逆台形である。遺物は砂岩の石皿 (S3) の

上に、須恵器体部片と製塩土器片が置かれていた。

　出土遺物から、ＴＫ 47型式併行期と判断できる。

8－竪穴 4( 図 22 ～ 25)

　第８調査区の中央で検出した竪穴建物である。平

面形状はやや縦長の方形で、主軸方位Ｎ -23°- Ｗ、

検出面の標高は 36.45m である。規模は、長辺約

4.14m、短辺約 3.90m、深さ約 0.70mを測る。

　埋土の掘削を行い、貼床面直上で遺構の検出を行

い、カマドと周壁溝、ピットを検出した。

　埋土は上層から暗褐シルト、にぶい黄褐シルト、

暗褐シルトである。遺物は須恵器杯蓋 (44・45)・

杯身 (46・47・50)、土製紡錘車 (D1)、二次加工の

あるサヌカイト剝片 (S5)、須恵器杯身片・杯蓋片・

高杯片、土師器甑片・甕片・杯片が出土した。

　貼床は、にぶい黄褐シルトと褐シルトで、貼床の

上面には炭化物や焼土を多量に含む暗褐シルトが認

められる。貼床直上からは、須恵器杯身 (48・49)・

広口壺 (51)、土師器甕 (53)、手捏ね土器 (52)、石

製紡錘車 (S4)、砥石 (S6・S7) が出土した。そのう

ち須恵器杯身 (48) は 8- ＳＤ 7出土の破片と接合し

た。このほか須恵器杯蓋片・甕体部片が出土してい

る。

　カマドは北側中央に馬蹄形に作り付けられ、内部

に掘り込みが確認できた。カマド構築材は、褐細砂

～シルトである。カマド内部は、上層がにぶい黄褐

細砂～シルトで、カマドの上部構造の崩落土と考え

られる。焚口部分に炭化物を層状に確認できた。遺

物は土師器鍋 (54)・底部を欠いた粗製甕 (55) が出

土した。粗製甕はカマド中央部に正位で置かれてお

り、支脚として使われた可能性がある。このほか須

恵器体部片が出土している。

　周壁溝は、幅約 0.08 ｍ、深さ約 0.03 ｍを測る。

埋土は暗褐シルトである。遺物は出土していない。

　出土遺物の年代から、ＴＫ 47 ～ＭＴ 15 型式併

行期と判断できる。

3－竪穴 55・21－竪穴 10( 図 26 ～ 28)

　第３調査区・第 21 調査区の中央で検出した竪

穴建物である。３- 竪穴 35・４- 竪穴 18 に切られ

る。平面形状は方形を呈し、主軸方位Ｎ -22°- Ｗ、

検出面の標高は 36.2m である。規模は、長辺約

5.20m、短辺約 5.00m、最深部で約 0.3mを測る。

　竪穴建物南側は礫層となっており、建物プランの

検出が困難であった。後述する地震痕跡である噴礫

の影響によるものと考えられる。調査開始当初、南

側を竪穴 82・ＳＫ 20 として検出したが、出土遺

物の接合関係と堆積の状況から、本建物と同一の遺

構とする認識に至った。

埋土の掘削を行い、貼床面直上で遺構検出を実

施し、カマドと周壁溝、支柱穴(ＳＰ83)を確認した。

　埋土は、暗オリーブ褐シルトと黒褐シルト～粘土

である。遺物は須恵器杯身 (58)・杯身片・杯蓋片・

高杯片、土師器甕片・甑片、製塩土器片が出土し

た。その他、調査時に別遺構として取り上げた南半

分 (3- 竪穴 82・ＳＫ 20) から須恵器杯身 (62・63・

64)・杯蓋 (61)・高杯 (65・66・67)・甕 (68)、鉄

器 (T2) が出土している。

　貼床は、極暗褐シルトと黒褐シルト～粘土である。

遺物は貼床直上で須恵器杯蓋 (56) が出土した。

　カマドは北側中央に馬蹄形に作り付けられ、内部

に掘り込みが確認できた。カマド構築材は、黒褐シ

ルトと暗褐シルトである。カマド袖内面には、被熱

が認められる。カマド内部上層の黒褐粘土～シルト

は、カマドの上部構造の崩落土と考えられる。ま

た焚口部分に焼土を層状に確認できた。遺物は土

師器甕 (59・60)・甕片、骨片、粘土塊が出土した。

カマド中央から正位で出土した土師器甕 (59) は支

脚の可能性がある。カマドの近くから須恵器杯身

(57) が出土している。

　周壁溝は北西隅の一部で確認できた。幅約 0.19

ｍ、深さ約 0.17 ｍを測る。埋土は褐シルトである。

遺物は出土していない。

　支柱穴は北東側の 1基を確認できた。ＳＰ 83は

第Ⅲ章　調査の成果
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円形を呈し、直径約 0.46 ｍ、深さ 0.32 ｍを測る。

断面形状はＶ字形である。柱痕が確認でき、柱痕の

埋土が黒褐粘土、掘方がにぶい黄褐シルト～粘土で

ある。遺物は出土していない。

　出土遺物の年代から、ＴＫ 23 ～ＴＫ 47 型式併

行期と判断できる。

4－竪穴 1( 図 29)

　第４調査区南側で検出した竪穴建物の可能性があ

る遺構である。主軸方位Ｎ -30°- Ｅ、検出面の標高

は 36.4m である。平面形状は方形を呈すると考え

られる。第 21調査区では検出できなかった。これ

は遺構のベース層が礫層であることから、地震の影

響の可能性が考えられる。規模は、長辺約 4.00m、

短辺約 1.8m以上、最深部で約 0.2mを測る。

埋土が確認できず、貼床面直上で遺構検出を行

った。

貼床は黒褐細砂～シルトである。遺物は貼床直

上で須恵器高杯 (69) が、貼床内から須恵器杯身片

が出土した。

　出土遺物の年代から、ＴＫ 23 ～ＴＫ 47 型式併

行期と判断できる。

6・23－竪穴 6( 図 30 ～ 31)

　第６・23 調査区中央の東側で検出した竪穴建物

である。平面形状は隅丸方形で、主軸方位Ｎ -18°-

Ｗ、検出面の標高は 36.25mである。規模は、長辺

約 4.80m、短辺約 4.62m、深さ約 0.1mを測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構検出を行い、カ

マドと周壁溝、支柱穴 (6- ＳＰ 1・23- ＳＰ２)、土

坑 (23- ＳＫ３・４) を確認した。

　埋土は褐細砂と炭化物を多量に含む暗褐シルト、

黒褐細砂～シルトである。遺物は須恵器杯蓋片、土

師器甕片・壺片が出土した。

貼床は、暗灰黄細砂～シルトで、建物北東隅で

炭化物を検出した。遺物は出土していない。

カマドは竪穴建物北側やや東よりに馬蹄形に作

り付けられ、内部は掘り込まれている。カマド構築

材は、にぶい褐細砂～シルトと褐細砂～シルトで、

カマド袖内側には被熱の痕跡が認められる。遺物は

カマド内部から臼玉片が出土した。

周壁溝は、北西側の一部で確認でき、幅約0.16ｍ、

深さ約 0.05 ｍを測る。埋土は暗褐シルトである。

支柱穴は南側の２基が確認できた。6- Ｓ P １は

円形を呈し、直径約 0.30 ｍ、深さ約 0.34 ｍを測る。

断面形状はＶ字形である。柱痕が確認でき、埋土は

柱痕が暗褐シルト、掘方が褐シルトと褐細砂～シル

トである。23- ＳＰ２は円形を呈し、直径約 0.22

ｍ、深さ約0.24ｍを測る。断面形状はＵ字形である。

柱痕が確認でき、埋土は柱痕が暗灰黄シルトと灰黄

細砂～シルト、掘方がにぶい黄細砂である。

23- ＳＫ３は不定形な形状で、長軸約 0.85 ｍ、

短軸約 0.59 ｍ、深さ約 0.14 ｍを測る。断面形状

は不整形である。埋土は上層が暗褐シルト、下層が

黒褐シルトである。遺物は須恵器杯蓋 (70)、土師

器杯 (71)・小型甕 (72) が出土した。

23- ＳＫ４は撹乱によって切られるため、全体の

形状は不明である。深さ約 0.09m を測る。断面形

状は不整形である。遺物は土師器甕体部片が出土し

た。底部中央に円孔が穿たれているので甑転用甕と

考えられる。

　時期は、出土遺物からＴＫ 23 ～ＭＴ 15 型式併

行期と判断できる。

6－竪穴 2( 図 32 ～ 33)

　第６調査区北側、６- 竪穴 1の南側で検出した竪

穴建物である。6- ＳＫ 45 を切っていることから、

竪穴 1よりも新しい建物と考えられる。平面形状

はやや横長の方形を呈する。主軸方位Ｎ -20°- Ｗ、

検出面の標高は 36.3m である。規模は、長辺約

5.30m、短辺約 4.60m、深さ約 0.24mを測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構検出を行い、カ

マドと周壁溝、支柱穴 ( ＳＰ 1～４)、土坑 ( ＳＫ６)、

ピット ( ＳＰ５) を確認した。

　埋土はにぶい褐礫混じりシルトと暗褐細砂～シ

ルトで、遺物は須恵器杯蓋 (73 ～ 76)、有蓋高杯蓋

(76)、土師器甑 (77)、埋土上層から須恵器杯身片 ･

短頸壺片・甕片が出土した。

　貼床は地山ブロック土を含む褐粗砂混じり細砂～

シルトである。床面直上で、炭化物が散らばるよう

に検出した。遺物は出土していない。

　カマドは、竪穴建物北側中央に作り付けられ、北

側に煙道が延びる。カマドの残りが悪く、袖の一部

のみ確認できた。カマド構築材は灰黄褐シルト～粘

土である。遺物は須恵器杯身片・焼成不良の杯蓋片・

高杯片・壺片、土師器甕片・甑片が出土した。

　周壁溝は幅約 0.11 ｍ、深さ約 0.15 ｍを測る。

埋土は暗オリーブ褐礫混じりシルトである。
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1 10YR3/3 暗褐　シルト　粘性弱　しまり強
2 7.5YR3/2 黒褐　シルト　粘性弱　しまり強
3 7.5YR3/3 暗褐　シルト　粘性やや強　しまり強
4 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　粘性弱　しまり強
5 10YR3/4 暗褐　シルト　粘性やや強　しまりやや強　地山ブロック 30%
6 7.5YR3/2 黒褐　シルト～粘土　粘性やや強　しまりやや強　炭化物・焼土含む
7 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　粘性弱　しまりやや強…カマド構築材
8 10YR3/3 暗褐　シルト　炭化物・焼土多量含む…貼床上層

9 10YR3/4 暗褐　シルト　粘性弱　しまり強…周壁溝
10 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　地山ブロック多量含む…SP79
11 10YR3/3 暗褐　極細砂～シルト
12 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト…貼床
13 10YR4/4 褐　シルト
14 10YR4/4 褐　シルト　粘性弱　しまりやや強…ベース
15 10YR3/4 暗褐　シルト　粘性弱　しまりやや強…ベース
16 10YR4/4 褐　シルト～粘土…ベース
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萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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　支柱穴は４基確認できた。Ｓ P１は円形を呈し、

直径約 0.35m、深さ約 0.18mを測る。断面形状は

逆台形である。埋土は上層がオリーブ褐粗砂～シル

ト、下層がオリーブ褐細砂～シルトである。ＳＰ２

は円形を呈し、直径約0.36m、深さ約0.17mを測る。

断面形状は逆台形である。埋土は褐粗砂である。Ｓ

Ｐ３は円形を呈し、直径約 0.44m、深さ約 0.29m

を測る。断面形状はＵ字形である。埋土は上層が暗

褐シルト～極細粒砂、下層が褐極細粒砂である。Ｓ

Ｐ４は円形を呈し、直径約 0.32m、深さ約 0.23m

を測る。断面形状は椀形である。埋土は上層がにぶ

い黄褐シルト、下層が褐シルトである。

　ＳＫ６は楕円形を呈し、長径約 0.78m、短径約

0.63m、深さ約 0.23m を測る。断面形状は不整形

である。埋土は上層が暗褐シルト、下層が褐細砂～

シルトである。

　出土遺物の年代から、ＴＫ 23 ～ＴＫ 47 型式併

行期と考えられる。

第Ⅲ章　調査の成果

69：床面直上0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）

69

0 1ｍ

（S=1 ／ 40）

x=1
423
65

x=1
423
62

y=49791

y=49793

T.P.+36.6m
N

S
T.P.+36.6m
W E

2

1

2

3

SP53

1 2.5Y3/2 黒褐　細砂～シルト…耕作土
2 7.5YR3/2 黒褐　細砂～シルト　暗赤褐色土斑状に 3%
3 7.5YR4/4 褐　中砂～細砂　径 3 ～ 10 ㎝大の円礫含む…ベース



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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2 10YR4/4 褐　極細粒砂　小礫 1%
3 10YR5/3 にぶい黄褐　シルト　細礫 3%　中礫 1%…ベース

1 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　2.5Y8/1 灰白　シルトブロック 5%
2 10YR4/4 褐　シルト
3 2.5Y6/3 にぶい黄　シルト…ベース

1 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト　炭化物含む
2 10YR4/4 褐　細砂…ベース

1 7.5YR5/3 にぶい褐　礫混じりシルト
2 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト
3 7.5YR3/3 暗褐　シルト
4 10YR4/4 褐　細砂～シルト
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12 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト…カマド煙道
13 10YR3/4 暗褐　細砂…ベース
14 10YR4/4 褐　シルト　Mn 沈着…ベース



第Ⅲ章　調査の成果
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5 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト　やや粘質　炭化物・焼土含む
6 10YR4/2 灰黄褐　粘土混じりシルト
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13 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト…貼床
14 10YR4/4 褐　粗砂混じりシルト…貼床
15 10YR4/4 褐　シルト　Mn 沈着…ベース
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8 －竪穴 2( 図 34 ～ 35)

　第８調査区中央で検出した竪穴建物である。平面

形状は隅丸方形を呈する。主軸方位Ｎ -21.5°- Ｗ、

検出面の標高は 36.4m である。規模は、長辺約

4.22m、短辺約 4.14m、深さ約 0.18mを測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構の検出を行い、

カマドと周壁溝、ピット ( ＳＰ 37・56・65・72・

73) を検出したが、支柱穴は確認できなかった。

　埋土は暗褐シルトで、遺物は須恵器杯身 (80)、

須恵器杯身片・杯蓋片・高杯片・壺片、土師器甕片・

高杯片が出土した。

　貼床は地山ブロック土を含む暗褐細砂～シルト

で、貼床直上から須恵器杯身 (79)・杯蓋 (78) が出

土した。

カマドは竪穴建物北側中央に作り付けられる。

カマドの残存状態が悪いため、全体の形状は不明で

ある。カマド中央を掘窪めたのち、地山ブロック土

を含む暗褐シルト～粘土でカマドを構築する。カマ

萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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片含む
3 5YR3/2 暗赤褐　シルト　炭化
物・焼土多量含む

1 7.5YR3/4 暗褐　シルト
2 10YR3/4 暗褐　シルト
3 10YR4/4 褐　シルト…ベース
4 10YR4/4 褐　粘土～シルト…ベース

1 10YR3/4 暗褐　シルト
2 10YR3/3 暗褐　シルト
3 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト　黄色土ブロック 3%…貼床
4 5YR4/4 にぶい赤褐　シルト　炭化物・焼土多量含む

1 7.5YR4/3 褐　粘土

1 7.5YR2/3 極暗褐　シルト

5 10YR4/3 にぶい黄褐　しまりあり…カマド構築材
6 10YR4/2 灰黄褐　シルト　炭化物含む…カマド構築材
7 10YR2/3 黒褐　シルト　やや粘質　黄褐色土ブロック 3%…周壁溝



ド内部中央には、支脚石が据えられる。

周壁溝はほぼ全面で確認でき、幅約 0.11 ｍ、深

さ約 0.11 ｍを測る。埋土は暗褐シルトと黒褐シル

トである。

ＳＰ 72 はやや不整形な円形を呈し、直径約

0.52 ｍ、深さ約 0.16mを測る。断面形状は不整形

である。埋土は暗褐シルトである。ＳＰ 73は円形

を呈し、直径約 0.56 ｍ、深さ約 0.33mを測る。断

面形状は逆台形である。ＳＰ 65 は不整形な形状

を呈し、長軸約 0.54 ｍ、短軸約 0.40 ｍ、深さ約

0.29m を測る。断面形状は不整形である。埋土は

３層に分層でき、上層が灰黄褐シルト、中層が暗褐

シルト、下層が暗赤褐シルトである。ＳＰ 37(57)

は円形を呈し、直径約 0.60 ｍ、深さ約 0.52mを測

る。断面形状は不整形である。埋土は褐粘土である。

ＳＰ 56はやや歪な楕円形を呈し、長径約 0.40 ｍ、

短径約 0.24 ｍ、深さ約 0.05mを測る。断面形状は

浅い皿状である。埋土は極暗褐シルトである。

出土遺物の年代から、ＴＫ 47型式併行期と判断

できる。

第Ⅲ章　調査の成果
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１0－竪穴 90( 図 36 ～ 37)

　第10調査区の南東側で検出した竪穴建物である。

調査区外に展開するため、全体の形状は不明である。

主軸方位Ｎ -0°- Ｗ、検出面の標高は 35.9mである。

規模は、長辺約 4.00m、短辺約 2.4m以上、最深部

で約 0.3mを測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構検出を実施し、

カマドと周壁溝、支柱穴 ( ＳＰ 1) を確認した。

　埋土は暗褐シルト～粘土と暗褐シルト、炭化物・

焼土塊を含む黒褐シルトである。遺物は土師器甕

(81)、製塩土器 (82)、臼玉 (S8)、土師器甕片、臼玉

片が出土した。　　　　　　　　　　　　　　

　貼床は暗褐シルト～粘土と暗褐粘土である。遺物

は出土していない。

　カマドは竪穴建物北側中央に作り付けられる。ま

た竪穴建物北側には、煙道が確認できた。カマドの

構築材は、暗褐シルト～粘土である。カマド内部に

は、一部に炭化物と焼土層が確認でき、カマドの上

部構造の崩落土と考えられる。

　周壁溝は東縁部で確認でき、幅約 0.08 ｍ、深さ

約0.08 ｍを測る。埋土は黒褐シルト～粘土である。

遺物は出土していない。

　支柱穴は北東側の 1基が確認できた。Ｓ P１は、

半分が調査区外のため、全体の形状は不明である。

深さ約 0.19 ｍを測り、底部の形状は歪である。埋

土は暗褐シルトである。

　出土遺物の年代から、古墳時代中期中葉～後期前

葉と考えられる。

3－竪穴 45( 図 38 ～ 43)

　第３調査区中央東側で検出した竪穴建物である。

３- ＳＫ 23 に切られ、調査区外に広がるため全体

の形状は不明であるが、やや横長の隅丸方形を呈す

ると考えられる。主軸方位 N-30°-W、検出面の標

高は 36.0mである。規模は、長辺 6.40m以上、短

辺約 6.40m、最深部約 0.3mを測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構検出を実施し、

カマドと周壁溝、支柱穴 ( ＳＰ 70・71・73) を確

認した。

　埋土は灰黄褐細礫混じりシルトである。多量の炭

化物と焼土粒が含まれ、特徴として床面直上に１㎝

程の厚さで、炭化物の集中層を確認した。遺物は須

恵器杯身片・杯蓋片・高杯片・甕片・壺片・ 片、

土師器甑片・甕片・高杯片、製塩土器片など多数の

遺物が出土した。

　貼床は暗褐色土と、遺構のベースとなる黄褐色土

が貼られており、硬く踏みしめられていた。貼床は

全体に薄く約 10㎝前後の厚さであった。

床面の北半部に炭化物が広がっていたが ( 図

38)、垂木や建築部材の形は確認できず、多くは粉

末状となっていた。その中で、北東部は、床面から

厚さ 10㎝程と特に厚く堆積した。

遺物は中央部分に南北方向に一列に並んで出

土した。短頸壺 (92)・広口壺 (94・95・96)・平

瓶 (90)、土師器甕 (109・110)・壺 (102・103・

111)・甑 (97・98・100) や、碧玉製管玉 (S10)、

その他図示できなかったが須恵器甕体部片などが良

好な遺存状況で出土した。これらは、土圧により潰

れた状態で出土しており、建物の廃絶時期を示して

いる。北側の周壁溝の近くからは須恵器杯蓋 (83)・

杯身 (88)・壺 (93)、土師器甕 (105・106) が出土した。

その他、南西部の床面近くで須恵器杯身 (87)・高

杯 (89) が出土した。貼床内から土師器甕 (104) が

出土した。

　カマドは北側中央に作り付けられ、カマド中央は

掘り込まれている。また竪穴建物北側に煙道が確認

できた。カマド構築材は、褐細砂混じりシルト～粘

土と灰黄褐粗砂混じりシルト～粘土である。カマド

内からは土師器甕 (107・108)、カマド焚口から土

師器甕 (106) が出土した。このほか須恵器杯身片、

高杯脚部片、土師器甕片・甑片、被熱した支脚石が

２点出土した。

　周壁溝は幅約 0.15 ｍ、深さ約 0.13 ｍを測る。

埋土は黒褐シルトである。南壁際を除く北壁から西

壁の北半部のみ検出できた。カマドより東側の周壁

溝は幅 15㎝程のテラス状になっていて、須恵器壺

(93) はそこから転落したと考えられる。その他図

示できなかったが須恵器杯身片・土師器甕片が出土

した。

　支柱穴は３基確認できた。ＳＰ70は円形を呈し、

直径約 0.33 ｍ、深さ約 0.52 ｍを測る。断面形状

はＶ字形である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が極

暗褐シルト、掘方が暗褐細砂である。ＳＰ 71は円

形を呈し、直径約 0.42 ｍ、深さ約 0.53 ｍを測る。

断面形状はＶ字形である。柱痕が確認でき、埋土は

柱痕が暗褐シルトで、掘方が褐シルトである。遺物

は土師器精製高杯片が出土した。ＳＰ 73は円形を

呈し、直径約 0.39 ｍ、深さ約 0.46 ｍを測る。断

萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）



面形状はＶ字形である。柱痕が確認でき、埋土は柱

痕が暗褐細砂細砂～シルトと暗褐シルトである。

　この建物は、調査時には認識できなったが南西隅

を 3- ＳＫ 23 をカマドとする竪穴建物に一部切ら

れている。そして北半部に焼土や炭化物を多く含む

層に被覆されていることから、いわゆる焼失住居の

様相を示す。床面やカマド付近に遺物が依存した状

態であったため、土器類を持ち出す間もなく被災し

たと考えられる。よって、これらの土器組成などか

ら、当時の生活痕跡を色濃く残す建物と言える。

　出土炭化物の樹種同定と AMS 分析を実施した結

果、樹種はコナラ属コナラ亜属クヌギ節で、炭化物

の AMS 年代は補正年代で cal AD421-539 という結

果を得た。

　出土遺物の年代から、この建物の廃絶時期はＴＫ

10 型式併行期と判断できる。

10 －竪穴 110( 図 44 ～ 48)

　第 10 調査区の東側で検出した竪穴建物である。

平面形状は隅丸正方形を呈する。主軸方位Ｎ -10°-

Ｅ、検出面の標高は 35.8m である。規模は、長辺

約 6.00m、短辺約 5.90m、最深部で約 0.3m を測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構の検出を行い、

カマドと周壁溝、 支柱穴 ( ＳＰ 1 ～４)、ピット ( Ｓ

Ｐ５～７) を確認した。

　埋土はにぶい黄褐シルトで、遺物は須恵器杯蓋

(114・115・116)、土師器甕 (123)、須恵器杯蓋片・

杯身片、土師器高杯片、焼土塊、木片が出土した。

　貼床は地山ブロックを含む褐シルトである。遺

物は貼床直上から須恵器杯身 (117・118・120)・

杯 蓋 (112・113)、 土 師 器 甕 (125 ～ 128)、 台

石 (S11・S12) が、貼床内から須恵器杯身 (119・

121)、須恵器杯蓋片・土師器高杯片が出土した。　

　カマドは、北側中央やや東よりに作り付けられ、

馬蹄形を呈する。カマドの構築材は、灰褐シルトで

ある。カマド中央は掘窪められ、中央に土師器甕

(122) が正位で出土した。底部と正面を欠き、正面

側にくる外面にだけ被熱痕があり、口縁内面に土師

器甕 (127) を上に載せて合致する薄い煤の付着が観

察できる。このことから、(122) はカマドの構築材

として転用されたと考えられる。このほか土師器甕

(124)、須恵器杯身片、土師器精製高杯片、支脚石、

粘土塊が出土した。

　周壁溝はほぼ全面で確認でき、幅約 0.23m、深

さ約 0.09m を測る。埋土は暗褐シルトと褐シルト

である。遺物は出土していない。

　支柱穴は４基確認できた。ＳＰ 1 は不整形で、

長軸約 1.00m、短軸約 0.49m、深さ約 0.46m を測

る。断面形状はＷ字形である。埋土は暗褐シルトと

黒褐シルト、灰黄褐シルト、褐シルトである。平面

形状や断面・底部の形状が不整形であることから、

抜取の可能性が考えられる。ＳＰ２は不整形で、長

軸約 0.72m、短軸約 0.64m、深さ約 0.44m を測

る。断面形状はＵ字形である。柱痕が確認でき、埋

土は柱痕が極暗褐シルト～粘土、掘方が暗褐シルト

と暗褐シルト～粘土である。ＳＰ３は歪な円形を呈

し、直径約 0.50m、深さ約 0.42m を測る。断面形

状は逆台形である。埋土が暗褐シルト、柱痕が暗褐

シルト～粘土、掘方が暗褐シルトと暗褐シルト～粘

土である。ＳＰ４はやや歪な楕円形を呈し、長径約

0.59m、短径約 0.48m、深さ約 0.38m を測る。断

面形状はＵ字形である。埋土は暗褐シルトと暗赤褐

シルトで、堆積状況から抜取の可能性が考えられる。

支柱穴からは、遺物は出土していない。

　出土遺物の年代からＴＫ 10 型式併行期と考えら

れる。

10 －竪穴 201( 図 49 ～ 50)

　第 10 調査区の西側で検出した竪穴建物である。

10- ＳＫ 207 に切られる。平面形状はやや横長の

方形を呈する。主軸方位Ｎ -33.5°- Ｗ、検出面の標

高は 36.25m である。規模は、長辺約 5.40m、短

辺約 4.80m、最深部で約 0.3m を測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構の検出を行い、

カマドと周壁溝、支柱穴 ( ＳＰ２・４・６)、ピッ

ト ( ＳＰ 1・３・５・７) を確認した。このうちＳ

Ｐ 1・２・３・７は掘方まで掘削した段階で検出した。

　埋土は暗褐シルトで、遺物は須恵器杯身 (131・

132)・甕 (134)、土師器甕 (135)・甑 (136・137)、

須恵器杯身片・杯蓋片・高杯片・壺片、土師器甕片・

高杯片が出土した。

　貼床は褐シルトで、遺物は貼床直上から須恵器杯

身 (129・133) が、貼床内から須恵器杯身片・高杯

脚部片が出土した。

　カマドは北側中央に作り付けられ、馬蹄形を呈す

る。カマド構築材は暗褐シルトと褐シルトである。

カマド掘方から須恵器杯身 (130)、須恵器杯身片・

土師器甕片が出土した。

第Ⅲ章　調査の成果



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）

0 1ｍ

（S=1 ／ 40）

x=142412

x=142414

y=
49
80
4y=
49
80
1

T.P.+36.0m
a a’

T.P
.+
36
.0
m

b
b’

…炭・焼土混

0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）

0 2.5cm

（玉類：S=1 ／ 1）

撹乱 耕作土耕作土

コンクリート

SP1

a

b a’

b’

11 3
35

9
7 4414

13

13

1
2

5
9

10

6
6

8
11

14
15

12

1 7.5YR3/3 暗褐　シルト～粘土
2 10YR2/3 黒褐　シルト～粘土
3 7.5YR3/3 暗褐　シルト
4 10YR2/3 黒褐　シルト～粘土…貼床
5 7.5YR3/2 黒褐　シルト　炭化物・焼土含む

6 10YR2/2 黒褐　シルト～粘土　炭化物・焼土多量含む
7 10YR3/4 暗褐　シルト…SP1
8 10YR2/3 黒褐　シルト
9 10YR3/4 暗褐　シルト～粘土…貼床
10 10YR3/3 暗褐　粘土…貼床

11 10YR3/3 暗褐　シルト…カマド構築材
12 10YR3/4 暗褐　シルト
13 10YR3/4 暗褐　極細砂～シルト…ベース
14 10YR3/4 暗褐　極細砂…ベース
15 10YR3/3 暗褐　極細砂～シルト…ベース

81：埋土
82：埋土
S8：埋土

81

82 S8



第Ⅲ章　調査の成果

0 50 ㎝

（S=1 ／ 20）

x=142414

x=142413

y=49802

y=49803

T.P.+36.0m
c c’

T.P.+36.0m
b b’

T.P
.+
36
.0
m

a
a’

…炭・焼土混

a

b

c

a’

b’

c’

1

1

4 4

2

2
6

67

7

8

10

10

9

9

1

5

2
2

3
7

8
9

1 10YR2/3 黒褐　シルト～粘土
2 10YR2/2 黒褐　シルト～粘土　炭化物・焼土多量含む
3 10YR2/3 黒褐　シルト
4 10YR3/4 暗褐　シルト～粘土…貼床
5 10YR3/3 暗褐　粘土…貼床
6 7.5YR3/3 暗褐　シルト～粘土…カマド袖
7 10YR3/3 暗褐　シルト…カマド構築材
8 10YR3/4 暗褐　シルト
9 10YR3/3 暗褐　極細砂～シルト…ベース
10 10YR3/2 黒褐　シルト～粘土…ベース ?



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）

SP73・74

x=142392

x=142384

y=
49
80
8

y=
49
80
4

T.P.+36.1m
a a’

T.P.+35.8m
ｂ b’

0 1ｍ

（S=1 ／ 40）

…炭・焼土混
…炭
…焼土

3-SK23 埋土

1
2

33

8

1

2

3
側溝

S

S S

e’

c

c’

d’

f

f’

e

a

b

a’

b’

SP70

SP71

SP74

SP73

1 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト　しまりあり
　      炭化物含む…SP73
2 10YR3/4 暗褐　シルト　しまりあり　
         炭化物少量含む…SP73
3 10YR3/2 黒褐　シルト　土器片・鉄製品
         …SP74

1 10YR3/2 黒褐　細砂～シルト　4 ㎝大の礫を含む　土器片含む
2 10YR3/2 黒褐　シルト　地山ブロック斑状に 3%　炭化物多量に含む
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        （構築材の崩落土 ?）5%
3 2.5Y6/4 にぶい黄　シルト…カマド壁体
4 7.5YR3/2 黒褐　シルト　炭層（7 ㎜）
        …カマド掻き出し土
5 5YR4/6 赤褐　細砂　焼土粒（1 ～ 2 ㎝ 大）
6 5YR1.7/1 黒　シルト～粘土　しまりなし　
　　 粘質炭層
7 5YR4/6 赤褐　細砂　焼土粒（5 ㎝程）
        多量に含む
8 7.5YR3/4 暗褐　細砂～シルト　
        焼土（～ 1 ㎝）　被熱土器片含む
9 10YR3/2 黒褐　細砂
10 10YR3/3 暗褐　シルト
11 10YR4/2 灰黄褐　細砂…煙道埋土
12 7.5YR3/4 暗褐　シルト…包含層
13 10YR3/3 暗褐　細砂…ベース
14 10YR3/2 黒褐　粗砂…ベース
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0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）

0 5cm

（鉄製品・石器：S=1 ／ 2）

0 2.5cm

（玉類：S=1 ／ 1）

83：床面直上
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85：埋土
86：埋土
87：床面直上
88：床面直上
89：床面直上
90：床面直上
91：埋土
92：床面直上
93：床面直上・周壁溝
94：床面直上
95：床面直上
96：床面直上
97：床面直上
98：床面直上
99：埋土

100：床面直上
101：埋土
102：床面直上
103：床面直上
104：貼床内
105：カマド・周壁溝
106：カマド焚口付近
107：カマド
108：カマド
109：床面直上
110：床面直上
111：床面直上
T3：床面直上
T4：床面直上
S9：埋土
S10：床面直上

109

110

111

T3 T4

S9

S10



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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0 1ｍ

（S=1 ／ 40）

x=14242
4

x=14241
8

y=49811

y=49806

T.P.+36.0m
a a’

T.P.+36.0m
b b’

1 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト
2 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 2%…周壁溝
3 7.5YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 1%…周壁溝
4 7.5YR4/3 褐　シルト　地山ブロック 5%…周壁溝
5 10YR4/4 褐　シルト…周壁溝

6 10YR4/4 褐　シルト　地山ブロック 3%…貼床
7 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 1%
8 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　地山ブロック 3%
9 10YR4/4 褐　シルト　焼土含む　土器含む
10 10YR3/4 暗褐　シルト

11 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　焼土 1%
12 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 3%
13 7.5YR4/3 褐　シルト…遺物包含層
14 10YR4/4 褐　シルト…ベース



　周壁溝は、南縁の一部で確認でき、幅約 0.15m、

深さ約 0.17m、埋土は黒褐シルトである。遺物は

出土していない。

　支柱穴は３基確認できた。ＳＰ２は円形を呈し、

直径約 0.18m、深さ約 0.24m を測る。断面形状は

逆台形である。埋土は褐砂礫混じりシルトである。

ＳＰ４はやや歪な円形を呈し、長径約 0.55m、短

径約 0.52m、深さ約 0.30m を測る。断面形状は

Ｕ字形である。埋土は褐シルトと暗褐シルトであ

る。ＳＰ６は円形を呈し、直径約 0.36m、深さ約

0.13m を測る。断面形状は逆台形である。埋土は

褐シルトである。支柱穴から遺物は出土していない。

　出土遺物の年代から、ＴＫ 10 型式併行期と判断

できる。

4 －竪穴 20( 図 51 ～ 52)

　第４調査区中央で検出した竪穴建物である。4-

竪穴 18 に切られるため、平面形状は不明である。

主軸方位Ｎ -35°- Ｗを仮定した。検出面の標高は

36.2m である。推定規模は長辺約 5.6m、短辺約

5.0m で、最深部は 0.3m を測る。

　検出段階では、竪穴プランを正確に検出できず、

カマドをＳＰ 67 として掘削した。調査終了後、他

の竪穴建物やピット等の配置、遺物の出土状況から

推定プランを復元した。

　カマドは、カマドの袖部分を確認できなかったた

め、全体の形状は不明であるが、カマド中央部を掘

り込む構造であったと推定できる。遺物は須恵器杯

蓋 (138)、土師器鉢 (148)、 須恵器杯身片、土師器

甕体部片・鉢片が出土した。このうち土師器甕の体

部片は支脚として利用されていたと考えられる。

　支柱穴は、２基が推定可能である。ＳＰ 14 は

やや歪な平面形状を呈し、直径約 0.98m、深さ約

0.38m を測る。断面形状は逆台形に柱痕の段落ち

である。埋土は暗褐細砂～シルトと極暗褐細砂～シ

ルトである。ＳＰ 71 は楕円形を呈し、長径約 0.99

ｍ、短径約 0.69 ｍ、深さ約 0.15m を測る。断面形

状は逆台形である。埋土は黒褐細砂～シルトである。

遺物は須恵器杯蓋 (142)・台付壺の脚部 (145) が出

土した。
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SP7

SP4

SP2

SP3

SP6

SP1SP1

SP3

1 7.5YR3/3 暗褐　シルト　にぶい黄褐色シルト塊 2%
2 10YR3/4 暗褐　シルト　にぶい黄褐色シルト塊含む
3 10YR3/4 暗褐　シルト　にぶい黄褐色シルト塊 2%
4 7.5YR3/4 暗褐　シルト
5 7.5YR3/2 黒褐　シルト　にぶい黄褐色シルト塊 2%
6 10YR4/4 褐　シルト…ベース

1 10YR3/2 黒褐　シルト
2 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 3%
3 10YR3/2 黒褐　シルト　暗灰黄色シルト塊 1%
4 10YR2/3 黒褐　シルト
5 10YR4/2 灰黄褐　シルト　暗灰黄色シルト塊 3%
6 10YR4/6 褐　シルト　地山ブロック 3%
7 7.5YR3/3 暗褐　シルト
8 7.5YR4/3 褐　シルト　暗灰黄色シルト塊 5%…貼床
9 10YR4/6 褐　シルト…ベース

1 7.5YR2/3 極暗褐　シルト～粘土
2 10YR3/3 暗褐　シルト
3 10YR3/4 暗褐　シルト～粘土
4 10YR3/3 暗褐　シルト

1 7.5YR3/4 暗褐　シルト
2 7.5YR3/3 暗褐　シルト～粘土
3 10YR3/4 暗褐　シルト～粘土
4 7.5YR3/3 暗褐　シルト
5 10YR3/4 暗褐　極細砂～シルト

1 10YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック 2%
2 10YR3/3 暗褐　シルト
3 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト…ベース

1 7.5YR3/4 暗褐　シルト　10YR4/4 褐色シルト塊 2%
2 5YR3/3 暗赤褐　シルト　地山ブロック 1%
3 7.5YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 3%
4 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 3%
5 10YR3/4 暗褐　シルト…ベース

1 10YR3/4 暗褐　シルト　焼土 1%
2 10YR3/3 暗褐　シルト…ベース
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1 10YR4/2 灰黄褐　シルト
2 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　炭化物・焼土塊 10%
3 7.5YR4/3 褐　シルト　焼土塊 10%
4 7.5YR5/6 明褐　シルト
5 7.5YR4/2 灰褐　シルト
6 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　炭化物・焼土 2%
7 10YR3/2 黒褐　シルト　炭化物・焼土 10%
8 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 2%…貼床
9 10YR3/3 暗褐　シルト…貼床
10 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト
11 10YR4/2 灰黄褐　シルト…ベース
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萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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　ＳＰ 72 はやや歪な円形を呈し、直径約 0.66 ｍ、

深さ約 0.32 ｍを測る。断面形状は不整形である。

埋土は黒褐細砂～シルトである。ＳＰ 70 は、4- 竪

穴 18 に切られるため、全体の形状は不明であるが、

長径約 0.76 ｍ、短径約 0.67 ｍ、深さ約 0.24m を

測る。断面形状は不整形である。埋土は黒褐シルト

である。遺物は上面から土師器甑 (149) が出土した。

　遺物は埋土から須恵器杯身片・杯蓋片が、床面直

上から須恵器杯蓋 (139・141)・杯身 (143)、土師

器杯 (146・147) が出土した。

　出土遺物の年代からＴＫ 10 型式併行期と判断で

きる。

6・23 －竪穴 9( 図 53 ～ 54)

　第６調査区の南東で検出した竪穴建物である。平

面形状はやや縦長の方形を呈する。６- 竪穴８を切

る。主軸方位Ｎ -5.5°- Ｅ、検出面の標高は 36.4m

である。規模は、長辺約 4.66m、短辺約 4.40m、

深さ約 0.14m を測る。

　竪穴建物北側では、埋土の掘削後、貼床面直上で

遺構の検出を行い、カマドと支柱穴 (23- ＳＰ３・４、

６- ＳＰ 42・43)、ピットを検出した。竪穴建物の

南側は、埋土の掘削後すぐに礫層が露出し、貼床面

を確認することができなかった。後述する地震痕跡

の影響と考えられる。

　埋土は暗褐シルトで、遺物は須恵器杯身 (153)・

杯蓋 (151・152)、須恵器高杯片、土師器甑片が出

土している。

　貼床は黒褐シルトである。

　カマドは竪穴建物北側中央に作り付けられ、馬蹄

形を呈する。中央部を掘窪め、石製の支脚を据える。

カマド袖の構築材は褐細砂～シルトと暗褐細砂～シ

ルトで、内側は被熱による赤色化が確認できた。カ

マド埋土の３・４層は、赤・黄色粘土塊が散在状に

認められる。カマドの上部構築材の崩落によるもの

と考えられる。カマド内部から須恵器杯蓋 (150) が

出土している。

　支柱穴は４基確認できた。6- ＳＰ 42 は円形を呈

し、直径約 0.30 ｍ、深さ約 0.18m を測る。断面形

状は逆台形である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が

暗褐シルト、掘方が極暗褐シルトである。6- ＳＰ

43 は円形を呈し、直径約 0.54 ｍ、深さ約 0.16m

を測る。断面形状は逆台形である。埋土は灰黄褐シ

ルトである。23- ＳＰ３は、楕円形を呈し、直径約

0.50 ｍ、深さ約 0.17 ｍを測る。断面形状は逆台形

である。埋土は灰黄褐シルトである。23- ＳＰ４は、

円形を呈し、直径約 0.28 ｍ、深さ約 0.23 ｍを測る。

断面形状は逆台形で段落ちである。埋土は黒褐シル

トである。

　出土遺物の年代から、ＴＫ 10 型式併行期と判断

できる。

7・24 －竪穴 7・６－竪穴４( 図 55 ～ 56)

　第７・６・24 調査区の中央で検出した竪穴建物

である。平面形状はやや縦長の隅丸方形で、6- Ｓ

Ｋ６を切り、6- ＳＫ５・16 に切られる。主軸方

位Ｎ -16.5°- Ｗ、検出面の標高は 36.2m である。

規 模 は、 長 辺 約 4.98m、 短 辺 約 4.75m、 深 さ 約

0.14m を測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構の検出を行い、

カマドと周壁溝、支柱穴 (24- ＳＰ１・３・6、７-

ＳＰ３)、ピットを検出した。

　埋土は暗褐細砂～シルトと暗褐砂礫混じりシル

トである。遺物は須恵器杯蓋 (154)・杯身 (155・

156・157) 、須恵器杯身片・杯蓋片・高杯片、土

師器甑把手が出土した。

　貼床はにぶい黄細砂～シルトで、床面直上で炭化

物と土師器片が多量に散らばっていた。遺物はカマ

ド焚口付近に土師器甕 (158・159・160) がまとま

って出土した。

　カマドは、竪穴建物北側中央に作り付けられ、カ

マド内部は掘窪められている。西側の袖は一部崩れ

ているため、全体の形状は不明であるが、焚口部分

が外に広がる形状を呈する。カマド構築材は、褐細

砂～シルトとにぶい黄褐細砂～シルトである。遺物

は須恵器杯身片が出土した。

　周壁溝は一部で確認でき、幅約 0.14 ｍ、深さ約

0.03 ｍを測る。埋土は黒褐細砂～シルトである。

　支柱穴は４基確認できた。７- ＳＰ３は円形を呈

し、直径約 0.31 ｍ、深さ約 0.12 ｍを測る。断面

形状は逆台形に段落ちである。埋土は暗褐粗砂混じ

りシルトである。24- ＳＰ６は円形を呈し、直径約

0.29 ｍ、深さ約 0.15 ｍを測る。断面形状は逆台形

である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が暗灰黄シル

ト、掘方が黄灰シルトである。24- ＳＰ 3 は円形を

呈し、直径約 0.43 ｍ、深さ約 0.26 ｍを測る。断

面形状は「へ」字形である。柱痕が確認でき、埋土

は柱痕が暗灰黄シルト、掘方がにぶい黄シルトであ

第Ⅲ章　調査の成果
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1 10YR3/3 褐　極細砂～シルト　焼土多量含む
2 10YR3/4 暗褐　シルト
3 10YR3/3 暗褐　シルト　砂少量含む
4 10YR2/3 黒褐　シルト
5 10YR4/4 褐　シルト…貼床

6 10YR3/4 暗褐　シルト
7 10YR4/6 褐　シルト　土器片含む
8 10YR5/4 にぶい黄褐　極細砂～シルト
9 10YR4/4 褐　極細砂…ベース

1   10YR6/4 にぶい黄橙シルト
　  黒色粘質土・ 白色粗砂混じ
     りシルト・黄色シルト　     
     やや粘質含む

1  10YR4/4 褐　砂礫混じ
    りシルト
2  10YR5/4 にぶい黄褐　  
     砂礫混じりシルト　
     やや粘質

1 7.5YR3/4 暗褐　シルト～粘土
2 10YR4/6 褐　シルト

1 10YR4/6 褐　シルト
2 10YR3/4 暗褐　シルト
3 10YR4/4 褐　極細砂～シルト

1 5YR3/3 暗赤褐　シルト
2 7.5YR4/4 褐　極細砂～
         シルト…ベース

4 10YR4/6 褐　シルト
5 10YR4/4 褐　シルト

1 7.5YR4/4 褐　細砂～シルト
2 10YR4/4 褐　細砂



第Ⅲ章　調査の成果

0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）

129・133：床面直上
130：カマド掘方
131・132・134 ～ 137：埋土
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1 10YR3/4 暗褐　シルト
2 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト
3 10YR4/4 褐　シルト
4 10YR4/6 褐　シルト～粘土　炭化物・焼土多量含む
5 10YR3/4 暗褐　シルト…カマド袖
6 7.5YR4/4 褐　シルト

7 7.5YR4/4 褐　シルト…カマド袖
8 10YR5/3 にぶい黄褐　シルト
9 10YR5/4 にぶい黄褐　シルト
10 10YR4/6 褐　シルト
11 10YR4/4 褐　シルト　土器片多量含む
12 10YR3/4 暗褐　極細砂～シルト



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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4- 竪穴 18

SP67( カマド ) 土器出土状況

1 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト　地山ブロック 1%　
         炭化物少量含む…埋土
2 10YR3/2 黒褐　細砂～シルト　地山ブロック 2%　
         径 1 ～ 3 ㎝大の礫多量含む…4-SP71
3 10YR2/3 黒褐　細砂～シルト　しまりあり…貼床か ?
4 10YR3/4 暗褐　シルト…ベース

1 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト
2 10YR3/4 暗褐　シルト
3 10YR3/4 暗褐　シルト

1 10YR2/3 黒褐　シルト　黄色ブロック 1%　炭化物少量含む
2 10YR5/3 にぶい黄褐　シルト…貼床

1 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト　径 5 ㎝大の焼土塊 7%
2 7.5YR4/6 褐　シルト　焼土塊多量含む
3 10YR3/3 暗褐　シルト　しまりあり　炭化物含む　焼土塊少量含む
4 10YR2/3 黒褐　シルト　細礫多量含む
5 10YR2/3 黒褐　シルト　細礫多量含む
6 10YR3/4 暗褐　シルト　細礫多量含む…ベース

1 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト
2 7.5YR2/3 極暗褐　細砂～シルト
3 7.5YR3/4 暗褐　細砂～シルト

1 10YR3/2 黒褐　細砂～シルト　小礫・中礫含む



第Ⅲ章　調査の成果

0 1ｍ

（平面図：S=1 ／ 60）
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4- 竪穴 18

138：カマド
139：床面直上
140：埋土
141：埋土
142：SP71
143：床面直上
144：埋土
145：床面直上
146：床面直上
147：床面直上
148：カマド
149：SP70
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萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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1 10YR3/4 暗褐　シルト
2 7.5YR2/3 極暗褐　シルト　径 1 ～ 3 ㎝大の礫含む
3 10YR2/3 黒褐　粘土～シルト　径 1 ～ 3 ㎝大の礫含む

1 10YR3/4 暗褐　細砂　密　黄色土ブロック 4%
2 7.5YR3/4 暗褐　細砂
3 5YR4/6 赤褐　細砂　焼土粒斑状に含む
4 5YR3/2 暗赤褐　シルト　径 0.5 ～ 1 ㎝大の炭化物粒を斑状に含む
5 10YR3/3 暗褐　シルト
6 10YR2/2 黒褐　シルト

7 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト　径 1 ～ 2 ㎝程度の黄色土ブロック含む
8 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト
9 7.5YR3/4 暗褐　極細砂
10 10YR3/4 暗褐　シルト…ベース
11 10YR2/3 黒褐　シルト　径 5 ～ 15 ㎝大の礫含む…ベース

1 10YR4/2 灰黄褐　シルト 1 10YR2/3 黒褐　シルト　
         径 2 ～ 3 ㎝大の礫含む



第Ⅲ章　調査の成果
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（S=1 ／ 20）
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1 10YR3/4 暗褐　細砂　密　黄色土ブロック 4%
2 7.5YR3/4 暗褐　細砂
3 5YR4/6 赤褐　細砂　焼土粒斑状に含む
4 10YR3/3 暗褐　シルト　径 0.5 ～ 1 ㎝大の炭化物粒を斑状に含む
5 7.5YR4/3 褐　細砂～シルト　内側は被熱により赤色化
6 7.5YR3/3 暗褐　細砂～シルト　内側は被熱により赤色化

7 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト　径 1 ～ 2 ㎝程度の黄色土ブロック含む
8 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト
9 7.5YR3/4 暗褐　極細砂
10 10YR3/4 暗褐　シルト…ベース
11 7.5YR3/4 暗褐　細砂…ベース

150：カマド焼土・炭層
151 ～ 153：埋土

0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）

150 151 152 153



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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1 10YR3/4 暗褐　粗砂混じりシルト
2 10YR4/4 褐　細砂…ベース

1 2.5Y7/1 灰白　細砂～シルト
2 2.5Y4/1 黄灰　シルト

1 2.5Y5/2 暗灰黄　シルト
2 2.5Y6/3 にぶい黄　シルト　地山ブロック含む

1 2.5Y4/2 暗灰黄　シルト
2 2.5Y4/1 黄灰　シルト　地山ブロック含む

1 7.5YR3/4 暗褐　細砂～シルト
2 10YR3/3 暗褐　砂礫混じりシルト　粘土ブロック含む
3 2.5Y3/1 黒褐　細砂～シルト…周壁溝

4 2.5Y6/3 にぶい黄　細砂～シルト　地山ブロック含む…貼床
5 10YR4/2 灰黄褐　シルト　粘土ブロック含む



第Ⅲ章　調査の成果
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1 10YR3/4 暗褐　シルト混じり粘質土
2 10YR3/3 暗褐　粗砂混じりシルト　やや粘質
　     炭化物含む
3 7.5YR4/4 褐　細砂～シルト
4 10YR5/4 にぶい黄褐　細砂～シルト
5 10YR4/3 にぶい黄褐　粗砂混じりシルト
6 10YR4/4 褐　細砂～シルト

7 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト
8 7.5YR4/4 褐　細砂～シルト　やや粘質…貼床
9 7.5YR4/3 褐　細砂～シルト　やや粘質　炭化物含む 
        …貼床
10 10YR5/6 黄褐　細砂
11 10YR4/4 褐　細砂…ベース

154 ～ 157： 埋土
158 ～ 160： 床面直上
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土器出土状況
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る。24- ＳＰ 1 は円形を呈し、直径約 0.29 ｍ、深

さ約 0.18 ｍを測る。断面形状は逆台形である。柱

痕が確認でき、埋土は柱痕が灰白細砂～シルト、掘

方が黄灰シルトである。支柱穴から遺物は出土して

いない。

　出土遺物の年代から、ＴＫ 10 ～ＭＴ 85 型式併

行期と判断できる。

21－竪穴 20・4－竪穴 54・3－竪穴 34( 図 57 ～

58)

　第 21・４・３調査区北側で検出した竪穴建物で

ある。第４調査区では竪穴建物の西半を検出できな

かったが、平面形状は方形を呈すると想定できる。

４- 掘立 1に切られる。主軸方位Ｎ -14°- Ｗ、検出

面の標高は 36.0mである。規模は、長辺約 4.25m、

短辺約 3.6m以上、最深部で約 0.3mを測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構の検出を行い、

カマドと周壁溝、支柱穴 (21- ＳＰ 1・２、4- ＳＰ

56) を検出した。

　埋土は黒褐細礫混じりシルトで、遺物は須恵器杯

蓋 (161)、須恵器杯蓋片・杯身片・高杯片、土師器

甕片、鉄滓、粘土塊が出土した。

　貼床は地山ブロック土を含む暗褐細砂～シルト

で、貼床直上には一部に焼土が認められた。遺物は

出土していない。

　カマドは竪穴建物北側中央に作り付けられてい

る。カマド西側袖の残存状態が悪いため、全体の形

状は不明である。カマド袖の構築材は黒褐細砂～シ

ルトで、袖の内側は被熱する。カマド中央を掘窪め、

黒褐シルトを貼り、その上に土師器甕の体部を支脚

として設置する。

　周壁溝は北東隅と南縁部分で確認でき、幅約

0.06 ｍ、深さ約 0.04mを測る。埋土は暗褐シルト

である。

　支柱穴は３基確認でき、南西側のピットは、４-

掘立 1に切られる。21- ＳＰ 1は円形を呈し、直径

約 0.57 ｍ、深さ約 0.13mを測る。断面形状は逆台

形である。埋土は暗褐細砂～シルトである。21- Ｓ

Ｐ 2 は一部を撹乱に切られるため、全体の形状は

不明である。推定径約 0.58 ｍ、深さ約 0.22mを測

る。断面形状は椀形に段落ちである。埋土は上層が

極暗褐細砂混じり粘質シルト、中層が暗褐細砂混じ

り粘土、下層が暗褐細砂混じり粘土である。4- Ｓ

Ｐ 56 は不整形な形状を呈し、長径約 0.68 ｍ、短

径約0.38ｍ、深さ約0.22mを測る。断面形状は「へ」

字形である。埋土は黒褐シルトである。

出土遺物の年代から、ＴＫ 10 ～ＭＴ 85 型式併

行期と判断できる。

4－竪穴 99・22 －竪穴 7・5 －竪穴 30( 図 59 ～

61)

　第４・５・22 調査区中央で検出した竪穴建物で

ある。平面形状は横長の隅丸方形を呈する。主軸

方位Ｎ -12.5°- Ｗ、検出面の標高は 36.1mである。

規模は、長辺約 5.90m、短辺約 5.00m、深さは最

深部で約 0.2mを測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構の検出を行い、

カマドと周壁溝、支柱穴 ( ５- ＳＰ 1・２、22- ＳＰ 1・

２)、ピット (22- ＳＰ３) を検出した。

埋土は地山ブロック土を含む暗褐シルトで、遺

物は須恵器杯蓋 (162)、須恵器杯蓋片・杯身片、土

師器甕片・壺片、製塩土器片、粘土塊が出土した。

貼床は地山ブロック土を含む暗褐細砂～シルト

と暗褐シルトで、貼床直上には一部に焼土が確認で

きた。遺物は貼床直上で臼玉 (S13) が出土した。

　カマドは竪穴建物北側中央やや西寄りに作り付け

られ、中央部を掘窪め、土師器甕 (163) を支脚とし

て据える。平面形は馬蹄形を呈し、煙道が確認でき

る。カマド袖は、灰黄シルトで構築する。カマド内

上部の堆積は、カマド天井部からの崩落土と考えら

れる。

　周壁溝は一部で確認でき、幅約 0.29 ～ 0.07 ｍ、

深さ約 0.06m を測る。埋土は地山ブロック土を含

む灰黄褐シルトと暗褐シルトである。

　支柱穴は４基確認できた。22- ＳＰ 1は円形を呈

し、直径 0.46 ｍ、深さ約 0.36mを測る。断面形状

は逆台形に柱痕の段落ちである。埋土が褐シルト、

柱痕が暗褐粘質シルトである。22- ＳＰ 2は楕円形

を呈し、長径約 0.59 ｍ、短径約 0.47 ｍ、深さ約

0.39m を測る。断面形状はＵ字形である。埋土は

暗褐シルトである。５- ＳＰ 1は不整形な円形を呈

し、直径約 0.59 ｍ、深さ約 0.30mを測る。断面形

状は椀形である。埋土は灰黄褐シルトと褐灰シルト

である。５- ＳＰ 2は円形を呈し、直径約 0.73 ｍ、

深さ約 0.33m を測る。断面形状は逆台形である。

埋土は暗赤褐シルトと褐シルト、暗褐シルトである。

　22- ＳＰ３は円形を呈し、直径約 0.48 ｍ、深さ

約 0.23 ｍを測る。断面形状は椀形である。埋土は

萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）



にぶい黄褐シルトと褐細砂～シルト、暗褐シルトで

ある。

　竪穴建物内から出土炭化物の樹種同定と AMS 分

析を実施した。樹種同定の結果は、コナラ属コナラ

亜属クヌギ節であった。AMS 分析の結果は補正年

代で、cal AD342-443 であった。

　出土遺物の年代から、ＴＫ 10 型式併行期と判断

できる。

10 －竪穴 310( 図 62 ～ 63)

　第 10 調査区の西側で検出した竪穴建物である。

10- 竪穴 301 に切られる。平面形状は隅丸方形と

想定できる。主軸方位Ｎ -41°- Ｗ、検出面の標高

は 36.0 ～ 35.9m である。規模は、長辺約 4.20m、

短辺約 3.70m、深さは最深部で約 0.25m を測る。

調査時に竪穴建物南側を 10- ＳＸ 2 として掘削し

ていたところ、埋土の掘削過程でカマドを確認した。

竪穴建物南側は、礫層が広く認められ、貼床面の検

出ができなかった。後述する地震の影響で、建物周

辺の地層に乱れが生じたことから、平面プランや貼

床面の検出ができなかったと考えられる。

　埋土は灰黄褐シルトで、遺物は須恵器杯身片・杯

蓋片・ 片が出土した。また 10- ＳＸ２からは須恵

器蓋 (167)・壺 (168)、土師器壺 (166) が出土した。

貼床面は竪穴建物北側の一部で確認でき、埋土

は暗褐シルトである。

　カマドは、竪穴建物北側中央に作り付けられ、中

央部を掘窪める。カマド袖は褐シルトで構築される。

カマド内部には土師器甑 (164・165) が出土してい

る。口縁部を下に底部が残存した状態で確認できた

ことから、カマド上部からの転落の可能性が想定で

きる。

　出土遺物の年代から、ＭＴ 15 ～ＴＫ 10 型式併

行期と判断できる。

3 －竪穴 108( 図 64 ～ 67)

　第３調査区南側で検出した竪穴建物である。3-

ＳＤ 1 と撹乱に切られるが平面形状は方形を呈す

ると考えられる。主軸方位Ｎ -57°- Ｗ、検出面の

標高は 36.2m である。規模は、長辺約 4.20m、短

辺 4.0m 以上、深さは最深部で約 0.35m を測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構の検出を行い、

カマドと周壁溝、支柱穴 ( ＳＰ 112・114・124)、

ピット ( ＳＰ 113) を検出した。

　埋土は暗褐細砂～シルトで、遺物は須恵器杯身

(177)・ 杯 蓋 (176)・ 高 杯 (178)、 鉄 製 刀 子 (T6)、

須恵器杯身片・杯蓋片、土師器甑片・高杯片・製塩

土器片が出土した。

　貼床は、地山ブロック土を多量に含む暗褐細砂～

シルトで、貼床面直上から須恵器杯身 (170・174)、

製塩土器 (184)、臼玉 (S14) が出土した。貼床内か

ら土師器甕 (182・183) が出土した。

　カマドは、竪穴建物西側中央に作り付けられ、中

央部を掘窪める。形状は馬蹄形を呈する。カマド袖

は黒褐細砂～シルトで構築され、内面には被熱によ

る赤色化が認められる。カマド内部には支脚として

土師器甕 (179) が据えられていた。カマド内からは

須恵器杯身 (175)、土師器甕 (181) が出土しており、

カマド上部からの転落の可能性が考えられる。ま

たカマド焚口付近で須恵器杯身 (171・172・173)、

土師器甕 (180)、石棒 (S15) が出土した。

　周壁溝はカマド周辺を除いて確認でき、幅約

0.25 ｍ、深さ約 0.11m を測る。埋土は暗褐細砂～

シルトである。遺物は須恵器杯身片・甕片が出土し

た。

　支柱穴は撹乱に切られる南東側を除いて３基確認

できた。ＳＰ 112 はやや不整形な円形を呈し、直

径約 0.61 ｍ、深さ約 0.22m を測る。断面形状は

椀形である。埋土は暗褐細砂である。遺物は土師

器甕片が出土した。ＳＰ 114 は円形を呈し、直径

約 0.67 ｍ、深さ約 0.41m を測る。断面形状はＵ字

形である。柱痕が確認でき、柱痕が黒褐シルト、掘

方が暗褐細砂～シルトである。遺物は須恵器杯蓋

(169) が出土している。ＳＰ 124 は不整形な形状

で、最大長約 0.67 ｍ、最大幅約 0.30 ｍ、深さ約

0.41m を測る。断面形状は逆台形に柱痕の段落ち

である。柱痕が確認でき、柱痕が黒褐シルト、掘方

が暗褐シルトである。

　ＳＰ 113 はＳＰ 114 に切られるため、全体の形

状は不明である。幅約 0.46 ｍ、深さ約 0.09 ｍを

測る。断面形状は浅い皿状に柱痕の段落ちである。

柱痕が確認でき、埋土は柱痕が褐シルト、掘方が暗

褐細砂～シルトである。

　出土遺物の年代から、ＴＫ 10 ～ＭＴ 85 型式併

行期と判断できる。

第Ⅲ章　調査の成果



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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2 7.5YR2/3 極暗褐　細砂混じり粘質シルト
3 7.5YR3/3 暗褐　細砂混じり粘土
4 7.5YR3/3 暗褐　細砂混じり粘土

1 2.5Y4/1 黄灰　粘質土　粘土ブロック含む
2 2.5Y4/2 暗灰黄　粘質土　粘土ブロック含む
3 2.5Y5/2 暗灰黄　シルト

3 10YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック 3%　炭化物・焼土含む　土器片含む
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6 7.5YR3/2 黒褐　シルト
7 10YR3/3 暗褐　シルト　炭化物含む　土器片含む
8 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト　地山ブロック 10%
9 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂…ベース



第Ⅲ章　調査の成果

0 50 ㎝

（S=1 ／ 20）

T.P
.+
36
.1
m

a
a’

T.P.+36.1m
c c’

x=
14
24
06

y=49800

y=49799

T.P.+36.1m
b b’

…炭・焼土混
…炭
…焼土

7
2

1
8

9

4
5

10

11

3

6

2

5
4

3

a

b
c

a’

b’

c’

12

1 10YR3/2 黒褐　細礫混じりシルト
2 10YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック 3%　炭化物・焼土含む　土器片含む
3 7.5YR2/2 黒褐　粘質シルト　炭化物・焼土多量含む…炭層
4 7.5YR3/3 暗褐　シルト　炭化物・焼土含む
5 7.5YR3/2 黒褐　シルト
6 5YR4/4 にぶい赤褐　細砂～シルト　被熱
7 7.5YR3/2 黒褐　細砂～シルト　炭化物・焼土含む
8 7.5YR3/3 暗褐　シルト
9 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト…貼床
10 7.5YR3/3 暗褐　細砂～シルト
11 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト
12 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト　地山ブロック 10％

161：埋土　0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）

161



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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4 －竪穴 30・22－竪穴 6( 図 68 ～ 70)

　第４・22調査区中央で検出した竪穴建物である。

主軸方位Ｎ -6°- Ｗ、検出面の標高は 36.3mである。

平面形状は方形を呈する。規模は、長辺約 5.50m、

短辺約 4.50m、深さは最深部で 0.3mを測る。

調査は埋土掘削の後、貼床面直上で遺構検出を

行い、カマドと支柱穴 (4- ＳＰ 58・73・74、22-

ＳＰ 1)、ピット (22- ＳＰ２) を検出した。

　埋土は黒シルトとにぶい黄褐粗砂混じり細砂～

シルトである。遺物は須恵器杯蓋 (187・188・

189)・高杯 (192)、砥石 (S16)、不定形鉄片 (T7)、

サヌカイト製剝片 (S17)、須恵器杯身片・杯蓋片・

高杯片・甕片・壺片・ 片、土師器甑片・甕片・高

杯片、サヌカイトチップが出土した。土師器高杯

(194) は、遺存状況が良く建物検出中に出土した。

　貼床は地山ブロック土を含む暗灰黄細砂～シル

トである。遺物は床面直上から須恵器杯蓋 (185・

186)・杯身 (190)・高杯蓋 (191)・甕 (193) が出土

した。

　カマドは竪穴建物北側やや西寄りに作り付けられ

る。カマド構築材はカマド袖がオリーブ褐シルト、

カマド底部が褐シルトである。カマド内部では、焼

土を多量に含む堆積が確認できた。カマド上部構造

の崩落土と考えられる。焼土層の下層には炭化物層

が確認できたことから、カマドの機能面と考えられ

る。遺物は土師器甕 (195) が出土した。

　支柱穴は４基確認できた。22- ＳＰ 1は、円形を

呈し、直径約 0.42 ｍ、深さ約 0.32mを測る。断面

形状はＵ字形である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕

が暗褐細砂混じり粘質土、掘方が褐粘土混じり極細

砂である。４- ＳＰ 58 は円形を呈し、直径約 0.78

ｍ、深さ約 0.43m を測る。断面形状は不整形であ

る。埋土は上層が黒褐シルト、下層が黒褐粘土～シ

ルトである。4- ＳＰ 73は歪な円形を呈し、直径約

0.37、深さ約 0.55m を測る。断面形状はＶ字形で

ある。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が暗褐粘土～シ

ルト、掘方が褐シルトである。4- ＳＰ 74は円形を

呈し、直径約 0.47m、深さ約 0.49m を測る。断面

形状はＵ字形である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕

が黒褐シルト、掘方が暗褐シルトである。

　22- ＳＰ２は楕円形を呈し、長径約 0.52 ｍ、短

径約 0.36 ｍ、深さ約 0.18mを測る。断面形状は逆

台形である。埋土は上層が暗褐粗砂混じり細砂～シ

ルト、下層が暗褐粗砂～シルトである。

出土遺物の年代からＴＫ 10型式併行期と判断で

きる。

21 －竪穴 18・３－竪穴 35・４－竪穴 18( 図 71

～ 73)

　第 21・３・４調査区中央で検出した竪穴建物で

ある。平面形状は横長の隅丸方形を呈する。主軸方

位Ｎ-1°-Ｅ、検出面の標高は36.2mである。規模は、

長辺約 5.80m、短辺約 4.50m、最深部で約 0.2m

を測る。

　調査範囲が３調査区に渡ったため、第３調査区、

第４調査区、第 21調査区の順に調査を実施し、最

終的に竪穴建物として認識できたのは、第 21調査

区でカマドを検出した時である。竪穴建物を含む周

辺で礫の盛り上がりが確認でき、後述する地震痕跡

の可能性が考えられる。カマドと周壁溝、支柱穴

(21- ＳＰ 1・２、３- ＳＰ 44・80)、ピット ( ３- Ｓ

Ｐ 81) を検出した。

埋土は、暗褐細礫混じりシルトで、遺物は須恵

器杯身 (198・199)・杯蓋 (196・197)、土師器椀

(200)・甕 (201)・甑把手 (202・203)、鉄釘 (T9)、

須恵器杯身片・杯蓋片・高杯片・高杯蓋片・台付鉢

片？・壺片、土師器甑片・甕片、製塩土器片、サヌ

カイト剝片が出土した。

　貼床は、黒褐細砂～シルトで、床面から棒状鉄片

(T8)、砂岩製の台石 (S19) が出土している。

　カマドは、竪穴建物北側東寄りに作り付けられ、

煙道が延びる。撹乱により、東袖は確認できなかっ

たが、円形を呈すると考えられる。カマド構築材は

褐細礫混じりシルトで、袖の内面から底面にかけて

被熱の痕跡が認められる。煙道基部から臼玉 (S18)

が出土した。

　周壁溝は、幅約 0.19 ｍ、深さ約 0.07 ｍを測る。

　支柱穴は４基確認でき、21- ＳＰ 1は不整形な円

形を呈し、直径約 0.5 ｍ、深さ約 0.43 ｍを測る。

断面形状はＵ字形である。埋土が暗褐シルト、柱痕

が地山ブロック土を含む暗褐シルト、掘方が黒褐細

砂～シルトである。21- ＳＰ２は円形を呈し、直径

約 0.51 ｍ、深さ約 0.51 メートルを測る。断面形

状はＵ字形である。埋土は柱痕が暗褐シルト、掘方

が暗褐細砂～シルトと黒褐粘質シルトである。３-

ＳＰ 80は円形を呈し、直径約 0.31 ｍ、深さ約 0.21

ｍを測る。断面形状はＵ字形である。埋土は暗褐粘

土～シルトと黒褐粘土～シルトである。３-ＳＰ 44

第Ⅲ章　調査の成果
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は円形を呈し、直径約 0.22 ｍ、深さ約 0.1 ｍを測る。

断面形状は逆台形である。埋土は黒褐シルトである。

3- ＳＰ 81 は円形を呈し、直径約 0.56 ｍ、深さ

約 0.15 ｍを測る。断面形状は不整形である。埋土

は極暗褐シルト～粘土である。

出土遺物の年代から、ＭＴ 85 ～ＴＫ 43 型式併

行期と判断できる。

23 －竪穴 5( 図 74)

　第 23 調査区北側で検出した竪穴建物である。5-

竪穴 1 に切られ、調査区外に広がるため、全体の

形状は不明である。南西隅の一部を検出し、主軸

方位Ｎ -15°- Ｗ、検出面の標高は 36.05m である。

規模は、長辺約 2.7m 以上、短辺約 1.6m 以上、最

深部で約 0.1m を測る。

　調査は埋土の掘削後、貼床面直上で遺構検出を行

い、周壁溝と支柱穴 (23- ＳＰ 1)、ピット (5- ＳＰ

51) を検出した。

埋土はオリーブ褐細砂～シルトである。遺物は

土師器甑片が出土した。　

貼床は黄褐細砂～シルトで、貼床面直上から土

師器甑 (205) が出土した。

周壁溝は西縁部で確認でき、幅約 0.07 ｍ、深さ

約 0.06m を測る。埋土は暗オリーブ褐細砂～シル

トである。

支柱穴は南西側の 1 基が確認できた。ＳＰ 1 は

楕円形を呈し、長径約 0.47 ｍ、短径約 0.4 ｍ、深

さ約 0.22m を測る。断面形状はＵ字形である。埋

土は上層が黄褐シルト、下層が暗オリーブ褐シルト

である。

ＳＰ５1 は、撹乱に切られるため、全体の形状は

不明である。残存長約 0.66 ｍ、深さ約 0.25m を測

る。断面形状は逆台形に段落ちである。柱痕が確認

でき、埋土は柱痕が暗褐シルト、掘方が炭化物を含

む暗褐シルトと黒褐シルトである。遺物は土師器甕

(204) が出土した。

出土遺物の年代から、古墳時代後期前葉として

おく。

5 －竪穴 1・23 －竪穴 10( 図 75 ～ 76)

　第５・23 調査区北側で検出した竪穴建物であ

る。平面形状は横長の隅丸方形を呈する。主軸方位

Ｎ-15°-Ｗ、検出面の標高は36.05mである。規模は、

長辺約 4.70m、短辺約 3.90m、最深部で約 0.26m

を測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構の検出を行い、

カマドと支柱穴を検出した。周壁溝は確認できな

かった。

　埋土は炭化物を含む暗褐細砂である。遺物は須恵

器杯身 (208)、須恵器杯身片・杯蓋片・高杯片が出

土した。

　貼床は、暗褐細砂で、遺物は貼床直上から須恵器

杯身 (206・207) 、須恵器杯身片が出土した。

　カマドは北側中央に作り付けられる。煙道部を

5- ＳＰ 51 に切られる。馬蹄形を呈し、カマド内部

には支脚石が置かれていた。カマド構築材は褐灰シ

ルトと暗灰黄シルト、浅黄シルトである。遺物は土

師器甕 (209) 、須恵器杯蓋片が出土した。

　支柱穴は４基確認でき、ＳＰ 1 は円形を呈し、

直径約 0.35 ｍ、深さ約 0.24 ｍを測る。断面形状

はＵ字形に段落ちである。埋土は暗褐シルトと地山

ブロック土を含む暗褐シルトである。ＳＰ２はやや

不整形な円形を呈し、直径約 0.45 ｍ、深さ約 0.22

ｍを測る。断面形状は逆台形に柱痕の段落ちであ

る。埋土は柱痕が褐細砂、掘方が地山ブロック土を

含む暗褐細砂～シルトとにぶい黄褐細砂～シルトで

ある。ＳＰ３は円形を呈し、直径約 0.34 ｍ、深さ

約 0.16m を測る。断面形状は椀形である。埋土は

地山ブロック土を含む暗褐細砂である。ＳＰ４は

やや不整形な円形を呈し、直径約 0.34 ｍ、深さ約

0.18m を測る。断面形状は逆台形に柱痕の段落ち

である。埋土は柱痕が暗褐細砂、掘方が地山ブロッ

ク土を含むにぶい黄褐細砂である。

出土遺物の年代からＴＫ 209 型式併行期と判断

できる。

10 －竪穴 210( 図 77 ～ 80)

　第 10 調査区の西側で検出した竪穴建物である。

平面形状はやや横長の方形を呈する。主軸方位

Ｎ -17°- Ｗ、検出面の標高は 36.2m である。規模は、

長辺約 5.32m、短辺約 4.50m、最深部で約 0.4m、

を測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構を検出し、竪穴

に附属する遺構の掘削を行った。その後、掘方面ま

での掘削を行う過程で、下層にもう 1 面の生活面

があることを確認した。上層の生活面を第 1 生活面、

下層の生活面を第２生活面として報告する。

　第 1 生活面では、カマドと周壁溝、支柱穴 ( ＳＰ
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1 10YR3/4 暗褐　細礫混じりシルト　土器片含む
2 10YR4/4 褐　シルト
3 10YR2/3 黒褐　シルト…周壁溝
4 7.5YR2/2 黒褐　粘質シルト　焼土塊多量含む
5 7.5YR4/6 褐　粘質シルト…焼土層
6 7.5YR3/3 暗褐　シルト
7 7.5YR4/3 褐　細砂～シルト
8 7.5YR2/1 黒　シルト

9 10YR3/4 暗褐　シルト…煙道埋土
10 10YR3/2 黒褐　細砂～シルト…貼床
11 10YR3/3 暗褐　礫層　径 10 ㎝大・1 ～ 2 ㎝大の礫多量含む
12 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト…貼床
13 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト　細砂多量…貼床
14 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト　径 5 ～ 10 ㎝大の円礫を 5%
　     ベース上面付近に多量の礫…ベース
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2 7.5YR2/2 黒褐　粘質シルト　焼土塊多量含む
3 7.5YR4/6 褐　粘質シルト…焼土層
4 7.5YR3/3 暗褐　シルト
5 7.5YR4/3 褐　細砂～シルト
6 10YR4/4 褐　細礫混じりシルト　しまり強
7 7.5YR2/1 黒　シルト
8 10YR3/4 暗褐　シルト…煙道埋土
9 10YR3/4 暗褐　細礫混じりシルト
10 10YR2/3 黒褐　細礫混じりシルト…貼床
11 10YR3/3 暗褐　細礫混じりシルト
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1 10YR2/2 黒褐　シルト
2 10YR2/3 黒褐　シルト
3 10YR4/3 にぶい黄褐　極細粒砂　小礫 7%　大礫 3%

1 10YR3/4 暗褐　シルト
2 10YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック 3%
3 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト　地山ブロック 7%

1 10YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック 3%
2 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト　地山ブロック 10%
3 10YR2/3 黒褐　粘質シルト　径 10 ㎝大の礫含む
4 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト　地山ブロック斑状に含む

1 7.5YR2/3 極暗褐　シルト～粘土
2 10YR3/3 暗褐　粘土～シルト
3 10YR3/2 黒褐　粘土～シルト
4 2.5Y3/3 暗オリーブ褐　シルト…ベース



1 ～４) を確認した。

　埋土はにぶい黄橙粗砂混じり粘質土とにぶい黄褐

粘質土である。遺物は須恵器杯身 (211・212)、鉄

滓 (T10)、須恵器杯身片、土師器甑把手が出土した。

　貼床はにぶい黄褐粘質土混じりシルトで、竪穴建

物中央やや西よりに炭化物と焼土が確認できた。遺

物は出土していない。

　カマドは、北側中央に作り付けられる。馬蹄形を

呈し、カマド構築材は褐粗砂混じり細砂～シルトで

ある。遺物はカマド内部から須恵器杯蓋片、製塩土

器片が出土した。

　周壁溝は南西部を除く全域で確認でき、幅約

0.14 ｍ、深さ約 0.08m、埋土はにぶい黄褐粗砂混

じりシルトと灰褐粗砂混じりシルトである。

　支柱穴は４基確認でき、ＳＰ 1は円形を呈し、

直径約 0.40 ｍ、深さ約 0.35mを測る。断面形状は

逆台形に柱痕の段落ちである。埋土は柱痕が褐細砂

～シルト、掘方が黄褐細砂～シルトである。ＳＰ２

は円形を呈し、直径約 0.24 ｍ、深さ約 0.29mを測

る。断面形状はＵ字形である。埋土は柱痕がにぶい

黄褐細砂～シルト、掘方が褐粗砂混じりシルトであ

る。ＳＰ３は円形を呈し、直径約 0.17 ｍ、深さ約

0.25mを測る。断面形状はやや歪なＶ字形である。

埋土は柱痕が褐シルト、掘方がにぶい黄褐シルトで

ある。ＳＰ４は円形を呈し、直径約 0.29 ｍ、深さ

約 0.20m を測る。断面形状はＵ字形である。柱痕

が褐細砂～シルト、掘方が褐粘質土である。後述す

る第２生活面の支柱穴よりもＳＰ２・４が西側に寄

って確認できたことから、竪穴建物を増築したと想

定できる。

第２生活面は、第1生活面の貼床を掘削したのち、

カマドと支柱穴 ( ＳＰ５・８)、ピット ( ＳＰ６・７)

を検出した。

　貼床の埋土は地山ブロック土を含む褐細砂～シル

ト・シルト～粘質土で、貼床面直上から、押しつぶ

された状態で須恵器杯蓋 (210) が出土した。

　支柱穴は２基確認でき、ＳＰ５は円形を呈し、直

径約 0.28 ｍ、深さ 0.35mを測る。断面形状は逆台

形に柱痕の段落ちである。埋土は柱痕が暗褐シルト、

掘方が褐細砂～シルトである。ＳＰ８は円形を呈し、

直径約 0.38 ｍ、深さ約 0.42mを測る。断面形状は

逆台形に柱痕の段落ちである。埋土が暗褐粗砂混じ

りシルト、柱痕が褐細砂～シルト、掘方が粘性の強

い褐細砂～シルトである。

　ＳＰ６は、竪穴建物北東側で検出したやや不整形

な円形を呈するピットである。直径約 0.34 ｍ、深

さ約 0.20m を測る。断面形状は逆台形である。埋

土は３層に分層でき、上層が暗褐粗砂混じり粘質土、

中層が褐粘質土、下層が褐細砂～シルトである。遺

物は製塩土器 (213) が出土した。

　出土遺物の年代から、ＴＫ 209 型式併行期と判

断できる。

萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）

0 10cm
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196 ～ 203・T9・S18：埋土
T8・S19：床面直上

0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）
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（玉類：S=1 ／ 1）
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204：SP51
205：床面直上
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1 2.5Y4/3 オリーブ褐　細砂～シルト　地山ブロック 7%
2 2.5Y3/3 暗オリーブ褐　細砂～シルト…周壁溝
3 2.5Y5/3 黄褐　シルト　地山ブロック 3%
4 2.5Y3/3 暗オリーブ褐　シルト　地山ブロック 3%
5 2.5Y5/3 黄褐　細砂～シルト　地山ブロック 3%…貼床
6 2.5Y6/4 にぶい黄　細砂…ベース

1 10YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック 3%
2 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 3%　炭化物 1%
3 10YR3/2 黒褐　シルト
4 2.5Y7/3 浅黄　シルト

204 205

204

205



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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1 10YR3/4 暗褐　細砂　炭化物含む
2 10YR3/4 暗褐　細砂
3 7.5YR4/1 褐灰　シルト
4 10YR3/3 暗褐　細砂…貼床
5 10YR3/3 暗褐　シルト
6 10YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック含む
7 10YR4/4 褐　細砂

8 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト　地山ブロック含む
9 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト　地山ブロック含む
10 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂
11 10YR3/4 暗褐　細砂　地山ブロック含む
12 10YR3/4 暗褐　細砂
13 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂　地山ブロック含む
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206・207：床面直上
208：埋土
209：カマド
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（土器：S=1 ／ 4）
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2 7.5YR4/1 褐灰　シルト　地山ブロック 1%　炭化物・焼土 1%
3 7.5YR4/6 褐　シルト　炭化物 1%　焼土 5%
4 7.5YR4/4 褐　シルト　地山ブロック 1%
5 7.5YR5/1 褐灰　シルト　地山ブロック 5%　炭化物・焼土 1%
6 2.5Y5/2 暗灰黄　シルト
7 2.5Y7/3 浅黄　シルト
8 10YR5/2 灰黄褐　シルト～細砂　炭化物・焼土 1%
9 2.5Y6/2 灰黄　シルト…貼床
10 2.5Y7/3 浅黄　シルト…ベース
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萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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1 10YR4/6 褐　細砂～シルト　やや粘質
2 10YR4/4 褐　粘質土
3 10YR5/6 黄褐　細砂～シルト　やや粘質
4 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト

5 10YR4/4 褐　粗砂混じりシルト
6 10YR4/4 褐　シルト　やや粘質
7 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　やや粘質



第Ⅲ章　調査の成果

0 1ｍ

（S=1 ／ 40）

T.P.+36.0m
e e’

T.P.+36.0m
f f’

T.P.+36.0m
g g’

T.P.+36.0m
h h’

x=142429

x=142425

y=
49
76
8

y=
49
76
3

0 25 ㎝

（S=1 ／ 10）

x=142427.5

y=49766

1
2 2

1

2 3
4 

12

1

2 34

SP5 SP1

SP6

SP8
SP3

SP7

a

b

e

f

g

h

a’

b’

e’

f’

g’

h’

SP5 SP6

SP7 SP8

第２生活面

a・b 断面

土器出土状況

1 7.5YR3/4 暗褐　シルト　やや粘質
2 10YR4/6 褐　細砂～シルト　やや粘質

1 7.5YR3/4 暗褐　粗砂混じり粘質土
　　 炭化物・焼土含む　土器片含む
2 7.5YR4/4 褐　粘質土
3 10YR4/4 褐　細砂～シルト
4 10YR4/6 褐　細砂…ベース

1 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト
2 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト…ベース

1 10YR3/3 暗褐　粗砂混じりシルト
2 7.5YR4/4 褐　細砂～シルト
3 10YR4/4 褐　細砂～シルト　やや粘質
4 10YR4/4 褐　細砂…ベース

1 10YR6/3 にぶい黄橙　粗砂混じり粘質土　地山ブロック 10%
2 10YR5/3 にぶい黄褐　粘質土　地山ブロック多量含む　炭化物含む
3 10YR4/3 にぶい黄褐　粗砂混じりシルト　やや粘質　炭化物含む…周壁溝
4 7.5YR4/2 灰褐　粗砂混じりシルト　やや粘質　炭化物・焼土多量含む…周壁溝
5 10YR4/3 にぶい黄褐　粘質土混じりシルト　地山ブロック 7%　炭化物含む
         … 第 1 貼床
6 7.5YR5/4 にぶい褐　粗砂混じりシルト
7 10YR5/4 にぶい黄褐　細砂～シルト
8 7.5YR4/4 褐　細砂～シルト
9 10YR4/4 褐　細砂～シルト　やや粘質
10 7.5YR4/6 褐　細砂～シルト　炭化物・焼土多量含む…第 2 カマド
11 10YR4/4 褐　細砂～シルト　地山ブロック多量含む　砂礫含む…第 2 貼床
12 10YR4/4 褐　シルト～粘質土…第 2 貼床
13 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　炭化物含む
14 10YR4/4 褐　細砂～シルト　地山ブロック多量含む…第 2 貼床
15 7.5YR4/4 褐　細砂～シルト　やや粘質　炭化物・焼土含む…第 2 カマド
16 10YR3/4 暗褐　シルト　やや粘質
17 10YR4/4 褐　粘質土
18 10YR4/6 褐　細砂～シルト…ベース
19 10YR4/4 褐　細砂～シルト…ベース
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210



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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1 10YR6/3 にぶい黄橙　粗砂混じり粘質土　地山ブロック 10%
2 10YR5/3 にぶい黄褐　粘質土　地山ブロック多量含む　炭化物含む
3 7.5YR5/4 にぶい褐　粗砂混じりシルト
4 10YR5/4 にぶい黄褐　細砂～シルト
5 7.5YR4/4 褐　細砂～シルト
6 10YR4/4 褐　細砂～シルト　やや粘質
7 7.5YR4/6 褐　細砂～シルト　炭化物・焼土多量含む…第 2 カマド
8 10YR4/4 褐　粗砂混じり細砂～シルト
9 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト　やや粘質
10 7.5YR3/3 暗褐　細砂～シルト
11 7.5YR3/2 黒褐　細砂～シルト　やや粘質　炭化物含む
12 10YR4/4 褐　粘土混じりシルト
13 10YR4/3 にぶい黄褐　粘質土混じりシルト　地山ブロック 7%　炭化物含む…第 1 貼床
14 10YR4/4 褐　細砂～シルト　地山ブロック多量含む　砂礫含む…第 2 貼床
15 7.5YR4/4 褐　細砂～シルト　やや粘質　炭化物・焼土含む…第 2 カマド
16 10YR3/4 暗褐　シルト　やや粘質
17 10YR4/4 褐　粘質土
18 10YR4/6 褐　細砂～シルト…ベース
19 10YR4/4 褐　細砂～シルト…ベース
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萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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3 10YR4/2 灰黄褐　シルト　径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック含む　炭化物・焼土塊含む…貼床
4 10YR3/1 黒褐　シルト
5 10YR4/2 灰黄褐　細砂～シルト　径 1 ㎝程度の地山ブロック含む

1  7.5YR2/3 極暗褐　細砂～シルト　     
    炭化物・焼土含む
2  7.5YR3/2 黒褐　細砂～シルト
3  7.5YR4/3 褐　細砂～シルト
4  7.5YR4/4 褐　細砂…ベース

1  10YR2/3 黒褐　シルト　やや  
     粘質
2  10YR2/3 黒褐　細砂～シルト
3  2.5Y3/3 暗オリーブ褐　シルト

1   7.5YR3/3 暗褐　細砂～シルト　       
     やや粘質　しまりあり
2   10YR3/4 暗褐　細砂～シルト

1   7.5YR3/3 暗褐　細砂～シルト　      
     炭化物含む　土器片含む
2  10YR3/3 暗褐　シルト

6 10YR3/2 黒褐　細砂～シルト　径 2 ～ 3 ㎝程度の
         地山ブロック含む
7 10YR4/2 灰黄褐　細砂～シルト…貼床
8 地山ブロックでほぼ構成
9 10YR3/2 黒褐　シルト
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2 10YR3/3 暗褐　シルト　2 層よりしまりあり　炭化物・焼土含む
3 7.5YR3/2 黒褐　シルト　炭化物多量含む　焼土含む
4 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト +5YR4/4 にぶい赤褐　シルト…焼土塊
5 10YR3/3 暗褐　中粒砂～シルト　炭化物・焼土粒多量含む
6 5YR4/6 赤褐 +10YR3/3 暗褐　細砂～シルト　やや粘質　炭化物含む
7 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト　焼土塊含む
8 10YR4/4 褐　細砂 ~ シルト　炭化物多量含む
9 7.5YR3/2 黒褐　細砂～シルト　炭化物・焼土含む
10 10YR2/3 黒褐　細砂～シルト

11 10YR2/3 黒褐　シルト
12 10YR4/4 褐　細砂～シルト　炭化物・焼土塊含む
13 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト
14 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂
15 10YR3/2 黒褐　細砂～シルト　やや粘質
16 7.5YR3/3 暗褐　粘質土　炭化物多量含む
17 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト
18 7.5YR3/2 黒褐　細砂～シルト　炭化物 3%
19 10YR4/4 褐　シルト…ベース
20 10YR3/4 暗褐　シルト…ベース



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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3 －竪穴 40( 図 81 ～ 83)

　第３調査区北側で検出した竪穴建物である。平面

形状はやや歪な方形を呈する。主軸方位Ｎ-2.5°-Ｗ、

検出面の標高は 35.9m である。3- ＳＫ 29 に切ら

れ、調査区外へと広がる。規模は、長辺約 4.50m、

短辺約 4.25m、最深部で約 0.25m を測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構の検出を行い、

カマドと支柱穴 ( ＳＰ 47 ～ 49)、ピット ( ＳＰ 51)

を検出した。

　埋土は上層が黄灰シルト、下層が灰黄褐シルトで、

遺物は棒状鉄片 (T12・T13)、石棒 (S20)、須恵器

杯身片・高杯片・壺片、土師器甑片が出土した。

　貼床は地山ブロック土を含む灰黄褐シルトで、貼

床直上から須恵器蓋 (214)・鉢 (216)、土師器甕

(217)、鉄製ヤリガンナ？ (T11)・鉄器 (T14) が出

土した。

　カマドは竪穴建物北側中央に作り付けられる。カ

マド構築材は暗褐中粒砂～シルトと暗褐細砂～シル

ト、黒褐細砂～シルトである。カマド内部には、炭

化物層が確認でき、当時の機能面と考えられる。カ

マド内部の上層の堆積は、カマドの上部構造の崩落

土と考えられる。遺物はカマド上面で須恵器杯身

(215) が、カマド内から須恵器杯身片が出土した。

　支柱穴は北東側の 1 基を除く３基を確認した。

ＳＰ４７は円形を呈し、直径約 0.30 ｍ、深さ約

0.06m を測る。断面形状は逆台形である。ＳＰ

４８は楕円形を呈し、長軸約 0.38 ｍ、短軸約 0.3

ｍ、深さ約 0.13m を測る。断面形状は不整形であ

る。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が極暗褐細砂～シ

ルト、掘方が黒褐細砂～シルトと褐細砂～シルトで

ある。ＳＰ 49 は円形を呈し、直径約 0.28 ｍ、深

さ約 0.20m を測る。断面形状はＵ字形である。柱

痕が確認でき、埋土は柱痕が黒褐シルト、掘方が黒

褐細砂～シルトと暗オリーブ褐シルトである。

 ＳＰ 51 は撹乱に切られるため、全体の形状は不明

である。直径約 0.42 ｍ、幅約 0.06m を測る。断面

形状は浅い皿状である。柱痕が確認でき、埋土は柱

痕が暗褐細砂～シルト、掘方が暗褐細砂～シルトで

ある。

　出土遺物の年代から、ＴＫ 43 ～ＴＫ 209 型式

併行期と判断できる。

　　　

6 －竪穴 40( 図 84 ～ 85)

　第６調査区中央の 6- 竪穴 3 に大部分を切られて

検出した竪穴建物である。平面形状は隅丸方形を呈

すると考えられる。主軸方位Ｎ -11.5°- Ｗ、検出面

の標高は 36.2m である。規模は、長辺約 5.00m、

短辺約 4.2m 以上、深さ約 0.16m を測る。

　埋土は褐灰シルト、貼床は灰黄褐シルトで、床面

はベース土が部分的に露出する。

　貼床直上から、ＳＰ 41 を検出した。ＳＰ 41 は

円形を呈し、直径約 0.44 ｍ、深さ約 0.13m を測る。

断面形状は逆台形である。埋土は上層が炭化物や焼

土塊を含む灰黄褐シルト、下層が灰黄褐シルトであ

る。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明

であるが、６- 竪穴３との切り合い関係から、ＴＫ

209 型式併行期以前と判断できる。

6 －竪穴 3( 図 84 ～ 87)

　第６調査区北側で検出した竪穴建物である。6-

ＳＫ 15 に切られ、６- 竪穴 40 を切る。平面形状

は隅丸の正方形を呈する。主軸方位Ｎ -14.5°- Ｗ、

検出面の標高は 36.2m である。規模は、長辺約

5.56m、短辺約 5.52m、深さ約 0.22m を測る。

　埋土の掘削後、貼床面直上で遺構検出を行い、カ

マドと支柱穴 ( ＳＰ 1 ～４)、ピット ( ＳＰ６) を確

認した。

　埋土は褐灰シルトで、遺物は須恵器杯身 (220 ～

223・225)・杯蓋 (218・219)・高杯 (226・228・

230・231)・甕 (232)、土師器杯 (233)・甕 (236)、

石製紡錘車 (S21)、臼玉 (S22)、須恵器杯身片・杯

蓋片・高杯片・高杯蓋片・壺片・ 片、土師器甑片・

甕片・鍋片・高杯片・壺片、臼玉が出土した。

　貼床は、地山ブロック土を含む灰黄褐シルトと褐

灰シルトである。遺物は、カマド西袖周辺から須恵

器高杯蓋 (227) が、貼床内から棒状鉄片 (T15) が出

土した。

　カマドは竪穴建物北側中央に作り付けられ、煙道

が延びる。カマドの形状は馬蹄形を呈し、中央部を

掘窪める。カマド構築材はにぶい黄褐シルトである。

カマド内部には炭層が確認でき、カマドの機能面と

想定できる。カマド内部上層の堆積は、カマドの上

部構造の崩落土と考えられる。遺物は須恵器杯身

(224)・壺 (229)、土師器甕 (234・235) が出土した。

　支柱穴は４基確認できた。ＳＰ 1 は円形を呈し、

直径約 0.46、深さ約 0.20m を測る。断面形状はや

や歪な逆台形である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕

第Ⅲ章　調査の成果



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）

0 1ｍ

（S=1 ／ 40）

x=142389

x=142394y=
49
76
8

y=
49
77
3

a

a’

b

b’

c

c’

d

d’

…炭・焼土混
T.P.+36.3m
W E

6- 竪穴 40

SP6

SP3

SP1
SP2

SP4

SP41

6- 竪穴 3

1
2
33

SP41

1 10YR4/2 灰黄褐　シルト　炭化物・焼土塊 3%
2 10YR4/2 灰黄褐　シルト　地山ブロック 5%　炭化物 1%
3 2.5Y6/4 にぶい黄　シルト～極細粒砂…ベース

227



第Ⅲ章　調査の成果

0
1ｍ

（
S=

1
／

40
）

…
炭
…
焼
土

T.P
.+

36
.3

m
d

d’

T.P
.+

36
.3

m
c

c’

T.P
.+

36
.3

m
b

b’

T.P
+3

6.
3m

a
a`

1 2 3
4

1 2
3

4

SP
3

竪
穴

40

SP
4

1
2

3

3
4

1
2

SP
2

SP
1

竪
穴

40

1
16

21
15

13

14

11
12

1

16

21
20

1

16

17 18

SP
6

SP
3

竪
穴

40
竪

穴
3

17

9
10

16
16

1
2

4
5 

6 7

19
8

3

カ
マ

ド
SK

5
竪

穴
40

1 
7.

5Y
R2

/3
黒

褐
　

シ
ル

ト
　

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

5%
　

小
礫

1%
2 

7.
5Y

R3
/4

黒
褐

　
シ

ル
ト

　
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
15

%
3 

10
YR

4/
3

に
ぶ

い
黄

褐
　

シ
ル

ト
…

ベ
ー

ス

1 
10

YR
4/

4
褐

　
シ

ル
ト

　
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
3%

2 
10

YR
4/

4
褐

　
シ

ル
ト

　
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
5%

3 
10

YR
3/

4
暗

褐
　

シ
ル

ト
　

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

7%
4 

10
YR

4/
3

に
ぶ

い
黄

褐
　

シ
ル

ト
…

ベ
ー

ス

1 
10

YR
4/

4
褐

　
シ

ル
ト

　
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
5%

2 
2.

5Y
4/

3
オ

リ
ー

ブ
褐

　
シ

ル
ト

　
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
3%

　
炭

化
物

1%
3 

2.
5Y

3/
3

暗
オ

リ
ー

ブ
褐

　
シ

ル
ト

　
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
1%

　
炭

化
物

1%
4 

2.
5Y

5/
3

黄
褐

　
シ

ル
ト

…
ベ

ー
ス

1 
2.

5Y
4/

2
暗

灰
黄

　
シ

ル
ト

　
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
7%

2 
10

YR
4/

1
褐

灰
　

シ
ル

ト
　

炭
化

物
・

焼
土

含
む

　
土

師
器

含
む

3 
10

YR
6/

2
灰

黄
褐

　
シ

ル
ト

　
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
5%

4 
2.

5Y
5/

3
黄

褐
　

シ
ル

ト
…

ベ
ー

ス

13
 

10
YR

5/
2

灰
黄

褐
　

シ
ル

ト
　

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

1%
14

 
10

YR
6/

2
灰

黄
褐

　
シ

ル
ト

15
 

10
YR

4/
1

褐
灰

　
シ

ル
ト

　
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
5%

16
 

10
YR

5/
2

灰
黄

褐
　

シ
ル

ト
　

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

5%
…

貼
床

17
 

10
YR

5/
1

褐
灰

　
シ

ル
ト

18
 

10
YR

5/
2

灰
黄

褐
　

シ
ル

ト
19

 
2.

5Y
6/

3
に

ぶ
い

黄
　

シ
ル

ト
～

極
細

砂
…

ベ
ー

ス
20

 
10

YR
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

　
シ

ル
ト

…
ベ

ー
ス

21
 

10
YR

6/
2

灰
黄

褐
　

シ
ル

ト
…

ベ
ー

ス

1 
10

YR
4/

1
褐

灰
　

シ
ル

ト
　

炭
化

物
・

焼
土

含
む

　
土

師
器

含
む

2 
10

YR
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

　
シ

ル
ト

　
土

師
器

含
む

3 
2.

5Y
7/

3
浅

黄
　

シ
ル

ト
　

炭
化

物
1%

4 
10

YR
4/

2
灰

黄
褐

　
シ

ル
ト

　
2.

5Y
6/

4
に

ぶ
い

黄
　

シ
ル

ト
塊

5%
　

炭
化

物
・

焼
土

1%
5 

7.
5Y

R6
/6

橙
　

シ
ル

ト
　

2.
5Y

6/
4

に
ぶ

い
黄

　
シ

ル
ト

塊
1%

　
炭

化
物

1%
…

焼
土

層
6 

10
YR

5/
1

褐
灰

　
シ

ル
ト

　
炭

化
物

15
%

…
炭

層
7 

7.
5Y

R5
/2

灰
褐

　
シ

ル
ト

　
焼

土
10

%
8 

2.
5Y

7/
3

浅
黄

　
シ

ル
ト

　
炭

化
物

・
焼

土
3%

9 
10

YR
3/

4
暗

褐
　

シ
ル

ト
10

 
7.

5Y
R4

/2
灰

黄
褐

　
シ

ル
ト

　
炭

化
物

・
焼

土
含

む
11

 
10

YR
4/

1
褐

灰
　

シ
ル

ト
　

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

5%
　

暗
灰

黄
色

シ
ル

ト
ブ

ロ
ッ

ク
含

む
12

 
10

YR
6/

2
灰

黄
褐

　
シ

ル
ト

　
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
5%



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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1 10YR5/3 にぶい黄褐　シルト　土師器含む
2 10YR4/2 灰黄褐　シルト　にぶい黄色シルト塊 5%　炭化物・焼土 1%
3 10YR5/2 灰黄褐　シルト　にぶい黄色シルト塊 3%　炭化物・焼土 1%…焼土層
4 7.5YR6/6 橙　シルト　2.5Y6/4 にぶい黄色シルト塊 1%　炭化物 1%…焼土層
5 10YR5/1 褐灰　シルト　炭化物 15%…炭層
6 7.5YR5/2 灰褐　シルト　焼土 10%…焼土層
7 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　焼土 3%
8 2.5Y6/2 灰黄　シルト　焼土 1%
9 2.5Y7/3 浅黄　シルト　炭化物 1%

10 2.5Y7/3 浅黄　シルト　炭化物・焼土 3%
11 2.5Y6/4 にぶい黄　シルト　灰黄色シルト塊 5%…カマド袖
12 2.5Y6/3 にぶい黄　シルト　炭化物・焼土 1%
13 10YR5/2 灰黄褐　シルト　地山ブロック 5%
14 10YR5/2 灰黄褐　シルト　浅黄色シルト塊 1%　炭化物 1%
15 10YR5/2 灰黄褐　シルト　浅黄色シルト塊 3%
16 2.5Y7/3 浅黄　シルト…貼床
17 10YR5/2 灰黄褐　シルト　地山ブロック 5%…貼床
18 2.5Y6/3 にぶい黄　シルト～極細粒砂…ベース

227
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0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）
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224：カマド
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227：カマド
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229：カマド
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231：埋土
232：埋土
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236：埋土
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T15：掘方
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（石製品・鉄製品：S=1 ／ 2）
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が黒褐シルト、掘方が地山ブロック土を多く含んだ

黒褐シルトである。ＳＰ２は円形を呈し、直径約

0.45 ｍ、深さ約 0.18m を測る。断面形状は逆台形

である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が褐シルト、

掘方が地山ブロック土をやや多く含む褐シルトと暗

褐シルトである。ＳＰ３はＳＰ６に切られ、形状

は不整形である。長径約 0.72 ｍ、短径約 0.39 ｍ、

深さ約 0.22m を測る。断面形状はＵ字形である。

埋土は上層が暗灰黄シルト、下層がオリーブ褐シル

ト暗オリーブ褐シルトである。ＳＰ４は円形を呈し、

直径約 0.47 ｍ、深さ約 0.37m を測る。断面形状は

Ｕ字形である。埋土は上層が褐シルト、中層がオリ

ーブ褐シルト、下層が暗オリーブ褐シルトである。

　ＳＰ６は不整形な形状を呈し、長径約 0.75 ｍ、

深さ約 0.28 ｍを測る。断面形状はやや歪なＵ字形

である。埋土は灰黄褐シルトである。

出土遺物の年代からＴＫ 209 型式併行期と判断

できる。

3 －ＳＫ 23・3 －ＳＰ 72( 図 88)

　第３調査区中央で検出した土坑とピットである。

3- 竪穴 45 を切る。竪穴建物のカマドと支柱穴の可

能性が考えられたが、削平を受けており、竪穴建物

の平面プランを検出することができなかった。検出

面の標高は 35.9m である。

　ＳＫ 23 は楕円形を呈し、長径約 11.8 ｍ、短径

約 0.94 ｍ、深さ約 0.23 ｍを測る。断面形状は不

整形である。埋土は４層に分層でき、1・３層が焼

土塊を含む褐灰シルト、２層が炭化物を含む橙シル

ト ( 焼土塊層 )、４層が炭化物・焼土塊が混じる褐

灰シルトである。遺物は土師器甑 (239)・甕 (238)

が出土した。土師器甕 (238) のほとんどはＳＫ 23

の周辺から出土している。

　ＳＰ 72 はＳＫ 23 の南東側で検出したピットで

ある。円形を呈し、直径約 0.31 ｍ、深さ約 0.17m

を測る。断面形状は椀形である。埋土は暗褐シルト

である。須恵器杯蓋 (237) も 3  -  竪穴 45 の他の遺

物より 6㎝ほど高い位置で出土しており、時期幅も

あるのでＳＫ 23 をカマドとする竪穴に帰属するも

のと判断した。 

　出土遺物の年代からＴＫ 209 型式併行期と判断

できる。

萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）

0 1ｍ

（S=1 ／ 40）

x=142386

x=142385

y=
49
80
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y=
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T.P.+36.0m
b b’

T.P.+36.0m
a a’

…炭・焼土混
…炭
…焼土

1

SP72

6
2

4
3          5 1

SP72
a

b

a’

b’

1 10YR3/4 暗褐　シルト　
炭化物を少量含む

1 7.5YR4/1 褐灰　シルト　径 5 ㎝大の焼土塊 2%
2 7.5YR7/6 橙　シルト　褐灰色シルト塊 2%
3 7.5YR4/1 褐灰　シルト　径 5 ㎝大の焼土塊 2%
4 7.5YR4/1 褐灰　シルト　径 1 ㎝大の炭化物粒 3%
　径 1 ㎝大の焼土塊 7%
5 10YR7/4 にぶい黄褐　シルト　小礫 3%…ベース
6 10YR4/1 褐灰　シルト　小礫 3%…ベース

239

237

238

239：SK23
237・238：SK23 周辺

0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）

237

238
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21 －竪穴 8・３－竪穴 110・4 －竪穴 122( 図 89

～ 91)

　第３・４・21 調査区中央で検出した竪穴建物

である。平面形状は隅丸方形を呈する。主軸方位

Ｎ -22°- Ｗ、検出面の標高は 36.1m である。規模は、

長辺約 6.00m、短辺約 6.06m、最深部で約 0.4m

を測る。

　調査は埋土掘削の後、貼床面直上で遺構検出を行

い、カマドと周壁溝、支柱穴 (21- ＳＰ 1 ～３・３-

ＳＰ 111)、ピット (3- ＳＰ 126) を検出した。

　埋土は暗褐シルトで、遺物は須恵器杯身 (240)・

高 杯 (243)、 土 師 器 甕 (245・248)・ 甑 (246・

247)、須恵器杯身片・高杯片・ 片、土師器甑片・

甕片が出土した。

　貼床は地山ブロック土を多く含む暗褐シルトと

極暗褐シルト、にぶい黄褐シルトである。床面直

上から須恵器杯身 (241)・須恵器高杯蓋 (242)・甕

(244)、貼床内から不明鉄器 (T16) 、須恵器高杯脚

部片、土師器甕片が出土した。

　カマドは竪穴建物北側中央に作り付けられる。馬

蹄形を呈し、煙道が延びる。カマド構築材は暗褐シ

ルトで、カマド袖内側、カマド底部は被熱が認めら

れる。遺物はカマド内部から須恵器杯身片、土師器

甕片が出土した。

　周壁溝は、幅約 0.18 ｍ、深さ約 0.14m を測る。

埋土は上層が灰黄褐シルト、下層が暗褐シルトであ

る。

　支柱穴は４基確認できた。21- ＳＰ 1 はやや不整

形な円形を呈し、直径約 0.37 ｍ、深さ約 0.30m を

測る。断面形状はＵ字形である。埋土がにぶい黄褐

細砂～シルト、柱痕が黒褐シルト、掘方が暗褐シル

トである。21- ＳＰ２は撹乱に切られるため全体の

形状は不明であるが、楕円形を呈すると考えられる。

長径約 0.91 ｍ、短径約 0.60 ｍ、深さ約 0.56m を

測る。断面形状はＶ字形である。柱痕が確認でき、

埋土は柱痕が暗褐シルト、掘方が暗褐シルトと黒褐

細砂～シルトである。21- ＳＰ３は円形を呈し、直

径約 0.44 ｍ深さ約 0.35m を測る。断面形状はＵ字

形である。埋土は黒褐シルトと暗褐細砂～シルトで

ある。３- ＳＰ 111 はやや不整形な円形を呈し、直

径約 0.55 ｍ、深さ約 0.31m を測る。断面形状は逆

台形である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が黒褐シ

ルト、掘方が黒褐シルトと黒褐細砂～シルトである。

　3- ＳＰ 126 は貼床除去後に検出した。やや不整

形な円形を呈し、直径約 0.36 ｍ、深さ約 0.25m を

測る。断面形状は逆台形に段落ちである。埋土は暗

褐シルトである。

出土遺物の年代から、ＴＫ 209 型式併行期と判

断できる。

10 －竪穴 301( 図 92 ～ 94) 

　第 10 調査区西側で検出した竪穴建物である。

10- 竪穴 310 を切り、10- 掘立３に切られる。平面

形状は横長方形を呈する。主軸方位Ｎ -16.5°- Ｗ、

検出面の標高は 35.9m である。規模は、長辺約

6.15m、短辺約 4.64m、最深部で約 0.5m を測る。

調査は埋土掘削の後、貼床面直上で遺構検出を

行い、カマドと周壁溝の一部、支柱穴 ( ＳＰ２)、

ピット ( ＳＰ１・３) を検出した。竪穴建物南側は、

噴礫の影響を受けており、堆積が乱されている。

埋土は褐シルト～粘土とにぶい黄褐シルトであ

る。埋土から須恵器杯蓋片・高杯片・壺片、土師器

甕片、粘土塊が出土した。

貼床は褐シルトと褐シルト～粘土で、貼床直

上から須恵器高杯 (250) と土師器甕 (252)、鉄鎌

(T17) が、貼床内から須恵器杯身 (249)・壺 (251)・

片、土師器甕片出土した。

カマドは竪穴建物北側中央に作り付けられる。

幅の狭い馬蹄形を呈する。カマド構築材は西袖が褐

粗砂混じりシルトと褐粘質土、東袖がにぶい黄褐シ

ルトとにぶい黄褐シルト～粘質土である。カマド内

部には炭層と炭化物と焼土層が確認でき、カマドの

機能面と考えられる。遺物は須恵器杯蓋片が出土し

た。

周壁溝は建物北西側で一部確認でき、幅約 0.13

ｍ、深さ約 0.02m を測る。

支柱穴は 1 基が確認できた。ＳＰ２は楕円形

を呈し、長径約 0.90 ｍ、短径約 0.80 ｍ、深さ約

0.27m を測る。断面形状は逆台形に段落ちである。

埋土はにぶい黄褐砂礫混じり細砂～シルトで、柱痕

が褐砂礫混じりシルトと褐シルト、掘方が暗褐砂礫

混じり粘質土である。

ＳＰ 1 は円形を呈し、直径約 0.55 ｍ、深さ約

0.23m を測る。断面形状は不整形である。埋土は

上層が褐砂礫混じりシルト、下層が暗褐細砂～シル

トである。ＳＰ３はやや不整形な円形を呈し、直径

約 0.50 ｍ、深さ約 0.24m を測る。断面形状は椀形

である。埋土は上層が暗褐シルト～粘土、下層が地

第Ⅲ章　調査の成果



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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1 10YR2/3 黒褐　シルト　しまりあり　土器片含む
2 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト
3 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック含む　小礫含む　焼土含む
4 10YR4/2 灰黄褐　シルト…周壁溝
5 10YR3/4 暗褐　シルト…周壁溝

6 10YR4/2 灰黄褐　細砂～シルト　炭化物・焼土含む
7 10YR3/4 暗褐　シルト
8 7.5YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 10%…貼床
9 7.5YR2/3 極暗褐　シルト　地山ブロック 3%…貼床
10 10YR2/3 黒褐　細砂～シルト…ベース

T16



第Ⅲ章　調査の成果
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1 7.5YR3/3 黒褐　シルト　ブロック含む
2 7.5YR3/2 黒褐　シルト　ブロック含む
3 7.5YR3/2 黒褐　細砂～シルト　ブロッ
        ク含む

1 7.5YR3/3 暗褐　シルト　炭化物含む
2 7.5YR3/4 暗褐　シルト　炭化物含む
3 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト 
         …ベース

1 10YR4/2 灰黄褐　シルト

1 10YR4/3 にぶい黄褐　
         細砂～シルト
2 10YR3/2 黒褐　シルト
3 10YR3/3 暗褐　シルト 1 10YR3/4 暗褐　シルト

2 10YR3/3 暗褐　シルト　
         地山ブロック 2%
3 10YR2/3 黒褐　細砂～シルト
　     地山ブロック 10%
4 10YR3/4 暗褐　細砂…ベース

1 10YR3/2 黒褐　シルト　地山
　　 ブロック 5%
2 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト
     　地山ブロック 10%
3 10YR3/4 暗褐　細砂…ベース

240：埋土
241：床面直上
242：床面直上
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244：床面直上
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246：埋土
247：埋土
248：埋土
T16：埋土
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萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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1 10YR3/3 暗褐　シルト　焼土含む
2 10YR4/2 灰黄褐　細砂～シルト　炭化物・焼土含む
3 10YR3/2 黒褐　シルト　地山ブロック 2%
4 10YR3/4 暗褐　シルト
5 10YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック 2%
6 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 3%
7 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　地山ブロック 7%…貼床
8 7.5YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 10%
9 7.5YR2/3 極暗褐　シルト　地山ブロック 3%
10 10YR2/3 黒褐　シルト…遺物包含層
11 2.5Y5/3 黄褐　シルト…ベース
12 10YR2/3 黒褐　細砂～シルト…ベース



山ブロック土を含む褐粘土である。

出土遺物からＴＫ 209 型式併行期と判断できる。

10－竪穴 50( 図 95 ～ 96)

　第 10 調査区の中央南側で検出した竪穴建物であ

る。10- ＳＫ 52・55 に切られ、10- 竪穴 30・60

を切る。平面形状はやや横長の方形を呈する。主軸

方位Ｎ -34°- Ｗ、検出面の標高は 36.0m である。

規模は、長辺約 4.50m、短辺約 4.30m、深さは最

深部で約 0.25mを測る。

調査は埋土掘削の後、貼床面直上で遺構検出を

行い、カマドと周壁溝、支柱穴 ( ＳＰ４・５・８・

９)、ピット ( ＳＰ１・２・３・156・６) を検出した。

　埋土はにぶい黄褐シルトで、遺物は須恵器杯蓋

(253)、臼玉 (S23)、須恵器杯蓋片・杯身片・壺片、

臼玉片が出土した。

　貼床は地山ブロック土を含むにぶい黄褐シルトで

ある。遺物は出土していない。ＳＰ８とＳＰ９の間

にある落込み状の遺構から須恵器台付壺 (255) が出

土した。

　カマドは北側中央やや東寄りに作り付けられ、煙

道が延びる。カマド構築材は褐シルトで、一部が残

存していた。カマド内部は掘窪める。カマド内部の

堆積は、カマドの上部構造の崩落土と考えられる。

遺物は須恵器杯身 (254)・土師器杯 (256) が出土し

た。

　周壁溝は、幅約 0.21 ｍ、深さ約 0.13m を測る。

埋土は地山ブロック土を含む暗褐シルトである。

　支柱穴は４基確認できた。ＳＰ８はやや不整形な

円形を呈し、直径約 0.43 ｍ、深さ約 0.31mを測る。

断面形状はＵ字形である。埋土が褐シルト、柱痕が

地山ブロック土を含む褐シルト、掘方が暗褐シルト

である。ＳＰ５は隅丸長方形を呈し、長径約 0.43

ｍ、短径約 0.34 ｍ、深さ約 0.35mを測る。断面形

状はＵ字形である。埋土は褐シルトと暗赤褐シルト、

柱痕が地山ブロック土を含むにぶい赤褐シルト、掘

方が暗赤褐シルトである。ＳＰ４は円形を呈し、直

径や約 0.50 ｍ、深さ約 0.24mを測る。断面形状は

Ｕ字形である。埋土は褐シルトである。ＳＰ９は不

整形で、長径約 0.53 ｍ、短径約 0.52 ｍ、深さ約

0.30m を測る。断面形状はＵ字形である。埋土は

暗褐シルトである。

　ＳＰ 1 は円形を呈し、直径約 0.42 ｍ、深さ

0.17mを測る。断面形状は段落ちに逆台形である。

埋土は暗褐シルトとにぶい黄褐シルトである。ＳＰ

２は円形を呈し、直径約 0.41 ｍ、深さ約 0.11mを

測る。断面形状は皿状である。埋土は褐シルトで

ある。ＳＰ３は円形を呈し、直径約 0.36 ｍ、深さ

約 0.30m を測る。断面形状はＵ字形である。埋土

は地山ブロック土を含む褐シルトと黄褐シルト、褐

シルトである。ＳＰ 156 はＳＰ３に切られるため、

全体の形状は不明であるが、不整形な円形を呈す

る。直径約 0.47 ｍ、深さ約 0.16mを測る。埋土は

暗褐シルトである。ＳＰ６は隅丸長方形を呈し、長

径約 0.56 ｍ、短径約 0.35 ｍ、深さ約 0.18mを測る。

断面形状は逆台形である。埋土は褐シルトと暗褐シ

ルト、暗褐シルト～粘土、褐シルト～粘土である。

出土遺物の年代から、ＴＫ 209 ～ＴＫ 217 型式

併行期と判断できる。

10－竪穴 60( 図 97 ～ 98)

　第 10 調査区の中央南側で検出した竪穴建物であ

る。10- 竪穴 50に切られ、10- 竪穴 30を切る。調

査区外に広がるため、全体の平面形状は不明である

が、方形を呈すると考えられる。主軸方位Ｎ -22°-

Ｗを仮定でき、検出面の標高は 36.0m である。推

定規模は、長辺約 3.0m、短辺約 2.4m 以上、深さ

は最深部で約 0.2mを測る。

　調査は埋土掘削の後、貼床面直上で遺構検出を行

い、カマドと周壁溝を検出した。

埋土は灰黄褐シルトである。遺物は須恵器杯身

(257) が出土している。

　貼床は地山ブロック土を含むにぶい黄褐シルトと

褐シルトである。

　カマドは竪穴建物北側西寄りに作り付けられてい

るが、カマドの残存は非常に悪く、基底部のみを確

認した。カマド構築材は暗褐シルトである。遺物は

土師器甕 (258)、土師器片・粘土塊・骨片が出土した。

周壁溝は断面のみで確認でき、幅約 0.33 ｍ、深

さ約 0.07m を測り、埋土は地山ブロック土を含む

褐シルトである。

出土遺物の年代からＴＫ 209 型式併行期と判断

できる。

10－竪穴 30( 図 99)

　第 10 調査区の中央南側で検出した竪穴建物であ

る。10- 竪 50・60 に切られるため、全体の形状は

不明であるが、方形を呈すると考えられる。主軸方

第Ⅲ章　調査の成果



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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2 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト
3 10YR4/4 褐　細砂～シルト…ベース

1 10YR4/3 にぶい黄褐　砂礫混じり細砂～シルト
2 7.5YR4/3 褐　砂礫混じりシルト
3 7.5YR4/4 褐　シルト　やや粘質
4 10YR3/4 暗褐　砂礫混じり粘質土
5 7.5YR4/4 褐　細砂～シルト　やや粘質…ベース

1 10YR3/4 暗褐　シルト～粘土　土器片含む
2 10YR4/4 褐　粘土　地山ブロック 30%
3 10YR5/4 にぶい黄褐　粘土…ベース

1 10YR4/4 褐　シルト～粘土
2 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト
3 7.5YR4/4 褐　粗砂混じりシルト　炭化物含む
4 10YR4/4 褐　シルト　やや粘質
5 10YR3/3 暗褐　粘質土　炭化物・焼土含む

6 7.5YR4/4 褐　シルト…貼床
7 10YR4/4 褐　シルト～粘土
8 7.5YR4/3 褐　砂礫混じりシルト…墳礫
9 10YR3/3 暗褐　粘質土…ベース
10 10YR4/3 にぶい黄褐　極細砂

11 10YR4/3 にぶい黄褐　極細砂
12 10YR3/2 黒褐　極細砂
13 10YR3/4 暗褐　極細砂
14 10YR4/4 褐　極細砂
15 砂礫層
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4 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト
5 7.5YR4/4 褐　細砂～シルト
6 10YR3/3 暗褐　粘質土　炭化物・焼土含む
7 10YR4/4 褐　粗砂混じりシルト
8 10YR4/4 褐　粗砂混じりシルト
9 7.5YR4/4 褐　粗砂混じりシルト
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萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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位Ｎ -15°- Ｗ、検出面の標高は 36.0m である。規

模は、長辺約 3.7m 以上、短辺約 3.2m 以上、深さ

は最深部で約 0.2mを測る。

調査は埋土掘削の後、貼床面直上で遺構検出を

行い、周壁溝の一部を検出した。

埋土はにぶい黄褐シルトと灰黄褐シルトである。

遺物は臼玉 (S24) が出土した。

貼床は地山ブロック土を含む褐シルトである。

周壁溝は一部で確認でき、幅約 0.11 ｍ、深さ約

0.11m を測る。埋土は黒褐シルトと暗褐シルトで

ある。

時期の判明する遺物が出土していないため、遺

構の時期は不明である。

5－竪穴 35( 図 100)

　第５調査区中央で検出した竪穴建物である。5-

竪穴 30 と 4- 竪穴 30・22- 竪穴 6と撹乱に切られ

るため、全体の形状は不明であるが、方形を呈する

と想定できる。主軸方位Ｎ -7°- Ｗ、検出面の標高

は 36.2m である。規模は、長辺約 4.80m、短辺約

2.0m以上、深さは最深部で 0.2mを測る。

調査は埋土掘削の後、貼床面直上で遺構検出を

行い、周壁溝、ピット ( ＳＰ 63・64・65・66) を

検出した。

埋土は褐シルトと黒褐シルト～粘土、暗褐シル

トである。

貼床は暗褐シルトである。

周壁溝は一部で確認でき、幅約 0.14 ｍ、深さ約

0.09mを測る。埋土はにぶい黄褐シルトである。

ＳＰ 64 は円形を呈し、直径約 0.29 ｍ、深さ約

0.33m を測る。断面形状は逆台形である。柱痕が

確認でき、埋土は柱痕が黒褐シルト、掘方が暗褐シ

ルト～粘土である。ＳＰ65は不整形な形状を呈し、

長径約 0.35 ｍ、短軸約 0.35 ｍ、深さ約 0.26m を

測る。断面形状は逆台形に段落ちである。埋土は

黒褐粘土～シルトである。ＳＰ 66 は不整形な形

状を呈し、長径約 0.52 ｍ、短径約 0.37 ｍ、深さ

約 0.18m を測る。断面形状は逆台形である。埋土

は暗褐細砂～シルトである。ＳＰ 63は撹乱に切ら

れるため、全体の形状は不明であるが、残存径約

0.37 ｍ、深さ約 0.14mを測る。断面形状は逆台形

である。埋土は暗褐シルトである。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

ある。

24－竪穴 1( 図 101)

　第 24 調査区の南側で検出した竪穴建物である。

第 7調査区で検出できなかったが、方形を呈する

と想定できる。主軸方位Ｎ -12°- Ｗ、検出面の標

高は 36.4mである。規模は、長辺約 4.0m、短辺約

2.0m以上、深さ約 0.16mを測る。埋土や貼床内に

礫が浮き上がっていることから、地震の影響を受け

ていると考えられる。

　埋土は暗褐礫混じりシルト、貼床は暗褐礫混じり

シルトである。

　周壁溝は一部で確認でき、幅約 0.17 ｍ、深さ約

0.06mを測る。

　支柱穴は３基確認でき、24- ＳＰ２は円形を呈し、

直径約 0.40 ｍ、深さ約 0.30 ｍを測る。断面形状

はＵ字形である。埋土はにぶい黄褐シルトである。

24- ＳＰ４は円形を呈し、直径約 0.31 ｍ、深さ約

0.32m を測る。断面形状はＵ字形である。埋土は

にぶい黄シルトである。７- ＳＰ 31 は円形を呈し、

直径約 0.31 ｍ、深さ約 0.19mを測る。断面形状は

逆台形に段落ちである。埋土は褐灰シルトである。

　24- ＳＰ３は円形を呈し、直径約 0.45 ｍ、深さ

約 0.3 ｍを測る。断面形状は皿状である。埋土は暗

褐シルトである。遺物は須恵器杯身片が出土した。

　遺物の出土が少ないため、遺構の詳細な時期は不

明である。

10－竪穴 1( 図 102)

第 10 調査区中央西よりで検出した竪穴建物であ

る。平面形状はやや歪な方形を呈する。主軸方位

Ｎ-23°-Ｗ、検出面の標高は36.2mである。規模は、

長辺約 4.14m、短辺約 4.10m、深さは最深部で約

0.05mを測る。

　削平により埋土が確認できず、貼床面直上でカマ

ドの一部と周壁溝、支柱穴 ( ＳＰ 26 ～ 29)、ピッ

ト ( ＳＰ 67・68) を検出した。

　貼床はにぶい褐粗砂混じりシルトとにぶい黄褐細

砂～シルトである。遺物は土師器片が出土した。

　カマドは竪穴建物北側に作り付けられていたと想

定できるが、残存状態が極めて悪い。カマド構築材

は褐シルトである。カマド内部は浅く掘窪める。

　周壁溝は一部で確認でき、幅約 0.08 ｍ、深さ約

0.04m を測る。埋土はにぶい黄褐シルトと褐細砂

～シルトである。

　支柱穴は４基確認できた。ＳＰ26は円形を呈し、
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5 10YR4/2 灰黄褐　シルト　炭化物・焼土 1%
6 10YR4/2 灰黄褐　シルト　地山ブロック 1%　焼土 1%
7 10YR4/2 灰黄褐　シルト　地山ブロック 1%
8 7.5YR3/4 暗褐　シルト　10YR6/4 にぶい黄褐色シルト塊 3%　炭化物 1%…周壁溝
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17 7.5YR4/4 褐　シルト
18 7.5YR4/3 褐　シルト…掘形埋土
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1 10YR3/4 暗褐　シルト　
         地山ブロック 2%
2 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト
3 10YR4/4 褐　シルト…ベース

1 10YR4/6 褐　シルト　
        地山ブロック 2%　炭化物 1%
　    土師器含む
2 7.5YR4/3 褐　シルト　
        地山ブロック 3%…貼床
3 7.5YR4/4 褐　シルト…ベース

1 10YR4/6 褐　シルト　地山ブロック 3%　土師器含む
2 7.5YR4/4 褐　シルト　地山ブロック 3%…貼床
3 10YR5/6 黄褐　シルト…ベース
4 10YR5/6 黄褐　シルト　地山ブロック 3%
5 10YR4/6 褐　シルト

1 10YR3/4 暗褐　シルト
2 10YR4/4 褐　極細砂～
         シルト…ベース

1 10YR4/6 褐　シルト　
        地山ブロック 3%
2 7.5YR4/6 褐　シルト
3 7.5YR3/3 暗褐　シルト…ベース

1 7.5YR4/4 褐　シルト
2 5YR3/4 暗赤褐　シルト
3 5YR4/4 にぶい赤褐　シルト
　     地山ブロック 2%
4 5YR3/6 暗赤褐　シルト

5 7.5YR4/3 褐　シルト
6 10YR3/4 暗褐　シルト
7 10YR3/4 暗褐　シルト～粘土
8 10YR4/6 褐　シルト～粘土

1 7.5YR4/4 褐　シルト
2 7.5YR4/3 褐　シルト
3 10YR4/4 褐　シルト　地山ブロック 2%
4 7.5YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック 2%
　     炭化物・焼土含む

SP8
SP9

SP5
SP6

SP1

SP2

SP3

SP4SP156

1

610
11

9

15
12 16

16

16
16

19
19

1919

1
2

3
5

8

7 6
6

4

13
16

18

19
19

17
14

20
20

1

2
33

12 3 12
3

5
4

1 2

SP3

SP3SP2SP1 SP156

SP4

1
2

3

SP5 SP6
1

34
5

2

2
6

7 88

SP8
1

2 2 22

4
3 4

255

S23



第Ⅲ章　調査の成果

0 50 ㎝

（S=1 ／ 20）

…炭
…焼土

T.P.+36.1m
a

a’ T.P.+36.1m
b b’

T.P.+36.1m
c c’

x=142420

x=142418

y=
49
78
7

y=
49
78
8

0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）

0 2.5cm

（玉類：S=1 ／ 1）

12
3

6

1112

12

511 5

11

2 1212

1

23
4

511

12

5 11

a

b

a’

b’

c

c’

1 7.5YR4/4 褐　シルト
2 7.5YR4/2 灰褐　シルト　焼土塊 10%　     土器含む
3 7.5YR5/4 にぶい褐　シルト　炭化物 3%　焼土塊 7%
4 10YR4/4 褐　シルト　炭化物 10%
5 10YR4/4 褐　シルト…カマド構築材
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7 10YR3/4 暗褐　シルト　炭化物・焼土塊 3%
8 10YR4/4 褐　シルト　炭化物 2%
9 10YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック 1%　炭化物 3%
10 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 3%　炭化物・焼土 1%
11 7.5YR4/3 褐　シルト…掘形埋土
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直径約 0.34、深さ約 0.10m を測る。断面形状は皿

状である。埋土は褐シルトである。ＳＰ 27 は逆台

形を呈し、直径約 0.34 ｍ、深さ約 0.13m を測る。

断面形状は逆台形に段落ちである。埋土はにぶい黄

褐細砂～シルトである。ＳＰ 28 は円形を呈し、直

径約 0.30 ｍ、深さ約 0.10m を測る。断面形状は逆

台形である。埋土は褐シルト～粘土である。ＳＰ

29 は円形を呈し、直径約 0.33 ｍ、深さ 0.12m を

測る。断面形状は逆台形である。埋土は褐シルトで

ある。

　ＳＰ 67 は円形を呈し、直径約 0.28 ｍ、深さ約

0.13 ｍを測る。断面形状は椀形である。埋土は褐

砂礫混じりシルトである。ＳＰ 68 は円形を呈し、

直径約 0.28 ｍ、深さ約 0.10 ｍを測る。断面形状

は逆台形である。埋土は褐砂礫混じりシルトである。

　出土遺物が少ないため、遺構の時期は不明である。

45 －竪穴 5( 図 103)

　第 45 調査区の中央で検出した竪穴建物である。

調査区外に広がるため、全体の形状は不明である。

45- ＳＤ４に切られる。主軸方位はＮ -8°- Ｗと想

定でき、検出面の標高は 36.2m である。平面形

状は方形で、規模は、長辺約 6.0m 以上、短辺約

4.0m 以上、深さ約 0.20m を測る。

　調査は埋土掘削の後、貼床面直上で遺構検出を行

い、周壁溝、土坑 ( ＳＫ６) を検出した。第 10 調

査区では、竪穴建物を検出することが出来なかった

が、10- ＳＰ 317 が支柱穴である可能性が考えら

れる。

　埋土は灰黄褐細砂～シルトで、貼床はにぶい黄褐

萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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4 10YR4/4 褐　シルト　10YR4/3 にぶい黄褐色シルト塊 5%…落込み
5 2.5Y4/3 オリーブ褐　シルト…ベース



細砂混じりシルトである。遺物は須恵器杯身片・壺

片が出土した。

　周壁溝は幅約 0.12 ｍ、深さ約 0.05m、埋土は灰

黄褐シルトである。

　10- ＳＰ 317 は、楕円形を呈し、長径約 0.40 ｍ、

短径約 0.29 ｍ、深さ約 0.11m を測る。断面形状は

段落ちに逆台形である。埋土は黄褐シルト～細砂で

ある。

ＳＫ６は竪穴建物中央で検出した土坑である。

調査区外へと広がるため、全体の形状は不明である。

長さ約 0.74 ｍ以上、深さ約 0.22m を測る。断面形

状は不整形である。埋土は上層が黒褐中粒砂混じり

シルト、下層が黒褐中粒砂混じりシルトとにぶい黄

褐シルトである。

時期の判明する遺物が出土していないことから、

遺構の時期は不明である。

4 －竪穴 91( 図 104)

　第４調査区南側で検出した竪穴建物である。主

軸方位Ｎ -5°- Ｅ、検出面の標高は 36.1m である。

現地調査時に、北東側を４- 竪穴 70 として掘削を

行ったが、4- ＳＫ 10( カマド ) とピットの配置関

係、遺物の出土状況から、竪穴建物と判断した。平

面形状は不整方形を呈している。規模は、長辺約

4.20m、短辺 3.80m 以上、最深部で約 0.1m を測る。

　調査は埋土が残っておらず、貼床面直上で遺構検

出を行い、支柱穴 ( ＳＰ 123・124・140)、ピット

( ＳＰ 137) を検出した。

貼床は暗褐シルトと地山ブロック土を含む黒褐

シルトである。遺物は須恵器杯身片・長脚高杯片・

第Ⅲ章　調査の成果
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短脚高杯片が出土した。焼成不良の須恵器が多い。

支柱穴は３基確認でき、ＳＰ 123 は円形を呈し、

直径約 0.49 ｍ、深さ約 0.26mを測る。断面形状は

逆台形である。埋土は灰黄褐シルトである。ＳＰ

124 は円形を呈し、直径約 0.43 ｍ、深さ約 0.18m

を測る。断面形状は椀形である。埋土は上層が暗灰

黄シルト、下層が灰黄褐シルトである。ＳＰ 140

は楕円形を呈し、長軸約 0.5 ｍ、短軸約 0.32 ｍ、

深さ約 0.42 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

ＳＰ 137 は円形を呈し、直径約 0.8 ｍ、深さ約

0.1 ｍを測る。断面形状は皿状である。埋土は暗褐

細礫混じりシルトである。

出土遺物の年代からＴＫ 43型式以降と判断でき

る。

21－竪穴 2( 図 105 ～ 106)

　第 21 調査区南側で検出した竪穴建物である。主

軸方位Ｎ -0°- Ｗ、検出面の標高は 36.1m である。

3- 竪穴 50に切られる。第３・４調査区で竪穴建物

の一部を確認したが、全体の形状が判明したのは、

第 21 調査区の調査段階である。平面形状はほぼ

正方形を呈する。規模は、長辺約 5.50m、短辺約

5.00m、最深部で約 0.2mを測る。

　調査は埋土掘削の後、貼床面直上で遺構検出を行

い、カマドと周壁溝、支柱穴(ＳＰ1・２)を検出した。

　埋土は暗褐粗砂混じり細砂～シルトである。遺

物は須恵器杯身 (260)・高杯 (261)、土師器把手

(262)、製塩土器片、不明鉄器が出土した。

　貼床は地山ブロック土を含む黒褐シルトで、貼床

直上から須恵器杯蓋 (259) が出土した。　

　カマドは竪穴建物北側中央に作り付けられ、煙道

が延びる。カマド構築材は、カマド袖が暗褐粗砂混

じりシルト～粘土、カマド底部が黒褐粗砂混じりシ

ルト～粘土である。カマド内部には炭層が確認でき

た。カマドの機能面と考えられる。またカマド内部

上層の堆積には、焼土や炭化物が確認でき、カマ

ドの上部構造の崩落土と考えられる。煙道は長さ約

1.24 ｍ、幅約 0.25 ｍ、深さ約 0.13 ｍを測る。埋

土は黒褐細礫混じりシルト～粘土である。遺物はカ

マド内から須恵器杯身片が出土した。

　周壁溝は一部で確認でき、幅約 0.11 ｍ、深さ約

0.13m を測る。埋土は極暗褐粘土混じり粗砂であ

る。

　支柱穴は２基確認でき、ＳＰ 1は楕円形を呈し、

長径約 0.60 ｍ、短径約 0.43 ｍ、深さ約 0.17m を

測る。断面形状は「へ」字形である。埋土は単層で、

灰褐細砂～シルトである。ＳＰ２は円形を呈し、直

径約 0.47m、深さ約 0.22mを測る。断面形状は逆

台形である。埋土は３層に分層でき、上層が黒褐シ

ルト～粘土、下層が黒褐細砂～シルトと暗褐粘土混

じり細砂～シルトである。

　出土遺物の年代から、ＴＫ 209 型式併行期と判

断できる。

3－竪穴 50( 図 107 ～ 108)

　第３調査区南側で検出した竪穴建物である。主軸

方位Ｎ -12°- Ｗ、検出面の標高は 36.3m である。

21- 竪穴 2を切る。建物南側では礫の盛り上がりが

確認でき、後述する地震痕跡の可能性が考えられる。

平面形状はやや歪な方形を呈している。規模は、長

辺約 5.80m、短辺約 5.30m、最深部で約 0.35mを

測る。

調査は埋土掘削の後、貼床面直上で遺構検出を

行い、カマドと支柱穴 ( ＳＰ 61・63 ～ 65)、ピッ

トを検出した。

　埋土は黒褐シルト～極細砂と褐灰シルト、暗褐

シルト～極細砂、灰黄褐極細砂、暗褐シルト、褐

灰極細砂である。遺物は須恵器杯蓋 (264)・高杯

蓋 (265・266)、土師器壺 (267)・甕 (269)、臼玉

(S25)、鉄鏃 (T18)、須恵器杯身片・杯蓋片・高杯片・

甕片、土師器甑片・高杯片・製塩土器片が出土した。

　貼床は地山ブロック土を含む黒褐シルトである。

竪穴建物南側では、床面を確認できなかった。遺物

は須恵器杯蓋 (263)、土師器鉢 (268) が出土した。

　カマドは竪穴建物北側やや東寄りに作り付けられ

る。カマド構築材は、にぶい黄褐シルトと地山ブロ

ック土を含む褐灰シルト～極細砂である。カマド内

部では、下層で炭化物層が確認できた。カマドの機

能面と想定できる。またカマド内部上層の堆積は、

焼土塊や炭化物を含む堆積層が確認できたことか

ら、カマドの上部構造物の崩落土と考えられる。遺

物は須恵器壺片が出土した。

　支柱穴は４基確認できた。ＳＰ 61 は円形を呈

し、直径約 0.59 ｍ、深さ約 0.19mを測る。断面形

状は不整形である。埋土は黄灰シルトと黒褐シルト

である。遺物は須恵器杯身片が出土した。ＳＰ 63

は円形を呈し、直径約 0.46 ｍ、深さ約 0.29mを測

る。断面形状は逆台形である。埋土は上層が地山ブ

第Ⅲ章　調査の成果
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3 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト
4 10YR3/3 暗褐　細砂混じりシルト…住居埋土
5 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト…貼床

1 2.5Y5/3 黄褐　シルト～細砂
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ロック土を含む黄灰シルト、下層が黄灰シルトであ

る。ＳＰ 64 は円形を呈し、直径約 0.38 ｍ、深さ

約 0.20m を測る。断面形状は椀形である。埋土は

褐灰シルトと黒褐シルトである。ＳＰ 65は円形を

呈し、直径約 0.32 ｍ、深さ約 0.25mを測る。断面

形状は逆台形である。埋土は黒褐シルトである。

　出土遺物の年代からＴＫ 209 ～ＴＫ 217 型式併

行期と判断できる。

22－竪穴 1( 図 109 ～ 110)

　第 22 調査区中央で検出した竪穴建物である。平

面形状は方形を呈すると想定できる。主軸方位

Ｎ -5°- Ｅ、検出面の標高は 36.1m である。4- 竪

穴 30・90 を切る。規模は、長辺約 5.70m、短辺

約 5.50m以上、深さは最深部で 0.2mを測る。

調査は埋土掘削の後、貼床面直上で遺構検出

を行い、カマドと周壁溝、支柱穴 ( ４- ＳＰ 95・

125、22- ＳＰ 5・７)、ピット (22- ＳＰ６) を検出

した。

　埋土は褐粗砂混じりシルト～粘土である。遺物は

須恵器高杯片・壺片、土師器甕片・製塩土器片が出

土した。

萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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　貼床は、暗褐細礫混じり極細砂～シルトと黒色シ

ルトブロックを含む暗褐極細砂である。遺物は床面

直上から須恵器杯身 (270)、土師器壺片が出土した。

カマドは竪穴北側中央に作り付けられ、内部を

やや掘窪める。カマド構築材は、にぶい黄褐極細砂

混じりシルト～粘土である。カマド内部には、炭化

物を多量に含む黒褐シルト混じり粘土が堆積してお

り、機能面と考えられる。機能面上面の堆積は、カ

マド上部構造の崩落土の可能性が高い。

周壁溝は一部で確認でき、幅約 0.34 ｍ、深さ約

0.08m を測る。埋土は暗褐粗砂混じり極細砂であ

る。

支柱穴は４基確認でき、4- ＳＰ 95は円形を呈し、

直径約 0.42 ｍ、深さ約 0.22mを測る。断面形状は

逆台形である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が黒褐

細砂～シルト、掘方が地山ブロック土を含む暗褐細

砂である。4-ＳＰ125は円形を呈し、直径約0.42ｍ、

深さ約 0.37m を測る。断面形状はやや歪なＵ字形

である。埋土は黒褐シルトと炭化物を含む黒シルト、

黒褐シルト～粘土である。22-ＳＰ5は円形を呈し、

直径約 0.47m、深さ約 0.50mを測る。断面形状は

逆台形である。埋土は暗褐シルトである。22- ＳＰ

７は円形を呈し、直径約 0.44 ｍ、深さ約 0.30mを

測る。断面形状は逆台形に段落ちである。埋土は暗

褐シルトである。

22- ＳＰ６は楕円形を呈し、直径約 0.43 ｍ、短

径約 0.36 ｍ、深さ約 0.45mを測る。断面形状はＵ

字形である。埋土は黒褐粘質シルトである。遺物は

製塩土器片が出土した。

出土遺物の年代から、ＴＫ 209 型式併行期と判

断できる。

10－竪穴 120( 図 111)

　第 10 調査区の東側で検出した竪穴建物の可能性

がある遺構である。撹乱に切られ、調査区外に広が

るため、全体の形状は不明であるが、方形を呈する

可能性がある。主軸方位Ｎ -9°- Ｗ、検出面の標高

は 35.8m である。規模は、長辺約 5.0m 以上、短

辺約 3.8m以上、最深部で約 0.2mを測る。

　竪穴プランや貼床面、掘方底部が非常に歪な状況

となっており、後述する地震痕跡の可能性が考えら

れる。

埋土は褐シルト、貼床が暗褐シルトである。

貼床面でＳＰ 114 を、掘方でＳＰ 117・118 を

検出した。ＳＰ 114 は撹乱に切られるため、全

体の形状は不明であるが、楕円形を呈すると考え

られる。長径約 0.83 ｍ、短径約 0.57 ｍ、深さ約

0.18m を測る。断面形状は不整形である。埋土は

暗褐シルトである。ＳＰ 117 は瓢箪状を呈し、直

径約 0.68 ｍ、短径約 0.38 ｍ、深さ約 0.32mを測る。

断面形状はＵ字形である。埋土は上層が暗褐シルト

～粘土、下層が黒褐シルトである。ＳＰ 118 はや

や歪な円形を呈し、直径約 0.31 ｍ、深さ約 0.37m

を測る。断面形状はＶ字形である。埋土は上層が暗

褐シルト、下層が暗褐極細砂～シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

7・24－竪穴 3( 図 112)

　第７・24 調査区の北側で検出した竪穴建物であ

る。主軸方位Ｎ -63°- Ｅ、検出面の標高は 36.1m

である。平面形状はやや横長の方形を呈する。規模

は、長辺約 3.50m、短辺約 3.20m、深さ約 0.32m

を測る。平面での確認はできなかったが、東カマド

であったことが断面で確認できた。埋土を掘削後、

貼床面で検出を行い周壁溝と支柱穴２基を確認した

が、残りの支柱穴は確認出来なかった。

埋土は褐細砂～シルトである。遺物は須恵器杯

蓋片が出土した。

貼床は暗褐砂礫混じりシルトと暗褐砂礫混じり

シルト、褐粗砂混じりシルトである。床面直上から

土師器鍋 (271)、貼床内から須恵器高杯脚部片・壺

が出土した。

カマドは東カマドで、カマド構築材は褐粗砂混

じりシルトで、カマド内部の堆積は、暗褐粗砂混じ

り細砂～シルトと黒褐粗砂混じり粘質土で、カマド

の上部構造の崩落土と考えられる。

周壁溝は幅約 0.10 ｍ、深さ約 0.09m を測る。

埋土は暗褐粗砂混じり細砂～シルトである。

24- ＳＰ 1は円形を呈し、直径約 0.25 ｍ、深さ

約 0.21m を測る。断面形状は逆台形に柱痕の段落

ちである。柱痕が確認でき、柱痕の埋土がにぶい黄

褐シルト、埋土が地山ブロック土を含むにぶい黄褐

細砂～シルトである。

7- ＳＰ１は円形を呈し、直径約 0.25 ｍ、深さ約

0.21mを測る。断面形状は逆台形に段落ちである。

埋土は暗褐細砂～シルトである。

出土遺物の年代から、古墳時代後期前半と推定

しておく。

第Ⅲ章　調査の成果



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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4 10YR1.7/1 黒　粘土…炭層
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萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）
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12 10YR3/1 黒褐　シルト…ベース
13 2.5Y3/1 黒褐　シルト　小礫 3%

263・268：床面直上
264 ～ 267・269・ 
S25・T18：埋土

0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）
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（鉄器：S=1 ／ 2）
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（玉類：S=1 ／ 1）
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3 10YR3/3 暗褐　粗砂混じり極細砂
4 10YR3/3 暗褐　細礫混じり極細砂～シルト

5 10YR3/3 暗褐　極細砂　黒色シルトブロック 5%
6 10YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック斑状に含む　炭化物含む
7 10YR2/3 黒褐　粘質シルト　地山ブロック 3%　焼土塊含む
8 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 3%
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270：床面
0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）
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1 10YR3/4 暗褐　粗砂混じりシルト～粘土　炭化物・焼土含む　土器片含む
2 7.5YR3/2 黒褐　粗砂混じり粘土　炭化物・焼土多量含む
3 10YR2/2 黒褐　シルト混じり粘土　炭化物多量含む
4 10YR3/3 暗褐　シルト～粘土　炭化物・焼土含む
5 10YR4/3 にぶい黄褐　極細砂混じりシルト～粘土
6 10YR4/4 褐　粗砂混じりシルト～粘土
7 10YR3/4 暗褐　シルト～粘土　地山ブロック斑状に含む　炭化物・焼土含む…貼床
8 7.5YR4/3 褐　粗砂混じり極細砂～シルト…ベース

1 10YR2/2 黒褐　シルト
2 10YR2/1 黒　シルト　炭化物含む
3 10YR3/2 黒褐　シルト
4 10YR3/3 暗褐　シルト
5 10YR2/3 黒褐　シルト～粘土
6 10YR4/4 褐　シルト…ベース
7 10YR4/4 褐　シルト～極細砂…ベース

1 10YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック斑状に含む　炭化物含む
2 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 3%　土器片含む
3 7.5YR2/2 黒褐　極細砂～シルト

1 7.5YR3/2 黒褐　細砂～シルト
2 7.5YR3/3 暗褐　細砂　地山ブロック含む
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2 7.5YR3/3 暗褐　シルト
3 7.5YR2/3 極暗褐　シルト
4 7.5YR3/4 暗褐　シルト
5 7.5YR4/3 褐　シルト～粘土

6 10YR3/3 暗褐　シルト
7 7.5YR4/3 褐　細砂～シルト
8 7.5YR4/4 褐　極細砂～シルト…ベース
9 7.5YR3/3 暗褐　粘質土　炭化物・焼土含む

1 7.5YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック 2%
2 10YR3/4 暗褐　シルト…ベース 1 10YR3/4 暗褐　シルト

2 10YR3/4 暗褐　極細砂～シルト
3 10YR4/3 にぶい黄褐　極細砂～シルト

1 10YR3/4 暗褐　シルト～粘土
2 10YR2/3 黒褐　シルト
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271：床面直上
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1 7.5YR3/3 暗褐　細砂～シルト

1 10YR5/3 にぶい黄褐　細砂～シルト　炭化物・焼土若干含む
2 10YR4/2 灰黄褐　細砂～シルト
3 7.5YR3/4 暗褐　粗砂混じり細砂～シルト　炭化物・焼土含む　土器片含む
4 10YR3/2 黒褐　粗砂混じり粘質土　炭化物・焼土含む
5 7.5YR4/4 褐　粗砂混じりシルト
6 7.5YR4/3 褐　粗砂混じり粘質土　炭化物含む
7 7.5YR3/4 暗褐　粗砂混じり細砂～シルト　やや粘質　炭化物含む
8 7.5YR4/4 褐　細砂～シルト

1 10YR5/3 にぶい黄褐　シルト
2 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シル  
 ト　地山ブロック含む

9 10YR3/4 暗褐　粗砂混じり細砂～シルト…周壁溝
10 10YR5/4 にぶい黄褐　細砂～シルト…クラック ?
11 10YR3/4 暗褐　砂礫混じりシルト　地山ブロック 3%…貼床
12 10YR3/4 暗褐　砂礫混じりシルト　しまりあり　地山ブロック 2%　
         炭化物含む…貼床
13 7.5YR4/4 褐　粗砂混じりシルト　やや粘質…貼床
14 10YR3/3 暗褐　粗砂混じりシルト…遺物包含層
15 10YR5/4 にぶい黄褐　細砂…ベース

271

271



42 －竪穴 1( 図 113)

　第 42 調査区の南側で検出した竪穴建物の可能性

がある遺構である。調査区外に広がるため、全体の

形状は不明である。主軸方位Ｎ -12°- Ｗ、検出面

の標高は36.4mである。規模は、長辺約2.0m以上、

短辺約 0.7m以上、深さ 0.20mを測る。

埋土は暗褐シルト質極細砂で、貼床は地山ブロ

ック土を含むにぶい黄褐シルト混じり細砂である。

　遺物は須恵器杯身片・杯蓋片が出土したが、いず

れも細片のため、時期は不明である。

42－竪穴 3( 図 113)

　第 42 調査区の北側で検出した竪穴建物の可能性

がある遺構である。調査区外に広がる。主軸方位

Ｎ -10°- Ｗ、検出面の標高は 36.3m である。平面

形状は不明で、規模は、長辺約 1.5m以上、短辺約

1.2m以上、深さ約 0.30mを測る。

埋土は褐シルト混じり細砂、貼床がにぶい黄褐

シルト混じり細砂である。

遺物は須恵器片、土師器片が出土したが、いず

れも細片のため、時期は不明である。

43－竪穴 7( 図 113)

　第 43 調査区の中央で検出した竪穴建物の可能性

がある遺構である。調査区外に広がるため、全体の

形状は不明である。主軸方位Ｎ -20°- Ｗ、検出面

の標高は36.3mである。規模は、長辺約1.2m以上、

短辺約 0.8m以上、深さ約 0.30mを測る。

埋土は黒褐粗砂混じりシルト、貼床がにぶい黄

褐細砂～シルトである。

遺物は土師器片が出土したが、細片のため時期

は不明である。

5－竪穴 45( 図 113)

　第５調査区南側で検出した竪穴建物の可能性があ

る遺構である。第22調査区では確認できなかった。

主軸方位Ｎ-42°-Ｗ、検出面の標高は36.4mである。

検出プランは歪であるが、平面形状は方形を呈する

と想定できる。規模は、長辺約 2.3m以上、短辺約

2.0m以上、最深部で約 0.2mを測る。

埋土は炭化物・焼土多量含む褐灰細砂、貼床は

暗褐シルトである。遺物は土師器高杯 (272) が出土

した。

　ＳＰ 60は支柱穴と考えられる。平面形状は円形

を呈し、直径約 0.38 ｍ、深さ約 0.17mを測る。断

面形状は逆台形である。柱痕が確認でき、埋土は柱

痕が黒褐細砂～シルト、掘方が暗褐細砂である。

出土遺物の年代から、古墳時代中期後半頃と判

断できる。

萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）



第Ⅲ章　調査の成果

0 1ｍ

（S=1 ／ 40）

…炭

y=
49
78
1

y=
49
78
2

x=142370

x=142372

T.P.+36.5m
NE SW        

T.P.+36.5m
SW NE

SP60

SP60

5- 竪穴 45

1 233

1

2 側溝

1 10YR4/1 褐灰　細砂　炭化物・焼土多量含む
2 10YR3/3 暗褐　シルト…貼床

1 10YR2/3 黒褐　細砂～シルト　径 2 ㎝大の円礫
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1 10YR2/2 黒褐　粗砂混じりシルト　径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 10%
　     炭化物含む
2 10YR4/1 褐灰　シルト～細砂　径 1 ㎝程度の地山ブロック 7%
3 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト　径 1 ～ 2 ㎝程度の 1 層ブロック 3%

1 10YR3/3 暗褐　シルト質極細砂　地山ブロック 3%
2 10YR5/3 にぶい黄褐　シルト混じり細砂　地山ブロック 5%

1 2.5Y5/3 黄褐　シルト質極細砂　地山ブロック 3%
2 10YR4/4 褐　シルト混じり細砂
3 10YR5/3 にぶい黄褐　シルト混じり細砂　粘性強



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）

( ２)　掘立柱建物

5・23 －掘立 2( 図 114)

　第５・23 調査区中央やや北寄りで検出した２間

×２間の掘立柱建物である。5-ＳＤ11に切られる。

23- ＳＰ 12・14・15、5- ＳＰ 22・18・50 の６

基で構成する。主軸方位は N-19°-W、検出面の標

高は 36.2 ～ 36.1m である。梁行総長約 4.2m、桁

行総長約 4.7m、床面積は約 19.7㎡を測る。柱穴の

芯芯間距離は約 0.75 ～ 2.2mである。

23- ＳＰ 12 は円形を呈し、直径約 0.6 ｍ、深さ

約 0.2 ｍを測る。断面形状は逆台形に柱痕の段落ち

である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が黒褐シルト、

掘方が地山ブロック土を含む黒褐シルトと暗褐シ

ルトである。23- ＳＰ 14 は楕円形を呈し、長径約

0.5 ｍ、短径約 0.4 ｍ、深さ約 0.18 ｍを測る。断

面形状は逆台形である。埋土は上層が暗褐シルト、
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1 10YR2/3 黒褐　シルト　地山ブロック 5%
2 10YR3/2 黒褐　シルト　地山ブロック 10%
3 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 15%
4 10YR3/2 黒褐　シルト　地山ブロック 30%
5 10YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック 30%
6 10YR2/3 黒褐　シルト～粘土　地山ブロック 10%
7 7.5YR2/2 黒褐　シルト～粘土　地山ブロック 5%
8 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　黒褐色シルト～粘土塊 5%
9 10YR3/3 暗褐　シルト～粘土　地山ブロック 10%

10 10YR4/3 にぶい黄褐　極細砂…ベース
11 10YR3/2 黒褐　細砂　黄色土ブロック 3%
12 10YR3/4 暗褐　細砂
13 7.5YR2/3 極暗褐　細砂～シルト
14 10YR3/3 暗褐　細砂
15 7.5YR2/3 極暗褐　細砂
16 7.5YR3/4 暗褐　細砂
17 10YR3/2 黒褐　細砂　黄色土ブロック 3%
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（土器：S=1 ／ 4）
273：SP14
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下層が黒褐シルト～粘土である。23- ＳＰ 15 は楕

円形を呈し、長径約 0.45 ｍ、短径約 0.32 ｍ、深

さ約 0.23 ｍを測る。断面形状は逆台形に柱痕の段

落ちである。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が黒褐シ

ルト、掘方が黒褐シルト～粘土とにぶい黄褐シルト

である。５- ＳＰ 22 は円形を呈し、直径約 0.56 ｍ、

深さ約 0.3 ｍを測る。断面形状は逆台形に柱痕の段

落ちである。埋土は黒褐細砂である。５- ＳＰ 18

は円形を呈し、直径約 0.5 ｍ、深さ約 0.26 ｍを測る。

断面形状は逆台形である。柱痕が確認でき、埋土は

柱痕が極暗褐細砂～シルトと暗褐細砂、掘方が暗褐

細砂である。５- ＳＰ 50 は円形を呈し、直径約 0.6

ｍ、深さ約 0.24 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

埋土は黒褐細砂である。

遺物は 23- ＳＰ 14 から須恵器杯蓋 (273)、23-

ＳＰ 12 から須恵器高杯 (274) が出土した。図示

した遺物の他に、23- ＳＰ 15 から須恵器高杯片・

壺片、５- ＳＰ 18 から須恵器杯身片が出土した。 

　出土遺物からＭＴ 15 ～ＴＫ 10 型式併行期と判

断できる。

5・22 －掘立 1( 図 115)

　第５・22・４調査区の北側で検出した２間×３

間の総柱建物である。22- ＳＰ４・９・11・14・

15、５- ＳＰ５～８・10・13、４- ＳＰ 88 の 12

基で構成する。主軸方位は N-75°-E、検出面の標

高は 36.1m である。梁行総長約 4.1m、桁行総長約

4.5m、床面積は約 18.5㎡を測る。芯芯間距離は約

2.1 ～ 1.5m である。

５- ＳＰ７は隅丸方形を呈し、長辺約 0.64 ｍ、

短辺約 0.5 ｍ、深さ約 0.3 ｍを測る。断面形状は逆

台形である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が暗褐シ

ルト、掘方が褐細砂～シルトと黒褐シルトである。

５- ＳＰ 10 は不整形な形状を呈し、長辺約 0.78 ｍ、

短辺約 0.58 ｍ、深さ約 0.38 ｍを測る。断面形状

は逆台形に柱痕の段落ちである。柱痕が確認でき、

埋土は柱痕が暗褐シルト、掘方が黒褐シルトと暗

褐細砂～シルトである。５- ＳＰ 13 は隅丸方形を

呈し、長辺約 0.7 ｍ、短辺約 0.58 ｍ、深さ約 0.28

ｍを測る。断面形状は不整形である。埋土は暗褐シ

ルトと黒褐シルト、褐細砂である。抜取の可能性が

考えられる。５- ＳＰ６は隅丸方形を呈し、長辺約

0.6 ｍ、短辺約 0.52 ｍ、深さ約 0.3 ｍを測る。断

面形状は逆台形である。柱痕が確認でき、埋土は柱

痕が暗褐シルト、掘方が褐細砂～シルトと黒褐シル

トである。５- ＳＰ８は一部を撹乱に切られるため、

全体の形状は不明であるが、やや歪な円形を呈す

ると考えられる。直径約 0.8 ｍ、深さ約 0.3 ｍを測

る。断面形状は逆台形に柱痕の段落ちである。柱痕

が確認でき、埋土は柱痕が暗褐シルト、掘方が黒褐

シルトと暗褐細砂である。22- ＳＰ 14 は一部を撹

乱に切られるため、全体の形状は不明であるが、楕

円形を呈すると考えられる。長径約 0.86 ｍ、短径

約 0.56 ｍ、深さ約 0.3 ｍを測る。断面形状は U 字

形である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が黒褐シル

ト、掘方が地山ブロック土を含む黒褐シルトと暗褐

シルトである。５- ＳＰ５は隅丸長方形を呈し、長

辺約 0.75 ｍ、短辺約 0.58 ｍ、深さ約 0.37 ｍを測る。

断面形状は逆台形に柱痕の段落ちである。柱痕が確

認でき、埋土は柱痕が暗褐シルト、掘方が黒褐シル

トである。22- ＳＰ９は隅丸長方形を呈し、長辺約

0.7 ｍ、短辺約 0.54 ｍ、深さ約 0.4 ｍを測る。断

面形状は逆台形に柱痕の段落ちである。柱痕が確認

でき、埋土は柱痕が暗褐シルト、掘方が暗褐シルト

と褐シルトである。22- ＳＰ 15 は隅丸方形を呈し、

長辺約 0.64 ｍ、短辺約 0.62 ｍ、深さ約 0.33 ｍを

測る。断面形状は U 字形である。柱痕が確認でき、

埋土は柱痕が黒褐シルト、掘方が暗褐シルトと黒褐

シルトである。22- ＳＰ４は隅丸方形を呈し、長辺

約 0.6 ｍ、短辺約 0.54 ｍ、深さ約 0.32 ｍを測る。

断面形状は U 字形である。柱痕が確認でき、埋土

は柱痕が黒褐細砂～シルトと灰黄褐シルト、掘方が

暗褐シルトと褐シルトである。22- ＳＰ 11 は撹乱

に切られるため、形状は不明である。直径約 0.66

ｍ、深さ約 0.33 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

柱痕が確認でき、埋土は柱痕が黒褐シルトと灰黄褐

シルト、にぶい黄褐細砂～シルトである。掘方が暗

褐シルトと褐シルトである。４- ＳＰ 88 は不整形

な形状を呈する。直径約 0.64 ｍ、深さ約 0.6 ｍを

測る。断面形状は逆台形である。柱痕が確認でき、

埋土は柱痕が黒褐細砂、掘方が黒褐シルトと暗褐シ

ルト、黒褐細砂～シルトである。

　遺物はＳＰ４から須恵器片、土師器片が出土して

いる。

出土遺物が細片であるため、詳細な時期は不明

であるが、主軸方位から古墳時代後期と想定できる。
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1 10YR3/3 暗褐　シルト
2 10YR2/3 黒褐　シルト　黄色ブロック 3%
3 10YR4/4 褐　細砂～シルト　黒色ブロック 2%

4 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト
5 10YR2/3 黒褐　シルト
6 10YR4/4 褐　細砂

1 10YR3/2 黒褐　シルト　炭化物含む
2 10YR2/3 黒褐　シルト　地山ブロック 2%
3 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック斑状に 3%

4 10YR3/2 黒褐　シルト
5 10YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック 5%
6 10YR2/2 黒褐　シルト
7 10YR3/3 暗褐　シルト

8 10YR2/2 黒褐　細砂
9 10YR2/3 黒褐　シルト
10 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック含む
11 10YR2/3 黒褐　細砂～シルト

1 10YR3/3 暗褐　シルト　炭化物含む
2 10YR2/3 黒褐　シルト　黄色ブロック 3%
3 10YR3/4 暗褐　細砂
4 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 2%　径 3 ～ 4 ㎝大の亜角礫含む　炭化物多量含む
5 10YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック斑状に含む

1 10YR2/2黒褐　細砂～シルト　炭化物含む　土器片含む
2 10YR4/2灰黄褐　シルト　弱グライ化
3 10YR3/4暗褐　シルト　地山ブロック斑状に含む

4 10YR4/4褐　シルト　黒色粘土ブロック5%
5 10YR3/3暗褐　シルト
6 10YR4/4褐　細砂～シルト　黒色土ブロック5%
7 10YR2/3黒褐　シルト　黄色土ブロック3%

6 10YR4/4 褐　シルト　黒色粘土ブロック 5%
7 10YR3/2 黒褐　シルト　炭化物含む
8 10YR4/2 灰黄褐　シルト　弱グライ化
9 5YR4/3 にぶい赤褐　シルト　Fe 沈着
10 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト…ベース
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2 10YR3/3 暗褐　シルト　しまりあり
3 10YR3/2 黒褐　細砂　地山ブロック含む

4 10YR3/1 黒褐　シルト　炭化物含む
5 10YR3/2 黒褐　シルト
6 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト

7 7.5YR3/3 暗褐　シルト
8 10YR3/1 黒褐　細砂～シルト
9 7.5YR3/3 暗褐　細砂～シルト
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4 －掘立 2( 図 116)

　第４調査区の中央やや北寄りで検出した２間×

２間の掘立柱建物である。ＳＰ 26・27・28・29・

61・104・109 の 7 基で構成する。主軸方位は

N-81°-E、検出面の標高は 36.2m である。梁行総

長約 3.80m、桁行総長約 6.45m、床面積は約 24.5

㎡を測る。芯芯間距離は約 1.6 ～ 3.4mである。

ＳＰ 61 は円形を呈し、直径約 0.4 ｍ、深さ約

0.26 ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土は

灰黄褐シルトである。ＳＰ 104 は円形を呈し、直

径約 0.45 ｍ、深さ約 0.2 ｍを測る。断面形状は逆

台形である。埋土は暗褐細砂～シルトである。ＳＰ

109 は円形を呈し、直径約 0.45 ｍ、深さ約 0.08

ｍを測る。断面形状は U字形である。埋土は黒褐

細砂～シルトである。ＳＰ 29は楕円形を呈し、長

径約 0.48 ｍ、短径約 0.36 ｍ、深さ約 0.34 ｍを測

る。断面形状は筒型である。埋土は暗褐シルトであ

る。ＳＰ 28は円形を呈し、直径約 0.4 ｍ、深さ約

0.3 ｍを測る。断面形状はU字形である。柱痕が確

認でき、埋土は柱痕が暗褐シルト、掘方が黒褐シル

トとにぶい黄褐細砂～シルトである。ＳＰ 27は円

形を呈し、直径約 0.4 ｍ、深さ約 0.3 ｍを測る。断

面形状は逆台形である。埋土は上層が暗褐シルト、

下層が黒褐細砂である。ＳＰ 26はやや歪な円形を

呈し、直径約 0.4 ｍ、深さ約 0.33 ｍを測る。断面

形状は筒型である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が

黒褐シルト、掘方が暗褐シルトと黒褐細砂である。

遺物は出土していないため、時期は不明である。

4－掘立 3( 図 117)

　第４調査区の北側で検出した２間×２間の側柱

建物である。４- 掘立１と４- ＳＫ 25 に切られる。

ＳＰ 60・82・89・101・103・119・134 の７基

で構成する。主軸方位は N-19°-W、検出面の標高

は 36.0m である。梁行総長約 4.00m、桁行総長約

4.20m、床面積は約 16.8㎡を占める。芯芯間距離

は約 2.2 ～ 2.0mである。

ＳＰ 89 はＳＰ 35 に切られるため、全体の形状

は不明であるが、円形を呈すると想定できる。直径

約 0.9 ｍ、深さ約 0.6 ｍを測る。断面形状は逆台形

に段落ちである。埋土は暗褐シルトと黒褐シルト、

にぶい黄褐細砂～シルトである。ＳＰ 134 は円形

を呈し、直径約 0.7 ｍ、深さ約 0.18 ｍを測る。断

面形状は逆台形に柱痕の段落ちである。柱痕が確認

でき、埋土は柱痕が黒褐シルト、掘方が黒褐細砂～

シルトと暗褐シルト、暗褐細砂～シルトである。Ｓ

Ｐ 103 は楕円形を呈し、長径約 0.84 ｍ、短径約

0.66 ｍ、深さ約 0.3 ｍを測る。断面形状は逆台形

に段落ちである。埋土は暗褐細砂～シルトと黒褐細

砂～シルトである。ＳＰ 119 は円形を呈し、直径

約 0.9 ｍ、深さ約 0.28 ｍを測る。断面形状は逆台

形に柱痕の段落ちである。柱痕が確認でき、埋土は

柱痕が暗褐細砂～シルト、掘方が暗褐粗砂混じりシ

ルトと暗褐細砂～シルトである。ＳＰ 101 は円形

を呈し、直径約 0.7 ｍ、深さ約 0.33 ｍを測る。断

面形状は逆台形に柱痕の段落ちである。柱痕が確認

でき、埋土は柱痕が黒褐細砂～シルト、掘方が暗褐

シルトと黒褐シルトである。ＳＰ 60は撹乱に切ら

れるため、全体の形状は不明であるが、隅丸方形を

呈すると考えられる。長辺約 0.5 ｍ、深さ約 0.22

ｍを測る。断面形状は逆台形である。柱痕が確認で

き、埋土は柱痕が暗褐細砂～極細砂、掘方が黒褐シ

ルトである。ＳＰ 82 はやや歪な隅丸方形を呈し、

長辺約0.64ｍ、短辺約0.6ｍ、深さ約0.48ｍを測る。

断面形状は逆台形に段落ちである。埋土は黒褐シル

トと黒褐細砂～シルト、黒シルトである。

遺物が出土していないため、詳細な時期は不明

であるが、主軸方位から、古墳時代後期前半と想定

できる。

4－掘立 4( 図 118)

　第４調査区の北側で検出した 2× 2間の側柱建

物である。４－掘立１に切られる。ＳＰ 49・57・

84・85・86・108・112・116 の８基で構成する。

主軸方位はN-11°-W、検出面の標高は 36.0mであ

る。梁行総長約 3.90m、桁行総長約 4.00m、床面

積は約 15.6㎡を測る。芯芯間距離は約 2.0 ～ 1.9m

である。

　ＳＰ 85は楕円形を呈し、長径約 0.8 ｍ、短径約

0.66 ｍ、深さ約 0.23 ｍを測る。断面形状は逆台

形である。埋土は上層が暗オリーブ褐細砂～シル

ト、下層がオリーブ褐シルトである。ＳＰ 84は楕

円形を呈し、長径約 0.68 ｍ、短径約 0.6 ｍ、深さ

約 0.3 ｍを測る。断面形状は不整形である。埋土は

上層が黒褐シルト、下層が暗褐細砂である。ＳＰ

112 は楕円形を呈し、長径約 0.68 ｍ、短径約 0.56

ｍ、深さ約 0.22 ｍを測る。断面形状は不整形であ

る。埋土は上層がにぶい黄褐細砂～シルト、下層が
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1 10YR3/3 暗褐　細砂～極細砂　地山ブロック含む
2 10YR3/1 黒褐　シルト
3 10YR3/2 黒褐　シルト　地山ブロック含む
4 10YR3/1 黒褐　シルト　径 3 ㎝程度の地山ブロック亜角礫状に含む
5 10YR3/1 黒褐　細砂～シルト　しまり強　径 5 ㎝程度のブロック含む
6 10YR2/1 黒　シルト
7 10YR3/4 暗褐　シルト
8 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト
9 10YR3/2 黒褐　シルト
10 7.5YR3/2 黒褐　シルト　地山ブロック 2%

11 10YR2/3 黒褐　細砂～シルト
12 10YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック多量含む
13 7.5YR3/4 暗褐　細砂～シルト　地山ブロック 3%
14 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト
15 7.5YR3/4 暗褐　細砂～シルト　やや粘質
16 7.5YR3/2 黒褐　細砂～シルト
17 7.5YR3/2 黒褐　シルト
18 10YR3/4 暗褐　粗砂混じりシルト　しまりあり
19 7.5YR3/3 暗褐　粗砂混じりシルト
20 7.5YR3/3 暗褐　細砂～シルト
21 10YR2/3 黒褐　シルト



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）

暗褐細砂～シルトである。ＳＰ 108 は不整形な形

状を呈し、直径約 0.6 ｍ、深さ約 0.3 ｍを測る。断

面形状は不整形である。埋土は上層が暗褐細砂、下

層が暗褐細砂～シルトである。ＳＰ 86は不整形な

形状を呈し、直径約 0.55 ｍ、深さ約 0.27 ｍを測る。

断面形状は逆台形である。柱痕が確認でき、埋土は

柱痕が暗褐シルト、掘方が地山ブロック土を含む暗

褐シルトとにぶい黄褐シルト、黒褐細砂～シルトで

ある。ＳＰ 49は不整形な形状を呈し、長径約 0.77

ｍ、短径約 0.66 ｍ、深さ約 0.3 ｍを測る。埋土は

暗褐細砂～シルトである。ＳＰ57は楕円形を呈し、

長径約 0.64 ｍ、短径約 0.4 ｍ、深さ約 0.2 ｍを測る。

断面形状は不整形である。埋土は黒褐シルトである。

ＳＰ 116 は楕円形を呈し、長径約 0.7 ｍ、短径約

0.54 ｍ、深さ約 0.06 ｍを測る。断面形状は逆台形

である。埋土は褐灰シルトである。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

あるが、主軸方位から古墳時代後期前半と想定でき

る。

6－掘立 1( 図 119)　

　第６調査区中央のやや南寄りで検出した２間×２

間の掘立柱建物である。ＳＰ 30 ～ 34 の５基で構

成する。ＳＰ33とＳＰ34が6-ＳＫ18に切られる。

南・東辺は礫層が広がり、柱穴を検出できなかった。

主軸方位は N-73°-E、検出面の標高は 36.4m であ

る。梁行総長約 3.8m、桁行総長約 3.9m、床面積

は約 14.8㎡を測る。芯芯間距離は約 2.1 ～ 1.9m

である。

ＳＰ 30 は不整形な形状を呈し、長辺約 0.9 ｍ、

短辺約 0.8 ｍ、深さ約 0.17 ｍを測る。断面形状は

不整形である。埋土は上層が暗褐シルト、下層が褐

シルトである。ＳＰ 31は隅丸方形を呈し、長辺約

0.78 ｍ、短辺約 0.74 ｍ、深さ約 0.2 ｍを測る。断

面形状は逆台形である。埋土は上層が暗褐シルト、

中層がにぶい黄褐シルト、下層が暗褐シルトと極暗

褐シルトである。ＳＰ 32は隅丸長方形を呈し、長

辺約0.77ｍ、短辺約0.64ｍ、深さ約0.15ｍを測る。

断面形状は逆台形に段落ちである。埋土は上層が褐

シルト、下層が灰褐シルトである。ＳＰ 33はＳＫ

18 に切られるため、全体の形状は不明である。直

径約 0.74 ｍ、深さ約 0.11 ｍを測る。断面形状は

逆台形である。埋土は褐シルトと暗褐シルトである。

ＳＰ 34 はＳＫ 18 に切られるため、全体の形状は

不明である。直径約 0.8 ｍ、深さ約 0.12 ｍを測る。

断面形状は不整形である。埋土は暗褐シルトである。

遺物はＳＰ 33から土師器甑片が出土した。

遺物は細片のため詳細な時期は不明であるが、

主軸方位から古墳時代後期前半と想定できる。

8－掘立 3( 図 120)

第８調査区の中央やや西寄りで検出した２間×

２間の総柱建物である。ＳＰ 20・21・24・49・

51・52・54・55・70 の９基で構成する。主軸方

位は N-43°-E、検出面の標高は 36.4m である。梁

行総長約 3.44m、桁行総長約 3.6m、床面積は約

12.4㎡を測る。芯芯間距離は 1.8 ～ 1.6mである。

ＳＰ 52 は楕円形を呈し、長軸約 0.48 ｍ、短軸

約 0.4 ｍ、深さ約 0.38 ｍを測る。断面形状は逆台

形である。埋土は上層が暗褐シルト、下層が褐細砂

～シルトである。ＳＰ 55は隅丸長方形を呈し、長

辺約 0.44 ｍ、短辺約 0.33 ｍ、深さ約 0.32 ｍを測

る。断面形状は U字形に段落ちである。埋土は灰

黄褐シルトである。ＳＰ 54は円形を呈し、直径約

0.5 ｍ、深さ約 0.42 ｍを測る。断面形状は U字形

に段落ちである。埋土は上層が灰黄褐シルト、中層

がにぶい黄褐シルトと黒褐シルト、下層がにぶい

黄褐シルトである。ＳＰ 20は円形を呈し、直径約

0.4 ｍ、深さ約 0.32 ｍを測る。断面形状は U字形

に段落ちである。ＳＰ 51は楕円形を呈し、長軸約

0.4 ｍ、短軸約 0.34 ｍ、深さ約 0.08 ｍを測る。断

面形状は不整形である。埋土は褐シルトと暗褐シル

トである。ＳＰ 49は楕円形を呈し、長径約 0.4 ｍ、

短径約 0.34 ｍ、深さ約 0.4 ｍを測る。断面形状は

U字形である。埋土は暗褐シルトと褐シルトである。

ＳＰ 21 は不整形な形状を呈する。深さ約 0.14 ｍ

を測る。断面形状は逆台形である。埋土は上層が褐

シルト、下層が暗褐シルトである。ＳＰ 70は不整

形な形状を呈する。長径約0.46ｍ、短径約0.28ｍ、

深さ約 0.2 ｍを測る。断面形状は逆台形に段落ちで

ある。埋土は暗褐シルトである。ＳＰ 24は円形を

呈し、直径約 0.53 ｍ、深さ約 0.37 ｍを測る。断

面形状は逆台形に柱痕の段落ちである。柱痕が確認

でき、埋土は柱痕が暗褐シルト、掘方が黒褐シルト

と暗褐シルトである。

遺物はＳＰ 52から土師器片が出土している。細

片のため詳細な時期は不明であるが、主軸方位から

古墳時代後期前半と想定できる。
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7・42 －掘立 1( 図 121)

　第７・42 調査区の中央で検出した３間×２間以

上の掘立柱建物である。調査区外に延びるため、全

体の規模は不明である。７- ＳＰ 24 ～ 27、42- Ｓ

Ｐ 28・30 の６基で構成する。主軸方位は N-3.5°

-W 、検出面の標高は 36.45m である。検出した梁

行総長約 1.80m、桁行総長約 4.30m、床面積は約

7.74㎡を測る。芯芯間距離は約 1.8 ～ 1.1m である。

42- ＳＰ 28 は円形を呈し、直径約 0.5 ｍ、深さ

約 0.26 ｍを測る。断面形状は方形である。埋土は

上層が暗褐シルト混じり極細砂とにぶい黄褐シルト

混じり極細砂、褐シルト質極細砂、下層がにぶい黄

褐シルト質極細砂である。ＳＰ７-27 は円形を呈し、

直径約 0.58 ｍ、深さ約 0.1 ｍを測る。断面形状は

逆台形である。埋土はにぶい黄褐シルトと暗褐シル

ト、灰黄褐シルトである。７- ＳＰ 26 は円形を呈し、

直径約 0.58 ｍ、深さ約 0.14 ｍを測る。断面形状

は逆台形である。埋土は黒褐シルトである。７- Ｓ

Ｐ 25 は円形を呈し、直径約 0.6 ｍ、深さ約 0.1 ｍ

を測る。断面形状は逆台形である。埋土は灰黄褐シ

ルトである。７- ＳＰ 24 は円形を呈し、直径約 0.6

ｍ、深さ約 0.1 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

埋土は暗褐細砂～シルトである。42- ＳＰ 30 は調

査区外へと展開するため、全体の形状は不明である。

直径約 0.52 ｍ、深さ約 0.28 ｍを測る。断面形状

は方形である。埋土は上層が褐シルト質極細砂と褐

シルト混じり極細砂、中層がにぶい黄褐シルト混じ

り細砂、下層がにぶい黄褐粘土質シルトである。

遺物はＳＰ 27 から須恵器短頸壺 (275) が出土し

た。出土遺物の年代から 6 世紀末～ 7 世紀初頭頃

と判断できる。

23 －掘立 1( 図 122)

　第 23 調査区の中央で検出した１間×２間の掘立

柱建物である。ＳＰ 17 ～ 22 の６基で構成する。

主軸方位は N-15°-E、検出面の標高は 36.2m であ

る。梁行総長約 1.5m、桁行総長約 3.0m、床面積

は約 4.5㎡を測る。芯芯間距離は約 1.5 ～ 1.4m で

ある。

ＳＰ 20 は円形を呈し、直径約 0.5 ｍ、深さ約

0.22 ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土は

オリーブ褐細砂～シルトである。ＳＰ 19 はやや歪

な楕円形を呈し、長軸約 0.5 ｍ、短軸約 0.34 ｍ、

深さ約 0.14 ｍを測る。断面形状は不整形である。

埋土は上層が黒褐シルト、下層が暗オリーブ褐細

砂～シルトである。ＳＰ 18 は楕円形を呈し、長径

約 0.52 ｍ、短径約 0.34 ｍ、深さ約 0.12 ｍを測る。

断面形状は逆台形である。埋土はオリーブ褐シルト

である。ＳＰ 17 は楕円形を呈し、長径約 0.66 ｍ、

短径約 0.5 ｍ、深さ約 0.23 ｍを測る。断面形状は

逆台形である。埋土は上層が暗オリーブ褐シルト、

下層が暗灰黄細砂～シルトである。ＳＰ 22 は楕円

形を呈し、長径約 0.62 ｍ、短軸約 0.39 ｍ、深さ

約 0.16 ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土

はオリーブ褐シルトである。ＳＰ 21 は不整形な形

状を呈する。長径約 0.57 ｍ、短径約 0.52 ｍ、深

さ約 0.18 ｍを測る。断面形状はＵ字形である。

遺物はＳＰ 23 から須恵器片、土師器片が出土し

ているが、細片のため詳細な時期は不明であるが、

主軸方位から 6 世紀末～ 7 世紀初頭頃と想定でき

る。

7 －掘立 2( 図 123)

　第７調査区の中央で検出した２間×２間の総柱建

物である。ＳＰ 16 ～ 23・49 の９基で構成する。

主軸方位は N-1°-E、検出面の標高は 36.4m である。

梁行総長約 3.74m、桁行総長約 3.74m、床面積は

約 14.0㎡を測る。芯芯間距離は約 1.9 ～ 1.8m で

ある。

ＳＰ 49 は隅丸方形を呈し、長辺約 0.4 ｍ、深さ

約 0.2 ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土は

灰黄褐シルトである。ＳＰ 22 は円形を呈し、直径

約 0.36 ｍ、深さ約 0.18 ｍを測る。断面形状は不

整形である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が黒褐シ

ルト、掘方が灰黄褐シルトである。ＳＰ 23 は隅丸

方形を呈し、長辺約 0.42 ｍ、短辺約 0.37 ｍ、深

さ約 0.07 ｍを測る。断面形状は椀状を呈する。埋

土はにぶい黄褐シルトである。ＳＰ 19 は隅丸方

形を呈し、長辺約 0.4 ｍ、短辺約 0.35 ｍ、深さ約

0.17 ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土は

上層が灰黄褐シルト、下層がにぶい黄褐シルトで

ある。ＳＰ 20 は隅丸方形を呈し、長辺約 0.43 ｍ、

短辺約 0.38 ｍ、深さ約 0.2 ｍを測る。断面形状は

Ｕ字形である。埋土は上層が灰黄褐シルト、下層

が黒褐シルトである。ＳＰ 21 はやや歪な円形を呈

し、直径約 0.4 ｍ、深さ約 0.15 ｍを測る。断面形

状は逆台形である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が

暗褐シルト、掘方が褐シルトである。SP16 は隅丸
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方形を呈し、長辺約 0.44 ｍ、深さ約 0.17 ｍを測る。

断面形状は逆台形に柱痕の段落ちである。柱痕が確

認でき、埋土は柱痕が灰黄褐シルト、掘方が地山ブ

ロック土をやや多く含む灰黄褐シルトである。ＳＰ

17 は円形を呈し、直径約 0.37 ｍ、深さ約 0.23 ｍ

を測る。断面形状はＵ字形である。埋土は暗褐シル

トである。ＳＰ 18はやや歪な円形を呈し、直径約

0.6 ｍ、深さ約 0.25 ｍを測る。断面形状はＵ字形

である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が暗褐シルト、

掘方が褐極細砂～シルトと黒褐シルト、黒褐シルト

～粘土、暗褐シルトである。

遺物はＳＰ 17・25・26 から土師器片が出土し

ている。細片のため詳細な時期は不明であるが、主

軸方位から 6世紀末～ 7世紀初頭頃と想定できる。

10－掘立 2( 図 124)

第 10 調査区の中央北側で検出した２間×２間

の総柱建物である。ＳＰ 17・19・35・36・38・

39・315 の７基で構成する。主軸方位は N-29°

-W、検出面の標高は 36.1 ～ 36.0m である。梁行

総長約 3.4m、桁行総長約 4.0m、床面積は約 13.6

㎡を測る。芯芯間距離は約 2.0 ～ 1.6mである。

ＳＰ 35は撹乱に切られるため、全体の形状は不

明であるが、円形を呈すると考えられる。直径約

0.4 ｍを測る。ＳＰ 17は不整形で、長径約 0.77 ｍ、

短径約 0.63 ｍ、深さ約 0.2 ｍを測る。断面形状は

椀状である。埋土は灰褐細砂～シルトである。ＳＰ

19 は円形を呈し、直径約 0.54 ｍ、深さ約 0.12 ｍ

を測る。断面形状は逆台形である。埋土は灰褐粗砂

混じりシルトである。ＳＰ 36はやや歪な円形を呈

し、直径約 0.8 ｍ、短径約 0.6 ｍ、深さ約 0.26 ｍ

を測る。断面形状は不整形である。埋土は褐灰細

砂～シルトである。ＳＰ 38は円形を呈し、直径約

0.67 ｍ、短径約 0.54 ｍ、深さ約 0.13 ｍを測る。

断面形状は逆台形である。埋土は上層が灰褐粗砂

混じりシルト、下層が褐灰細砂～シルトである。Ｓ

Ｐ 315 は調査区外へと広がるため、全体の形状は

不明であるが、円形を呈すると考えられる。直径約

0.64 ｍ、深さ約 0.34 ｍを測る。断面形状は逆台形

である。埋土は上層が暗褐シルト、下層が黒褐シル

ト～粘土である。ＳＰ 39 はやや歪な円形を呈し、

直径約 0.68 ｍ、深さ約 0.28 ｍを測る。断面形状

は歪な逆台形である。埋土は上層が灰褐細砂～シル

ト、下層が暗褐細砂～シルトである。

遺物はＳＰ17から須恵器杯身(276)が出土した。

図示した遺物の他に、ＳＰ 315 から須恵器高杯片

が出土した。出土遺物の年代から、古墳時代後期前

半と判断できる。

y=497
75

y=497
76

x=142389

x=142387

T.P.+36.3m
NS

T.P.+36.3m
S N 0 1ｍ

（S=1 ／ 40）
4

5 8
6 7

SP19 SP18 SP17

SP22SP21SP20

SP20 SP21 SP22

SP23
SP17SP18

SP19

123
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2 2.5Y5/3 黄褐　細砂～シルト　地山ブロック 20%
3 2.5Y4/4 オリーブ褐　細砂～シルト　地山ブロッ
　　 ク 20%
4 2.5Y3/2 黒褐　シルト　地山ブロック 50%
5 2.5Y3/3 暗オリーブ褐　細砂～シルト　地山ブ   
        ロック 40%
6 2.5Y4/3 オリーブ褐　シルト　地山ブロック 15%
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第Ⅲ章　調査の成果

10 －掘立 1( 図 125)

第 10 調査区の中央で検出した２間×２間の側柱

建物である。ＳＰ 89・92・93・99・103 ～ 105・

126 の８基で構成する。やや歪な平面形を呈する。

主軸方位は N-82°-E、検出面の標高は 35.9m であ

る。梁行総長約 3.2m、桁行総長約 4.1 ～ 3.4m、床

面積は約 12㎡を測る。芯芯間距離は梁行約 1.7 ～

1.5m、桁行約 2.2 ～ 1.6mである。

ＳＰ 103 は円形を呈し、直径約 0.74 ｍ、深さ約

0.3 ｍを測る。断面形状は逆台形である。柱痕が確

認でき、埋土は柱痕が黒褐シルト～粘土、掘方が暗

褐シルト～粘土である。ＳＰ99は不整形な形状で、

直径約 0.74 ｍ、短径約 0.62 ｍ深さ約 0.25 ｍを測

る。断面形状は逆台形である。柱痕が確認でき、埋

土は柱痕が暗褐シルト～粘土、掘方が褐シルトであ

る。ＳＰ 93 は円形を呈し、直径約 0.62 ｍ、深さ

約 0.28 ｍを測る。断面形状は逆台形である。柱痕

が確認でき、埋土は柱痕が褐シルト～粘土、掘方が

暗褐シルト～粘土である。ＳＰ 92は隅丸方形を呈

し、長辺約 0.68 ｍ、短辺約 0.6 ｍ、深さ約 0.26 ｍ

を測る。断面形状は逆台形である。柱痕が確認でき、

埋土は柱痕が暗褐シルト～粘土、掘方が暗褐シルト

と褐シルト～粘土である。ＳＰ 89は隅丸方形を呈

し、長辺約 0.6 ｍ、短辺約 0.55 ｍ、深さ約 0.4 ｍ

を測る。断面形状は逆台形である。柱痕が確認でき、

埋土は柱痕が褐シルト～粘土、掘方が褐シルトと暗

褐シルト～粘土である。ＳＰ 126 はやや歪な隅丸

方形を呈し、長辺約 0.6 ｍ、深さ約 0.15 ｍを測る。

断面形状は逆台形である。柱痕が確認でき、埋土は

柱痕が暗褐シルト、掘方が褐極細砂～シルトである。

ＳＰ 105 はやや歪な楕円形を呈し、長径約 0.58 ｍ、

短径約 0.48 ｍ、深さ約 0.29 ｍを測る。断面形状

は逆台形である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が暗

褐シルト、掘方が黒褐シルト～粘土と暗褐極細砂

～シルトである。ＳＰ 104 はやや歪な隅丸方形を

呈し、長辺約 0.64 ｍ、短辺約 0.6 ｍ、深さ約 0.21

ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土は上層が

褐シルト、下層が暗褐シルト～粘土と褐極細砂～シ

ルトである。

遺物はＳＰ 105 から須恵器杯蓋 (277)、ＳＰ 99

から臼玉 (S26) が出土した。出土遺物から古墳時代

後期頃と判断できる。

9－掘立 1( 図 126 ～ 127)

第９調査区の北東側で検出した２間×２間の総

柱建物である。ＳＰ 15 ～ 22・53 の９基の柱穴

で構成する。主軸方位は N-45°-W、検出面の標高

は 36.5m である。梁行総長約 4.10m、桁行総長約

4.50m、床面積は約 18.5㎡を測る。芯芯間距離は

2.4 ～ 1.9mである。

ＳＰ 15は不整形な形状を呈し、長径約 0.65 ｍ、

短径約 0.5 ｍ、深さ約 0.4 ｍを測る。断面形状は不

整形である。埋土は上層が暗褐シルト、下層がにぶ

い黄褐シルトである。ＳＰ 16はやや歪な円形を呈

し、直径約 0.6 ｍ、深さ約 0.42 ｍを測る。断面形

状は方形である。埋土は上層が暗褐シルトとにぶい

黄褐シルト、下層が褐シルトである。ＳＰ 17はや

や歪な円形を呈し、直径約 0.4 ｍ、深さ約 0.43 ｍ

を測る。断面形状は U字形である。埋土は上層が

暗褐シルト～細砂、中層が暗褐シルト、下層がにぶ

い黄褐シルトである。ＳＰ 20はやや歪な円形を呈

し、直径約 0.58 ｍ、深さ約 0.4 ｍを測る。断面形

状は U字形である。埋土は上層が暗褐シルト、中

層が褐シルト、下層がにぶい黄褐シルトである。Ｓ

Ｐ 19 は円形を呈し、直径約 0.38 ｍ、深さ約 0.2

ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土は褐シル

トである。ＳＰ 18は円形を呈し、直径約 0.55 ｍ、

1 10YR3/3 暗褐　シルト　小礫 30%
2 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　地山ブロック 3%　中礫 2%
3 10YR3/3 暗褐　シルト　小礫 3%
4 10YR4/4 褐　シルト　地山ブロック 2%　中礫 2%
5 10YR4/6 褐　シルト　10YR3/3 暗褐色シルト塊 3%
6 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　地山ブロック 2%
7 7.5YR3/2 黒褐　シルト
8 7.5YR3/3 暗褐　シルト
9 10YR4/4 褐　シルト
10 7.5YR4/4 褐　シルト
11 10YR3/4 暗褐　シルト～細砂　にぶい黄橙色シルト塊 3%
12 10YR3/4 暗褐　シルト　10YR6/3 にぶい黄橙色シルト塊 1%
13 10YR2/3 にぶい黄褐　シルト
14 10YR2/3 にぶい黄褐　シルト　にぶい黄褐色シルト塊 2%　小礫 2%
15 10YR3/3 暗褐　シルト　中礫 1%
16 10YR3/4 暗褐　シルト　小礫 3%
17 10YR3/4 暗褐　シルト
18 10YR3/3 暗褐　シルト
19 10YR3/3 暗褐　シルト　にぶい黄褐色シルト塊 2%　小礫 2%
20 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　暗褐色シルト塊 2%　中礫 1%
21 10YR4/4 褐　シルト　中礫 1%
22 7.5YR3/4 暗褐　シルト　10YR4/3 にぶい黄褐色シルト塊 3%
23 7.5YR3/4 暗褐　シルト…ベース
24 10YR5/4 にぶい黄褐　シルト…ベース
25 10YR3/4 暗褐　シルト…ベース
26 10YR3/3 暗褐　シルト…ベース
27 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂　中礫 1%…ベース
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1 10YR4/2灰黄褐　微細砂～シルト
2 10YR4/2灰黄褐　細砂～シルト
3 10YR5/2灰黄褐　細砂～微細砂

4 10YR4/3にぶい黄褐　細砂～シルト
5 10YR4/2灰黄褐　細砂～微細砂

6 10YR3/2黒褐　シルト～微細砂
　     ほぼ地山土で構成
7 10YR4/1褐灰　微細砂

1 10YR3/3 暗褐　粘質土
2 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト
3 10YR3/3 暗褐　シルト

4 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト
5 10YR3/3 暗褐　シルト
6 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト

7 10YR4/2 灰黄褐　シルト
8 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 5%　炭化物含む
9 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト　地山ブロック 5%　炭化物含む

10 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト
11 10YR3/4 暗褐　シルト

1 7.5YR4/3 褐　シルト
2 10YR4/2 灰黄褐　細砂

3 7.5YR4/3 褐　シルト　地山ブロック多量含む
4 10YR4/2 灰黄褐　細砂
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深さ約 0.43 ｍを測る。断面形状は U字形である。

埋土はにぶい黄褐シルトと暗褐シルトである。Ｓ

Ｐ 53 は円形を呈し、直径約 0.52 ｍ、深さ約 0.38

ｍを測る。断面形状は逆台形に段落ちである。埋土

は上層が黒褐シルト、下層が暗褐シルトである。Ｓ

Ｐ 21 はやや歪な円形を呈し、直径約 0.53 ｍ、深

さ約 0.38 ｍを測る。断面形状は不整形である。埋

土は上層が暗褐シルト、中層が黒褐シルト、下層が

暗褐シルトである。ＳＰ 22は円形を呈し、直径約

0.58 ｍ、深さ約 0.38 ｍを測る。断面形状は不整形

である。埋土は上層が暗褐シルト、中層がにぶい黄

褐シルト、下層が褐シルトと暗褐シルトである。

遺物はＳＰ 21から須恵器杯 (278) が出土した。

4－掘立 1( 図 128 ～ 129)

　第４調査区の北側で検出した２間×３間の側柱

建物である。ＳＰ 33～ 39・41・42・81 の 10 基

で構成する。主軸方位は N-73.5°-W、検出面の標

高は 36.1mである。梁行総長約 3.8m、桁行総長約

4.9m、床面積は約 18.6㎡を測る。芯芯間距離は約

1.8 ～ 1.5mである。

ＳＰ 33 は楕円形を呈し、長径約 0.87 ｍ、短径

約 0.63 ｍ、深さ約 0.67 ｍを測る。断面形状は逆

台形に柱痕の段落ちである。埋土は褐シルトとにぶ

い黄褐細砂～シルト、柱痕が暗褐シルトと褐細砂で

ある。ＳＰ34は隅丸長方形を呈し、長辺約0.87ｍ、

短辺約 0.65 ｍ、深さ約 0.35 ｍを測る。断面形状

は逆台形に段落ちである。埋土は上層が褐シルト、

下層がにぶい黄褐細砂～シルトである。ＳＰ 35は

隅丸長方形を呈し、長辺約 0.92 ｍ、短辺約 0.78 ｍ、

深さ約 0.38 ｍを測る。断面形状は逆台形に段落ち

である。埋土は上層が褐シルト、下層がにぶい黄褐

細砂～シルトである。ＳＰ 36 は隅丸方形を呈し、

長辺約 0.87 ｍ、短辺約 0.82 ｍ、深さ約 0.32 ｍを

測る。断面形状は逆台形に段落ちである。柱痕が確

認でき、埋土は柱痕が暗褐粘質土、掘方がにぶい黄

褐細砂～シルトと暗褐シルト、にぶい黄褐シルト、

暗褐細砂～シルトである。ＳＰ 37 は円形を呈し、

直径約 0.77 ｍ、深さ約 0.53 ｍを測る。断面形状

は逆台形に段落ちである。埋土は上層が灰黄褐シル

ト、中層が暗褐シルト、下層が暗褐細砂～シルト

である。ＳＰ 38は後世の削平を受けているため不

整形な形状を呈する。長径約 0.87 ｍ、短径約 0.6

ｍ、深さ約 0.67 ｍを測る。断面形状は逆台形に段

落ちである。埋土は暗褐シルトと黒褐シルト、暗

褐細砂～シルト、褐細砂～シルトである。ＳＰ 39

は隅丸長方形を呈し、長辺約 0.85 ｍ、短辺約 0.68

ｍ、深さ約 0.38 ｍを測る。断面形状は逆台形であ

る。埋土は上層が灰黄褐細砂～シルト、下層が灰褐

細砂～シルトである。ＳＰ 81は円形を呈し、直径

約 0.95 ｍ、深さ約 0.26 ｍを測る。断面形状は不

整形である。埋土は上層が黒褐シルト、下層が暗褐

細砂～シルトと灰黄褐粘質土でである。ＳＰ 41は

不整形な形状を呈する。抜取と考えられる。長径

約 1.42 ｍ、短径約 0.45 ｍ、深さ約 0.37 ｍを測る。

断面形状は逆台形に段落ちである。埋土は灰黄褐細

砂～微細砂とにぶい黄褐細砂～シルト、黒褐シルト

～微細砂である。ＳＰ 42は隅丸方形を呈し、長辺

約 0.74 ｍ、短辺約 0.7 ｍ、深さ約 0.34 ｍを測る。

断面形状は不整形である。埋土は上層が灰黄褐微細

砂～シルト、中層が灰黄褐細砂～シルト、下層がに

ぶい黄褐細砂～シルトと灰黄褐細砂～微細砂、黒褐

シルト～微細砂である。

遺物はＳＰ 37から須恵器杯蓋 (279) が出土して

いる。周辺の精査中にガラス玉 (S27) が出土した。

図示した遺物の他に、すべてのＳＰから須恵器杯身

片・杯蓋片・高杯片等が出土した。主軸方位が他の

掘立柱建物と異なっていることから、古墳時代後期

以降と考えられる。

9－掘立 2( 図 130)

　第９調査区の中央東側で検出した２間×３間の

側柱建物である。ＳＰ 27 ～ 35・60 の 10 基で構

成する。主軸方位は N-85°-W、検出面の標高約

36.55m である。梁行総長約 3.96m、桁行総長約

5.22m、床面積は約 20.7㎡を測る。芯芯間距離は

約 2.2 ～ 1.6mである。

0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）
0 2.5cm

（玉類：S=1 ／ 1）

279：SP37
S27：北壁の 6層相当

279

S27
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ＳＰ 31 は円形を呈し、直径約 0.35 ｍ、深さ約

0.2 ｍを測る。断面形状は逆台形に柱痕の段落ちで

ある。柱痕が確認でき、埋土は柱痕がにぶい褐シル

ト、掘方がにぶい褐シルトである。ＳＰ 32 は不整

形な形状で、長径約 0.3 ｍ、短径約 0.25 ｍ、深さ

約 0.1 ｍを測る。断面形状は椀状である。埋土はに

ぶい黄褐シルトである。ＳＰ 33 はやや歪な楕円形

を呈し、長径約 0.33 ｍ、短径約 0.28 ｍ、深さ約

0.17 ｍを測る。断面形状は椀状である。埋土は褐

シルトである。ＳＰ 34 は円形を呈し、直径約 0.38

ｍ、深さ約 0.16 ｍを測る。断面形状は椀状である。

柱痕が確認でき、埋土は柱痕が褐シルト、掘方がに

ぶい黄褐シルトである。ＳＰ 35 は円形を呈し、直

径約 0.38 ｍ、深さ約 0.18 ｍを測る。断面形状は

やや歪な逆台形である。柱痕が確認でき、埋土は柱

痕がにぶい黄褐シルト、掘方がにぶい黄褐シルトで

ある。ＳＰ 27 は円形を呈し、直径約 0.45 ｍ、深

さ約 0.14 ｍを測る。断面形状は椀状である。埋土

はにぶい黄褐シルトである。ＳＰ 28 は楕円形を呈

し、長径約 0.55 ｍ、短径約 0.36 ｍ、深さ約 0.16

ｍを測る。断面形状は椀状である。埋土は褐シル

トである。ＳＰ 29 はやや歪な円形を呈し、直径約

0.32 ｍ、深さ約 0.22 ｍを測る。断面形状はＵ字形

である。埋土はにぶい黄褐シルトである。ＳＰ 30

は楕円形を呈し、長径約 0.28 ｍ、短径約 0.2 ｍ、

深さ約 0.16 ｍを測る。断面形状は椀状である。埋

土はにぶい黄橙シルトである。ＳＰ 60 は円形を呈

し、直径約 0.16 ｍ、深さ約 0.13 ｍを測る。断面

形状はＵ字形である。埋土は褐灰シルトである。

遺物はＳＰ 35 から黒色土器Ａ類椀 (280) が出土

した。出土遺物の年代から 9 世紀後葉以降と判断

できる。

10 －掘立 3( 図 131 ～ 132)

第 10 調査区の中央で検出した２間×３間の掘立

柱建物である。ＳＰ 20・21・24・32・44 ～ 47・

142・145 の 10 基で構成する。主軸方位は N-83°

-W、検出面の標高は 36.1m である。梁行総長約

3.90m、桁行総長約 6.16m、床面積は約 24㎡を測る。

芯芯間距離は約 2.3 ～ 1.9m である。

ＳＰ 24 は円形を呈し、直径約 0.25 ｍ、深さ約

0.1 ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土は暗

褐シルトである。ＳＰ 32 はやや歪な円形を呈し、

直径約 0.6 ｍ、深さ約 0.37 ｍを測る。断面形状は

逆台形に段落ちである。埋土は灰黄褐シルトである。

ＳＰ 44 は円形を呈し、直径約 0.4 ｍ、深さ約 0.11

ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土は黒褐シ

ルトである。ＳＰ 142 はやや歪な円形を呈し、直

径約 0.47 ｍ、短径約 0.38 ｍ、深さ約 0.23 ｍを測

る。断面形状は逆台形である。埋土はにぶい黄褐シ

ルトである。ＳＰ 45 は円形を呈し、直径約 0.38

ｍ、深さ約 0.18 ｍを測る。断面形状は逆台形であ

る。埋土は灰黄褐極細砂～シルトである。ＳＰ 47

は円形を呈し、直径約 0.3 ｍ、深さ約 0.22 ｍを測

る。断面形状は逆台形に段落ちである。埋土は灰黄

褐極細砂である。ＳＰ 145 はやや歪な円形を呈し、

直径約 0.42 ｍ、深さ約 0.24 ｍを測る。断面形状

は逆台形である。ＳＰ 20 は不整形な形状を呈する。

長径約 0.64 ｍ、短径約 0.27 ｍ、深さ約 0.35 ｍを

測る。断面形状は逆台形に段落ちである。埋土は灰

黄褐シルトである。ＳＰ 21 は円形を呈し、直径約

0.3 ｍ、深さ約 0.28 ｍを測る。断面形状は逆台形

である。埋土はにぶい黄褐シルトである。

遺 物 は Ｓ Ｐ 20 か ら 砥 石 (S28)、 Ｓ Ｐ 32 か ら

黒色土器Ａ類椀 (283)、ＳＰ 44 から土師器羽釜

(284・285)、 Ｓ Ｐ 45 か ら 黒 色 土 器 Ａ 類 椀 底 部

(281)・鉄滓、ＳＰ 47 から黒色土器Ａ類椀 (282)、

土師器甕 (286) が出土した。図示した遺物の他に、

ＳＰ 32・142 からは土師質土器皿片が出土した。

黒色土器Ａ類椀 (281) から 11 世紀前半と判断でき

る。

 

12 －掘立 1( 図 133)

　第 12 調査区の南側で出した２間×２間の側柱建

物である。ＳＰ 43 ～ 50 の８基で構成する。主軸

方位は N-4.5°-E、検出面の標高は 37.0m である。

梁行総長約 3.8m、桁行総長約 4.0m、床面積は約

15.2㎡を測る。芯芯間距離は約 2.1 ～ 1.8m である。

ＳＰ 43 は円形を呈し、直径約 0.3 ｍ、深さ約

0.25 ｍを測る。断面形状は逆台形に段落ちである。

柱痕が確認でき、埋土は柱痕が褐砂礫混じりシル

ト、掘方が灰黄褐粗砂～細砂とにぶい黄褐粗砂～細

砂である。ＳＰ 50 は円形を呈し、直径約 0.35 ｍ、

深さ約 0.2 ｍを測る。断面形状は逆台形に段落ちで

ある。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が灰黄褐粗砂混

じりシルト、掘方がにぶい黄褐砂礫混じりシルトで

ある。ＳＰ 49 は楕円形を呈し、長径約 0.3 ｍ、短

径約 0.22 ｍ、深さ約 0.2 ｍを測る。断面形状は逆
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台形である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が灰黄褐

細砂～シルト、掘方が褐細砂混じりシルトである。

ＳＰ 48は円形を呈し、直径約 0.35 ｍ、深さ約 0.3

ｍを測る。断面形状は逆台形に段落ちである。柱痕

が確認でき、埋土は柱痕が灰黄褐シルト、掘方がに

ぶい黄褐細砂～シルトである。ＳＰ 47は円形を呈

し、直径約 0.42 ｍ、深さ約 0.1 ｍを測る。断面形

状はＵ字形である。底部に根石が据えられていた。

埋土は灰黄褐シルトである。ＳＰ 46は楕円形を呈

し、長径約 0.5 ｍ、短径約 0.32 ｍ、深さ約 0.1 ｍ

を測る。断面形状は皿状である。底部に根石が据え

られていた。埋土はにぶい黄褐粗砂混じりシルトで

ある。ＳＰ 45は円形を呈し、直径約 0.3 ｍ、深さ

約 0.1 ｍを測る。断面形状は逆台形である。柱痕が

確認でき、埋土は柱痕がにぶい黄褐粗砂～細砂、掘

方が灰黄褐粗砂混じりシルトである。ＳＰ 44は円

形を呈し、直径約 0.28 ｍ、深さ約 0.05 ｍを測る。

断面形状は皿状である。埋土はにぶい黄褐細砂～シ

ルトである。

遺物が出土していないため詳細な時期は不明で

あるが、主軸方位から 11世紀前半以降と想定でき

る。

12－掘立 2( 図 134)

第 12 調査区の中央で検出した２間×２間の総

柱建物である。ＳＰ 14・15・51 ～ 57 の９基で

構成する。主軸方位は N-4.5°-E、検出面の標高

は 36.9m である。梁行総長約 3.2m、桁行総長約

3.5m、床面積は約 11.2㎡を測る。芯芯間距離は約

1.8 ～ 1.6mである。

ＳＰ 51は不整形な形状を呈し、長径約 0.27 ｍ、

短径約 0.18 ｍ、深さ約 0.16 ｍを測る。断面形状

はＵ字形である。柱痕が確認でき、埋土は柱痕がに

ぶい黄褐細砂～シルト、掘方が褐細砂である。ＳＰ

52は楕円形を呈し、長径約 0.3 ｍ、短径約 0.2 ｍ、

深さ約 0.15 ｍを測る。断面形状は椀状に柱痕の段

落ちである。柱痕が確認でき、埋土は柱痕が褐細砂

～シルト、掘方がにぶい黄褐細砂である。ＳＰ 55

は円形を呈し、直径約 0.3 ｍ、深さ約 0.22 ｍを測る。

断面形状はＵ字形である。柱痕が確認でき、埋土は

柱痕がにぶい黄褐シルト、掘方が褐シルトである。

ＳＰ 14はやや歪な円形を呈し、直径約 0.3 ｍ、深

さ約 0.17 ｍを測る。断面形状は方形である。埋土

はにぶい黄褐極細砂～シルトである。ＳＰ 53は不

整形な形状を呈する。直径約 0.22 ｍ、深さ約 0.14

ｍを測る。断面形状は不整形である。埋土は暗褐細

0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）

0 5cm

（石器：S=1 ／ 2）
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283：SP32
284・285：SP44
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砂である。ＳＰ 56は円形を呈し、直径約 0.26 ｍ、

深さ約 0.16 ｍを測る。断面形状は椀状である。埋

土は上層がにぶい黄褐細砂～シルト、下層が褐細

砂である。ＳＰ 15は円形を呈し、直径約 0.38 ｍ、

深さ約 0.18 ｍを測る。断面形状はＵ字形である。

埋土はにぶい黄褐シルト～粘土である。ＳＰ 54は

円形を呈し、直径約 0.18 ｍ、深さ約 0.08 ｍを測る。

断面形状は椀状である。埋土は褐細砂である。ＳＰ

57 は円形を呈し、直径約 0.28 ｍ、深さ約 0.17 ｍ

を測る。断面形状はＵ字形に段落ちである。埋土は

にぶい黄褐細砂である。

遺物はＳＰ 57 から土師器片が出土しているが、

細片のため詳細な時期は不明であるが、主軸方位か

ら、11世紀前半以降と想定できる。
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3 10YR4/3 にぶい黄褐　粗砂～細砂
4 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト
5 10YR5/2 灰黄褐　粗砂混じりシルト
6 10YR5/3 にぶい黄褐　粗砂混じりシルト
7 10YR5/3 にぶい黄褐　粗砂混じりシルト　地山ブロック含む

8 10YR5/2 灰黄褐　細砂～シルト
9 10YR5/2 灰黄褐　シルト
10 10YR4/4 褐　粗砂混じりシルト
11 10YR4/2 灰黄褐　粗砂混じりシルト
12 10YR4/3 にぶい黄褐　砂礫混じりシルト
13 7.5YR4/4 褐　細砂～シルト…ベース
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1 10YR5/4 にぶい黄褐　細砂～シルト
2 10YR4/4 褐　細砂
3 10YR4/3 にぶい黄褐　極細砂～シルト
4 10YR5/4 にぶい黄褐　シルト～粘土
5 10YR4/4 褐　細砂～シルト
6 10YR5/4 にぶい黄褐　細砂　地山ブロック含む

7 10YR3/4 暗褐　細砂　地山ブロック含む
8 10YR4/4 褐　細砂　地山ブロック含む
9 10YR5/4 にぶい黄褐　シルト
10 10YR4/4 褐　シルト　地山ブロック含む
11 10YR5/4 にぶい黄褐　細砂～シルト　地山ブロック含む



萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）

( ３)　柵列

3 －柵列 1( 図 135)

　第３調査区の南側で検出した南北５間、東西１間

の柵列である。東西方向については、東側の調査

区外へと広がる可能性がある。ＳＰ 5・36・118・

120 ～ 123 の７基で構成する。主軸方位は N-4°

-W、検出面の標高は 36.2m である。南北総長約

11.90m、東西約 2.5m を測る。芯芯間距離は 2.5

～ 2.0m である。

ＳＰ 118 は円形を呈し、直径約 0.35 ｍ、深さ約

0.15 ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土は

黒褐シルトである。ＳＰ 120 は円形を呈し、直径

約 0.35 ｍ、深さ約 0.05 ｍを測る。断面形状は皿

状である。埋土は黒褐シルトである。ＳＰ 121 は

円形を呈し、直径約 0.35 ｍ、深さ約 0.12 ｍを測る。

断面形状は逆台形である。埋土は黒褐シルトである。

ＳＰ 122 は円形を呈し、直径約 0.35 ｍ、深さ約

0.1 ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土は黒

褐シルトである。ＳＰ 123 は円形を呈し、直径約

0.35 ｍ、深さ約 0.15 ｍを測る。断面形状はＵ字形

である。埋土は黒褐シルトである。ＳＰ 36 は円形

を呈し、直径約 0.5 ｍ、深さ約 0.3 ｍを測る。断面

形状はＵ字形である。埋土は黒褐シルト～粘土であ

る。ＳＰ５は円形を呈し、直径約 0.35 ｍ、深さ約

0.25 ｍを測る。断面形状はＵ字形である。柱痕が

確認でき、埋土は黒褐シルトである。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

あるが、主軸方位から、古墳時代後期頃と想定でき

る。

 

5 －柵列 1( 図 136)

　第５調査区の北側で検出した４間の柵列である。

ＳＰ 14 ～ 17・21 の５基で構成する。主軸方位は

N-70°-E、検出面の標高は 36.2m である。桁行総

長約 4.60m、芯芯間距離は約 1.2 ～ 0.7m を測る。

ＳＰ 14 は不整形な形状を呈し、長径約 0.47 ｍ、

短径約 0.36 ｍ、深さ約 0.14 ｍを測る。断面形状

は逆台形に段落ちである。埋土は暗褐細砂である。

ＳＰ 15 は隅丸方形を呈し、長辺約 0.46 ｍ、深さ

約 0.17 ｍを測る。断面形状は逆台形に段落ちであ

る。埋土は暗褐細砂である。ＳＰ 16 は隅丸方形を

呈し、長辺約 0.44 ｍ、短辺約 0.36 ｍ、深さ約 0.2

ｍを測る。断面形状は逆台形に段落ちである。埋土

は暗褐細砂～シルトと暗褐細砂、極暗褐細砂である。
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3  10YR2/3 黒褐　シルト～粘土
4 10YR2/3 黒褐　シルト
5 7.5YR3/2 黒褐　シルト
6 10YR2/3 黒褐　シルト　黄色土ブロック 2%　小礫～中礫多量含む
7 10YR5/6 黄褐　シルト…ベース
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3 7.5YR3/3 暗褐　細砂～シルト
4 7.5YR2/3 極暗褐　細砂
5 7.5YR3/4 暗褐　細砂
6 7.5YR2/3 極暗褐　細砂～シルト
7 10YR2/3 黒褐　細砂
8 10YR3/4 暗褐　細砂

1 7.5YR4/3 褐　細砂～シルト　径 3 ～ 4 ㎝程度の黄色土ブロック含む
2 7.5YR3/4 暗褐　細砂
3 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト
4 7.5YR2/3 極暗褐　細砂～シルト
5 10YR3/4 暗褐　粘質シルト
6 10YR3/3 暗褐　シルト　炭化物多量含む
7 10YR3/3 暗褐　シルト
8 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　地山ブロック斑状に 3%
9 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト287
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ＳＰ 17は円形を呈し、直径約 0.6 ｍ、深さ約 0.23

ｍを測る。断面形状は逆台形である。柱痕が確認で

き、埋土は柱痕が暗褐細砂～シルト、掘方が暗褐細

砂と極暗褐細砂～シルトである。ＳＰ 21はやや歪

な円形を呈し、直径約 0.46 ｍ、深さ約 0.18 ｍを

測る。断面形状は逆台形に段落ちである。埋土は上

層が極暗褐細砂、下層が暗褐細砂である。

遺物はＳＰ15から須恵器杯身(287)が出土した。

出土遺物からＴＫ 43型式併行期と判断できる。

5・22－柵列 2( 図 136)

　第５・22 調査区の北で検出した３間の柵列で

ある。５- ＳＰ 2・3、22- ＳＰ 21・22 の４基で

構成する。主軸方位は N-80°-E、検出面の標高は

36.0m である。桁行総長約 6.16m、芯芯間距離は

2.2 ～ 2.0mを測る。

22- ＳＰ 22 は円形を呈し、直径約 0.34 ｍ、深

さ約 0.25 ｍを測る。断面形状は逆台形である。柱

痕が確認でき、埋土は柱痕が暗褐シルト、掘方が暗

褐シルトとにぶい黄褐シルトである。22- ＳＰ 21

は楕円形を呈し、長径約 0.45 ｍ、短径約 0.34 ｍ、

深さ約 0.14 ｍを測る。断面形状は不整形である。

５- Ｓ P ３は円形を呈し、直径約 0.48 ｍ、深さ約

0.22 ｍを測る。断面形状はやや歪なＵ字形である。

柱痕が確認でき、埋土は柱痕が暗褐細砂～シルト、

掘方が極暗褐細砂～シルトである。５- ＳＰ２は円

形を呈し、直径約 0.46 ｍ、深さ約 0.24 ｍを測る。

断面形状は逆台形である。柱痕が確認でき、埋土は

柱痕が褐細砂～シルト、掘方が暗褐細砂である。

遺物は 22- ＳＰ 21 から土師器甕 (288) が出土し

た。出土遺物から古墳時代後期頃と判断できる。

11－柵列 1( 図 137)

第 11 調査区の東側で検出した南北４間の柵列で

ある。ＳＰ 19・20・22・23・25の５基で構成する。

主軸方位はN-9°-W、検出面の標高は36.2mである。

東西総延長約 5.2m、芯芯間距離は 2.2m ～ 0.9m

を測る。

ＳＰ 19 は円形を呈し、直径約 0.28 ｍ、深さ約

0.11 ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土は

暗褐粗砂混じりシルトである。ＳＰ 20は円形を呈

し、直径約 0.2 ｍ、深さ約 0.11 ｍを測る。断面形

状は逆台形である。埋土はにぶい黄褐極細砂である。

ＳＰ 22は円形を呈し、直径約 0.2 ｍ、深さ約 0.09

ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土はにぶい

黄褐極細砂である。ＳＰ 23は円形を呈し、直径約

0.24 ｍ、深さ約 0.1 ｍを測る。断面形状は逆台形

である。埋土はにぶい黄褐極細砂である。ＳＰ 25

は円形を呈し、直径約 0.3 ｍ、深さ約 0.11 ｍを測る。

断面形状は逆台形である。埋土は暗褐粗砂混じりシ

ルトである。

遺物が出土していないため詳細な時期は不明で

あるが、主軸方位から古墳時代後期頃と想定できる。
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4 7.5YR4/3 褐　シルト…ベース



0 1ｍ

（S=1 ／ 40）

x=142394

x=142388

y=49804

y=49791

T.P.+36.3m
NW SE

0 2ｍ

（S=1 ／ 100）

1

4-SD23

3-SD23

1 10YR3/2 黒褐　シルト　粘性弱　しまり強

第Ⅲ章　調査の成果

( ４)　ＳＤ

３・4 －ＳＤ 23( 図 138)

　第３・４調査区の中央で検出した溝である。3-

竪穴 110 に切られる。検出面の標高は 36.2m、主

軸方位 N-60°-E である。

長さ約 15.4 ｍを検出し、幅約 0.38m、深さ約

0.12m、断面形状は U 字形である。埋土は黒褐シ

ルトである。

遺物は出土していないため、詳細な年代は不明

であるが、切り合い関係から古墳時代後期以前と考

えられる。

５－ＳＤ 27・23 －ＳＤ 16( 図 139)

　第５・23 調査区の中央で検出した不整形な溝状

の遺構である。5- ＳＫ 53 に切られる。主軸方位

N-89°-E、検出面の標高は 36.2m である。

長さ約 5.6 ｍを検出し、幅は約 1.4 ～ 0.94m、

深さ約 0.1m を測る。断面形状は逆台形、段落ちを

有する部分がある。埋土は単層で暗褐細砂～シルト

である。

遺物は出土していないため、時期は不明である。

５－ＳＤ 49( 図 139)

　第５調査区の中央で検出した溝である。一部が撹

乱に切られる。主軸方位 N-29.5°-W、検出面の標

高は 36.2m である。

長 さ 約 3.57 ｍ を 検 出 し、 幅 約 0.3m、 深 さ 約

0.12m を測る。断面形状は逆台形である。埋土は

単層で地山ブロック土を含む褐細砂～シルトであ

る。

遺物は出土していないため、時期は不明である。

 

５－ＳＤ 52( 図 139)

　第５調査区の中央から南側で検出した不整形な

形状の溝である。22 －竪穴 1 に切られる。主軸方

位 N-19.5°-W でやや蛇行する。検出面の標高は

36.2 ～ 36.1m である。

長さ約 11.0 ｍを検出し、幅は約 1.83m、深さは

約 0.14m を測る。断面形状は不整形である。

埋土は２層に分層でき、a 断面で上層が黒褐粘

土～シルト、下層が暗褐シルト、b 断面で上層が砂

礫を含む暗褐シルト、下層が暗褐シルトである。

遺物は図示できなかったが、須恵器甕片が出土

した。細片であるため、詳細な時期は不明である。
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萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）

６－ＳＤ 11・23 －ＳＤ 11・５－ＳＤ 20( 図 140)

　第 5・6・23 調査区の北側で検出した不整形な

溝である。主軸方位は北西 N-30°-W から東 N-85°

-W へ湾曲する。途中で途切れるも、第 10 調査区

まで展開する。検出面の標高は 36.3 ～ 36.2m であ

る。

長 さ 約 20.9 ｍ を 検 出 し、 幅 は 約 1.28m か ら

0.5m と不規則で、断面形状は不整形ながらも段落

ちを有する部分がある。深さは約 0.24 ～ 0.05m を

測る。

埋土は a・b・c 断面が単層でにぶい黄褐細砂～

シルト、d 断面の上層がにぶい黄橙細砂～シルト、

下層が褐灰細砂である。

遺物は図示できなかったが、臼玉が１点出土し

た。時期の判断できる遺物が出土していないため、

時期は不明である。

８・９－ＳＤ３( 図 141 ～ 142)

　第８・９調査区を南西から北東方向に直線的に横

切って検出した溝である。42- ＳＤ２・７- ＳＤ１

へとつながる。主軸方位 N-54°-E、検出面の標高

は 36.6 ～ 36.3m である。

長さ約 38.5 ｍを検出し、幅は約 1.3 ～ 0.56m、

深さは 0.36 ～ 0.07m、西側では浅く、東側が深く

なる。断面形状は逆台形で段落ちを有する部分があ

る。

埋土は①断面で上層が黒褐シルト、中層がラミ

ナを含む暗赤褐細砂～シルト、下層が暗褐シルトと

褐シルトである。②・③断面では単層で、暗褐細砂～

シルトである。

遺物は土師器甑 (290)・甕 (291) が出土した。図

示した遺物の他に、須恵器 片、土師器高杯片 ( 精

製品 ) ・壺片・甕片が出土した。出土遺物から古墳

時代後期と判断できる。

８・９－ＳＤ５( 図 141)

　第８・９調査区で検出した８・９- ＳＤ 3 に並　

行する溝である。第７調査区では検出できなかった。

主軸方位 N-54°-E、検出面の標高は 36.6 ～ 36.3m

である。

長さ約 27.0 ｍを検出し、幅は約 1.26 ～ 0.4m、

深さ 0.3 ～ 0.08m、西側で浅く、東側で深い。途

中途切れる部分があり、幅は一定しない。断面形状

は逆台形である。　

　埋土は、①断面で上層が黒褐細砂～シルト、下層

が暗褐細砂～シルトとにぶい黄褐細砂～シルトであ

る。②断面では、上層が褐灰シルト、下層が灰黄シ

ルトである。③断面では単層で、暗褐細砂である。

遺物は土師器片が出土している。８・９- ＳＤ３

と並走することから、同時期の溝と考えられる。

８・43 －ＳＤ６( 図 141 ～ 142)

　第８・43 調査区で検出した南東から湾曲後、北

に直線的に延びる溝である。８- 竪穴 1 に切られ、

８- 竪穴２・４、8・9- ＳＤ３・５を切る。主軸方

位は N-90°-E から N-8.5°-E に変化し、直線的に調

査区外まで展開するが、第 11 調査区では検出でき

なかった。検出面の標高は 36.4 ～ 36.3m である。

調査時は、一連の溝として調査を行ったが、８- 竪

穴１との切り合い関係から、８- 竪穴２以北につい

ては、別遺構である可能性が想定できる。

長さ約41.0ｍを検出し、幅は約0.68～0.28mで、

深さは約 0.20 ～ 0.05m を測る。北側が深く、中央

でやや浅く、南東側では深い傾向にある。断面形状

は逆台形である。

埋土は a 断面で３層に分層でき、上層がにぶい

黄褐細砂～シルト、中層が暗赤褐細砂～シルト、下

層が地山ブロック土を含む褐シルトである。b・c

断面は単層で、それぞれ暗褐粘土と、暗褐細砂であ

る。d 断面では上層が褐シルトと暗褐細砂～シルト、

下層が地山ブロック土を含む暗褐シルトである。e

断面は単層で、暗褐細砂～シルトである。

　遺物は土師質土器杯 (289) が出土した。図示した

遺物の他に、須恵器壺片が出土した。 

　出土遺物や方向が条理地割に合致することから古

代と判断できる。

７－ＳＤ１・42 －ＳＤ２( 図 142)

　第７調査区の北で検出した溝である。８・９- Ｓ

Ｄ３から途中で途切れるも、直線的に方位 N-62°

-E、検出面の標高は 36.3 ～ 36.2m である。

長さ約 9.5 ｍを検出し、幅は約 0.7m で、深さは

0.24m を測る。断面形状は不整形で、段落ちを有

する部分がある。埋土はにぶい黄褐砂礫混じりシル

トである。

遺物は土師器片が出土しているが、細片のため

詳細な時期は不明である。
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42 －ＳＤ 4( 図 142)

　第 42 調査区の北側で検出した溝である。主軸方

位 N-73°-E、検出面の標高は 36.2m である。調査

区外に延び、８・9- ＳＤ５に続くと考えられるが、

第 7 調査区では検出できなかった。

長さ約 1.5 ｍを検出し、幅は約 1.90m、深さは

約 0.28m を測る。断面形状は不整形である。

遺物は図示できなかったが、須恵器片・土師器

片が出土した。出土遺物が細片のため、詳細な時期

は不明であるが、８・9- ＳＤ５との関係から、古

墳時代後期頃と推定できる。

8 －ＳＤ 7( 図 143)

　第８調査区の中央で検出した溝である。8- 竪穴

４と８- ＳＤ６に切られる。主軸方位 N-81°-E で、

やや蛇行する。検出面の標高は 36.4m である。

長さ約 7.0 ｍを検出し、幅は約 0.84 ～ 0.28m で、

深さ約 0.16m を測る。断面形状は浅い皿状である。

埋土は２層に分層でき、上層がにぶい黄褐シル

ト～粘土、下層が褐シルト～粘土である。

遺 物 は 底 面 か ら 土 製 紡 錘 車 (D2) と 土 師 器 壺

(292)・鍋 (293)、須恵器杯身が出土した。この須

恵器杯身は８- 竪穴４出土の出土破片 (48) と接合し

た。図示した遺物の他に、土師器壺片が出土した。  

出土遺物と８- 竪穴４との接合関係からＴＫ 47

型式併行期と判断できる。

9 －ＳＤ 6( 図 144)

　第９調査区の中央から南東側で検出した溝であ

る。南側は調査区外へと展開する。直線的に主軸方

位 N-20°-W、検出面の標高は 36.5m 前後である。

長さ約 19.5 ｍを検出し、幅は約 1.3 ～ 0.38m、

深さは 0.34 ～ 0.17 ｍを測る。北側が浅く、南側

が深い。断面形状は逆台形で段落ちを有する部分が

ある。

埋土は、a・b 断面で２層に分層でき、上層が黒

褐細砂～シルト、下層が地山ブロック土を含む暗褐

シルトである。c・d 断面も同様で、上層が黒褐細

砂～シルト、下層が地山ブロック土を含む暗褐細砂

～シルトである。

遺物は図示できなかったが、須恵器壺片が出土

した。遺物が細片のため、遺構の詳細な時期は不明

である。８・９- ＳＤ３との切り合い関係から、古

墳時代後期以降と考えられる。

9 －ＳＤ 200( 図 145)

　第９調査区の北西で検出した溝である。やや蛇行

して第 11 調査区まで延び、11- ＳＤ１へと続く。

主軸方位 N-7°-E、検出面の標高は 36.7 ～ 36.5m

である。

長さ約 17.5 ｍを検出し、幅約 0.58 ～ 0.48m、

深さは 0.12 ～ 0.1m を測る。断面形状は逆台形か

ら浅い皿状である。

埋土は a・b 断面とも３層に分層でき、a 断面の

上層が褐細砂、中層がにぶい褐シルト、下層が褐シ

ルトである。b 断面では上層が褐シルト、中層がに

ぶい褐極細砂、下層が褐極細砂である。

遺物は図示できなかったが、須恵器杯身片・高

杯片・壺片、土師器皿片・製塩土器片が出土した。

いずれの遺物も細片のため、詳細な時期は不明であ

るが、第 11 調査区でＳＤ２を切っていることから、

飛鳥Ⅲ以降の溝と考えられる。

9 －ＳＤ 105( 図 145)

　第９調査区の南側で検出した溝である。やや湾曲

して９- ＳＤ 110 に合流する。主軸方位 N-51°-E、

検出面の標高は 36.5m である。

長さ約 1.5 ｍを検出し、幅は約 0.32m、深さは

0.06m を測る。断面形状は浅い皿状である。

埋土は２層に分層でき、上層が暗褐細砂～シル

ト、下層が褐シルトである。

遺物は出土していないため、時期は不明である。 

9 －ＳＤ 110( 図 145)

　第９調査区の中央を南北方向に検出した溝であ

る。９- ＳＫ 106・219 に切られ、９- ＳＤ 117 を

切る。北側で屈曲して９- ＳＤ 205 に向かう。主軸

方位 N-5°-E、検出面の標高は 36.5m 前後である。

長さ約 40.0 ｍを検出し、幅は約 0.94 ～ 0.44m、

深さは 0.28 ～ 0.06 を測る。北側と南側で深く、

中央部分で浅い。断面形状は逆台形である。

埋土は a・b 断面で４層に分層でき、a 断面では

上層から灰白シルト、黄灰シルト、灰白極細砂、細

砂ブロックを含む黄灰シルトである。b 断面では上

層から暗褐細砂～シルト、灰黄極細砂、暗褐細砂～

シルト、黒褐粗砂混じりシルトである。d 断面は３

層に分層でき、上層が極暗褐シルト、中層がにぶい

黄褐細砂、下層が黒褐細砂～シルトである。

遺物は須恵器壺片が出土した。遺物が細片のた
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第Ⅲ章　調査の成果

め、詳細な時期は不明である。

9－ＳＤ 117( 図 146)

　第９調査区の中央から直線的に北東方向へ延びる

溝である。9- ＳＤ 110 に切られ、9- ＳＫ５を切る。

主軸方位 N-25°-E、検出面の標高は 36.5m 前後で

ある。

長さ約 30.5 ｍを検出し、幅は約 0.62 ～ 0.48m、

深さ約 0.22mを測る。断面形状は逆台形である。

埋土から掘り直しの痕跡が認められ、掘り直し

部は２層に分層できる。b断面では上層が褐シルト、

下層が暗褐細砂～シルト、c断面では上層がにぶい

黄褐シルト、下層が暗褐細砂～シルト、d断面では、

上層が暗褐シルト、下層が暗褐細砂～シルトである。

掘り直し以前の堆積は、b断面で上層がにぶい黄褐

細砂～シルト、下層が地山ブロック土を含む褐細砂

～シルト、c断面で上層が暗赤褐シルト、下層が地

山ブロック土を含む暗褐細砂、d断面で暗褐細砂～

シルトである。

遺物は北側の土器集中部から土師器甕 (294) が

出土した。その他に、土師器甕片が出土した。出土

遺物から古墳時代後期頃と判断できる。

９－ＳＤ 115( 図 147)

　第９調査区北側で検出した溝である。調査区外へ

と延びるが、第 11 調査区では検出できなかった。

主軸方位N-11°-E、検出面の標高は 36.6 ～ 36.5m

である。

長さ約 2.50 ｍを検出し、幅は約 0.38m、深さは

約 0.12mを測る。断面形状は逆台形である。

埋土は２層に分層でき、上層が褐シルト、下層

が灰白色シルト塊を含む褐シルトである。遺物が出

土していないため、詳細な時期は不明である。

９－ＳＤ 216( 図 148)

　第９調査区の北西で検出した溝状の遺構である。

主軸方位N-37°-E、検出面の標高は 36.6 ～ 36.5m

である。

長さ約4.4ｍ、幅は0.74m、深さは0.18mを測る。

断面形状は方形である。

埋土は２層に分層でき、上層がにぶい黄褐極細

砂、下層がにぶい赤褐シルトである。

遺物は須恵器片が出土しているが、細片のため

詳細な時期は不明である。

９－ＳＤ 220( 図 147)

　第９調査区の中央で検出した溝である。9- ＳＤ

205 に切られる。9- ＳＤ 110 に切られる。主軸方

位N-72°-W、検出面の標高は 36.5mである。

長さ約 1.84 ｍを検出し、幅約 0.32m、深さ約

0.3mを測る。断面形状はU字形である。

埋土は２層に分層でき、上層が暗褐砂礫混じり

細砂～シルト、下層が極暗褐シルト混じり砂礫であ

る。

遺物は出土していないため、詳細な時期は不明

である。

９－ＳＤ 222( 図 147)

　第９調査区の南側で検出した溝状の遺構で湾曲す

る。９- ＳＤ 110・ＳＤ 205 に切られ、８・９- Ｓ

Ｄ３を切る。９- ＳＤ 125 と同一の溝である。主軸

方位 N-60°-E、検出面の標高は 36.6 ～ 36.5m で

ある。

長さ約 9.2 ｍを検出し、幅約 0.65m、深さは

0.18mを測る。断面形状は逆台形である。

埋土は２層に分層でき、上層がにぶい黄褐粗砂

混じり細砂～シルト、下層が褐細砂～シルトである。

遺物は出土していないため、詳細な時期は不明

である。

11－ＳＤ７・44－ＳＤ３・45－ＳＤ４( 図 148)

　第 11・44・45 調査区で検出した溝である。や

や直線的に主軸方位 N-65°-E で第 45 調査区まで

延びる。検出面の標高は 36.3 ～ 36.2mである。

長さ約 22.5 ｍを検出し、幅は 1.44 ～ 0.8m で、

断面形状は逆台形で部分的に段落ちを有する。検出

面からの深さは 0.46m を測る。第 10 調査区では

確認できなかった。

埋土は、a断面で上層が褐細砂、下層がにぶい黄

褐砂で礫を含む。b断面で上層が褐シルトと暗褐粘

土、中層が褐シルト、下層が暗褐シルトである。c

断面で褐シルト、d断面で上層が灰黄褐中粒砂混じ

りシルト下層が暗褐中粒砂混じりシルトである。

遺物は須恵器甕 (295)、土師器鍋 (296) が出土し

た。出土遺物から古墳時代後期後半としておく。

10－ＳＤ 202( 図 150)

　第 10 調査区の西側で検出した溝である。南北に

直線的に主軸方位N-11.5°-Wで調査区外に延びる。
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検出面の標高は 36.3mである。

長さ約 7.0 ｍを検出し、幅は約 1.42m、深さは

約 0.25mを測る。断面形状は浅い皿状である。

埋土は単層で、褐シルトである。

遺物が出土していないため、詳細な時期は不明

である。

10－ＳＤ 216( 図 149)

　第 10 調査区の西側で検出した溝である。10- 竪

穴 210 に切られ、やや湾曲して調査区へと延びる

と想定していたが、第 45調査区では確認できなか

った。主軸方位N-80°-W、検出面の標高は 36.2m

である。

長さ約 1.38 ｍを検出し、幅は約 0.44m、深さは

約 0.14mを測る。断面形状は逆台形である。

埋土は単層で、灰黄褐シルトに細砂を含む。

遺物は須恵器片が出土しているが、細片のため

詳細な時期は不明である。

11－ＳＤ 12( 図 150)

　第 11 調査区の東側で検出した溝である。11- Ｓ

Ｄ８に切られる。主軸方位N-52°-Eでやや湾曲する。

検出面の標高は約 36.2mである。

長さ約 1.68 ｍ、幅は 0.56m で、断面形状は不

整形である。検出面からの深さは 0.18mを測る。

埋土は上層が褐粘質土、下層が暗褐細砂～シル

トである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

11－ＳＤ 9( 図 150)

　第 11 調査区の東側で検出した溝である。11- Ｓ

Ｄ８に切られる。主軸方位 N-86°-Wから N-14.5°

-Wで湾曲して調査区外に延びる。検出面の標高は

約 36.2mである。
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　長さ約 1.9 ｍを検出し、幅は約 0.26m、深さは

約 0.24m を測る。断面形状は U 字形である。埋土

は単層で褐細砂混じり粘質土である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

11 －ＳＤ 8( 図 150)

　第 11 調査区の東側で検出した溝である。直線的

に主軸方位 N-44.5°-W で調査区外に延びる。検出

面の標高は約 36.2m である。

　長さ約 3.6 ｍを検出し、幅は約 0.5m で、深さ

0.3m を測る。断面形状は逆台形である。埋土は２

層に分層でき、上層が褐細砂～シルト、下層が暗褐

細砂混じり粘質土である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

45 －ＳＤ 2( 図 151)

　第45調査区の南側で検出した溝状の遺構である。

直線的に方位 N-60°-W で延び、調査区外に延びる。

検出面の標高は約 36.2m である。幅約 3.10m、深

さは 0.20m を測る。断面形状は方形である。

　埋土は単層で黒褐シルトである。遺物は図示でき

なかったが、須恵器 片が出土したが、細片である

ため、詳細な時期は不明である。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

ある。

44・45 －ＳＤ１( 図 151)

　第 44・45 調査区の南側で検出した溝状の遺構で

ある。西側で屈曲して方位 N-7°-W から N-80°-W

で延びる。検出面の標高は約 36.3 ～ 36.2m である。

11- ＳＫ 10・45- ＳＤ１へと続き、11- ＳＤ７に切

られる。幅は約 2.3m 以上で、断面形状は逆台形に

テラスである。検出面からの深さは 0.50m を測る。

埋土は 44- ＳＤ１で上層が黒褐細砂混じりシル

ト、下層が褐灰細砂と灰黄褐細砂である。45- ＳＤ

１で上層が黒褐シルト、下層が灰黄褐シルトと暗褐

細砂～シルトである。

　遺物は 45- ＳＤ１から須恵器杯身 (297・298)、

砥石 (S29) が出土している。出土遺物からＴＫ 43

型式併行期と判断できる。 

３－ＳＤ１・４－ＳＤ 3( 図 152)

　第３・４調査区の南側で検出した不整形な溝状の

遺構である。主軸方位 N-72°-W、検出面の標高は

36.5 ～ 36.3m である。

長さ約 18.5 ｍを検出し、幅は約 2.7 ～ 1.0m で、

断面形状は浅い皿状から椀状で段落ちを有する部分

が認められた。深さは約 0.33 ～ 0.1m を測る。幅

や深さの起伏が大きい。

埋土は a・b 断面は単層で地山ブロック土を含む

黒褐細砂～シルト。椀状に断落ちする c 断面では上

層が暗褐シルト、中層がにぶい黄褐礫混じりシルト、

下層が暗褐砂礫と暗褐細砂～シルトである。d 断面

では単層で、灰褐細砂～シルトである。

　 遺 物 は 須 恵 器 杯 蓋 (301)・ 杯 身 (299)・ 高 杯

(300)・ 壺 (302)、 土 師 器 杯 (303 ～ 306)・ 高 杯

(307・308)・直口壺 (309) が出土した。そのうち

溝底から (299・302・305・308・309) がまとま

って出土した。図示した遺物の他に、須恵器杯蓋

片・杯身片・甕片、土師器高杯片・甕片・壺片、臼

玉が出土した。なお、本溝から出土した須恵器杯蓋

(301) は 6- 竪穴 2 の遺物 (74) と接合した。不整形

な溝状の遺構であり、出土遺物も年代差が認められ

ることから、人為的な整地層の可能性も考えられる。

　出土遺物の年代から飛鳥Ⅲと判断できる。

9 －ＳＤ 205( 図 153 ～ 156)

　第９調査区西側で検出した南北方向の溝である。

主軸方位 N-5°-E で直進した後、軸を N-10°-W に

変えてやや蛇行し、11- ＳＤ２へとつながる。検出

面の標高は 36.6 ～ 36.5m である。

　長さ約 47.0 ｍ、幅は約 1.4 ～ 2.2m で、深さは

約 0.76 ～ 0.44m を測る。断面形状は逆台形で数箇

所に段落ちを有する。

　埋土は、a 断面では、13 ～ 17 層、７～ 12 層、

１～６層の順に堆積したと考えられる。１～６層を

上層、７～ 12 層を中層、13 ～ 17 層を下層として

扱う。上層は中層まで埋没した後、溝の掘り直し後　

の堆積と考えられる。埋土は褐細砂～シルトと褐粗　

砂混じりシルト、褐細砂～シルト、褐シルトである。

中層の埋土は褐細砂～シルトと褐粗砂～細砂、褐粗

砂混じりシルト、にぶい黄褐細砂～シルト暗褐細砂

～シルト、褐粗砂混じりシルトである。下層は暗褐

シルトと暗褐極細砂、灰黄褐細砂、暗褐粗砂、暗褐

砂礫で、流水堆積が確認できた。

　b 断面では、７～ 10 層、１～６層の順に堆積し

たと考えられる。１～６層を上層、７～ 10 層を下

層として扱う。上層は下層が埋没した後、溝の掘り
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6 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂混じりシルト…ベース
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2 10YR3/4 暗褐　シルト…ベース

1 10YR3/2 黒褐　細砂～シルト　灰黄褐色シルト 5%
2 10YR3/3 暗褐　粗砂～シルト　拳大の円礫多量含む…ベース

1 10YR3/2 黒褐　細砂～シルト　灰黄褐色シルト 7%
2 10YR3/3 暗褐　粗砂～シルト　径 2 ～ 5 ㎝大の円 
        礫多量含む…ベース

1 10YR3/3 暗褐　シルト
2 10YR4/3 にぶい黄褐　礫混じりシルト
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4 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト
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直し後の堆積と考えられる。埋土は褐シルト～細砂

と暗褐極細砂、暗褐シルト～細砂、暗褐細砂～極細

砂、暗褐細砂～シルト褐細砂～極細砂である。下層

の埋土は暗褐シルトと褐細砂、褐細砂～シルト、暗

赤褐シルトである。一部に流水堆積が確認できた。

　c断面では８～ 10 層、７層、１～６層の順に堆

積したと考えられる。１～６層を上層、７層を中層、

８～ 10層を下層として扱う。上層は下層が埋没し

た後、溝の掘り直し後の堆積と考えられる。埋土は

にぶい黄褐粗砂混じり細砂とにぶい黄褐細砂、暗褐

シルト混じり細砂、暗褐粗砂混じり細砂～シルト、　　

にぶい黄褐粗砂～細砂、暗褐細砂である。中層の埋

土は暗褐砂礫混じりシルトである。下層は暗褐細砂

～シルトと暗褐粗砂混じりシルトである。

　d断面では 10・11 層、７～９層、１～６層の順

に堆積したと考えられる。１～６層を上層、７～

11層を下層として扱う。上層は下層が埋没した後、

溝の掘り直し後の堆積と考えられる。埋土は褐粗砂

混じりシルトとにぶい黄褐粗砂～細砂、褐粗砂～細

砂、暗褐粗砂混じりシルト、にぶい黄褐細砂～シル

トである。下層は東側の肩の褐砂礫混じりシルトと

暗褐　粗砂混じりシルトが埋没した後、黒褐細砂～

シルトと暗褐砂礫混じりシルト、黒褐細砂混じりシ

ルトが堆積していた。

　e断面では溝の掘り直しが確認できなかった。溝

の周辺のベースが砂礫層であり、ここで溝幅が狭く

なっている。当初から溝幅が狭く、溝の掘り直しの

際に、溝幅すべてを掘り直したと考えられる。埋土

はにぶい黄褐細砂～シルトと暗褐粗砂混じりシル

ト、にぶい黄褐極細砂、黒褐細砂～シルト、暗褐粗

砂混じりシルトである。一部に流水堆積が確認でき

た。

　f断面では、４層、１～３層の順に堆積していた。

埋土は暗赤褐細砂混じりシルトと極暗褐細砂、暗褐

シルト、にぶい赤褐細砂～シルトである。

　遺物は最下層から土師器杯 (326)・皿 (327)、須

恵器杯蓋 (325)・杯 (321・322・323)・盤 (324)、

石鏃 (S30) が出土した。掘方から須恵器蓋 (310)、

土師器甕 (317) が出土した。その他は、層位不明か

埋土出土で取り上げを行った。また図示した遺物の

他に、須恵器高杯片・甕片・壺片、土師器甑片・甕

片・高杯片・杯片・精製土器片・把手・椀片、ささ

れ石が出土した。

　最下層出土の畿内系土師器 (362) から、本溝の開



T.P.+36.7m
a a’

T.P.+36.7m
b b’

0 1ｍ

（S=1 ／ 40）

T.P.+36.7m
c c’

T.P.+36.7m
d d’

T.P.+36.7m
e e’

T.P.+36.7m
f f’

1

2 3
4

5

6

7

8

9

10
11

13

14

12

15 17

16
18

1

3
4

5

6
7

8

9

10

11

13
12 2

1013

7

1

3 4

5 6
7

8
9
10

2

1

3 4

5

6
7
8

9

102

11
12

1
3

4

5
6

2
1

3

45

6

2

5

1 10YR4/4 褐　シルト～細砂
2 10YR3/4 暗褐　極細砂
3 10YR3/3 暗褐　シルト～細砂
4 10YR3/4 暗褐　細砂～極細砂　炭化物含む
5 7.5YR3/3 暗褐　細砂～シルト

1 10YR4/4 褐　細砂～シルト
2 10YR4/6 褐　粗砂混じりシルト
3 10YR4/4 褐　粗砂混じりシルト
4 10YR4/4 褐　細砂～シルト
5 7.5YR4/3 褐　シルト　やや粘質
6 7.5YR4/3 褐　粗砂混じりシルト

7 10YR4/4 褐　細砂～シルト　やや粘質
8 7.5YR4/4 褐　粗砂～細砂
9 7.5YR4/4 褐　粗砂混じりシルト
10 10YR5/4 にぶい黄褐　細砂～シルト
11 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト　やや粘質
12 7.5YR3/4 暗褐　シルト　やや粘質

13 7.5YR4/4 褐　粗砂混じりシルト　やや粘質
14 10YR3/4 暗褐　極細砂
15 10YR5/2 灰黄褐　細砂
16 10YR3/4 暗褐　粗砂
17 7.5YR3/3 暗褐　砂礫
18 10YR4/4 褐　粘土…ベース

6 7.5YR4/3 褐　細砂～極細砂
7 7.5YR3/4 暗褐　シルト
8 7.5YR4/3 褐　細砂
9 7.5YR4/3 褐　細砂～シルト
10 5YR3/3 暗赤褐　シルト

11 5YR3/3 暗赤褐　礫混じりシルト…ベース
12 7.5YR4/4 褐　細砂…ベース
13 7.5YR3/4 暗褐　細砂～粗砂…ベース

1 10YR4/3 にぶい黄褐　粗砂混じり細砂
2 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂
3 10YR3/3 暗褐　シルト混じり細砂
4 10YR3/4 暗褐　粗砂混じり細砂～シルト
5 10YR4/3 にぶい黄褐　粗砂～細砂

6 10YR3/4 暗褐　細砂
7 10YR3/4 暗褐　砂礫混じりシルト
8 7.5YR3/4 暗褐　細砂～シルト　やや粘質
9 10YR3/3 暗褐　粗砂混じりシルト　やや粘質
10 10YR3/4 暗褐　粗砂混じりシルト　やや粘質

1 7.5YR4/3 褐　粗砂混じりシルト
2 10YR4/3 にぶい黄褐　粗砂～細砂
3 10YR4/4 褐　粗砂～細砂
4 10YR3/3 暗褐　粗砂混じりシルト

5 10YR5/3 にぶい黄褐　細砂～シルト
6 10YR2/3 黒褐　細砂～シルト　やや粘質
7 10YR3/4 暗褐　粗砂混じりシルト
8 10YR3/3 暗褐　砂礫混じりシルト　やや粘質　 Fe 沈着

1 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト
2 10YR5/4 にぶい黄褐　粗砂～シルト
3 10YR3/3 暗褐　粗砂混じりシルト　やや粘質　 土器片含む
4 10YR4/3 にぶい黄褐　極細砂
5 7.5YR3/2 黒褐　細砂～シルト
6 10YR3/3 暗褐　粗砂混じりシルト　やや粘質　 Fe 含む

1 5YR3/3 暗赤褐　細砂混じりシルト
2 5YR2/3 極暗褐　細砂
3 7.5YR3/4 暗褐　シルト
4 5YR4/3 にぶい赤褐　細砂～シルト　細礫含む
5 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂…ベース
6 10YR3/3 暗褐　粗砂　自然礫多量含む…ベース

9 10YR3/2 黒褐　細砂混じりシルト　やや粘質
10 10YR4/4 褐　砂礫混じりシルト
11 10YR3/3 暗褐　粗砂混じりシルト　やや粘質
12 10YR4/3 にぶい黄褐　砂礫…ベース

第Ⅲ章　調査の成果
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第Ⅲ章　調査の成果

掘時期は、7世紀中葉と判断できる。

11－ＳＤ 2( 図 157)

　第 11 調査区の西側で南北に検出した 9- ＳＤ

205と同一の溝である。直線的に方位N-16°-Wで、

11- ＳＤ 1に切られ、調査区外に延びる。検出面の

標高は約 36.5m 前後である。幅は約 1.62m、深さ

は 1.08mを測る。断面形状は逆台形から V字形に

変化する。

溝の掘り直しが確認でき、少なくとも５段階に

わたり溝が埋没していった過程が読み取れる。埋土

を上層から①～⑤段階に分けて記載する。最終埋没

である①段階の埋土は、にぶい黄褐粗砂と灰黄褐シ

ルト～粘土、にぶい黄褐粗砂と暗褐砂礫混じりシル

ト～粘土である。②段階の埋土は暗褐シルト～粘土

とにぶい黄褐粘土混じり細砂、黒褐シルト混じり粘

土、にぶい黄褐シルト～粘土、灰黄褐粗砂～細砂、

黒褐シルト～粘土、灰黄褐粗砂である。③段階の埋

土はにぶい黄褐シルト混じり粘土と灰黄褐細砂～シ

ルト、④段階では灰褐シルト～粘土と黒褐シルト～

粘土である。⑤段階では褐砂礫と灰黄褐細砂、灰褐

細砂の水平堆積が確認できた。

　遺物は土師器片が出土している。

11－ＳＤ 3( 図 157)

　第 11 調査区の西側で南北に検出した溝である。

直線的に方位 N-6.5°-Wで調査区外に延びる。11-

ＳＤ４に切られる。第９調査区で確認できなかった

ことから、9- ＳＤ 205 から分岐した可能性が考え

られる。検出面の標高は約 36.5 ～ 36.4m である。

幅約 3.5m 深さは 0.44m を測る。断面形状は浅い

皿状である。

溝の掘り直しが確認でき、最終埋没時の堆積が

褐細砂～シルトとにぶい黄褐細砂～シルト。機能時

の堆積の上層がにぶい黄褐粗砂混じりシルトと褐細

砂～シルト、にぶい黄褐細砂～シルト、下層がにぶ



0
1ｍ

（
S=
1
／
40
）

0
5m

（
S=
1
／
20
0）

y=49715

y=49720

x=
14
24
30

T.P
.+
36
.7
m

a
a’

T.P
.+
36
.7
m

b
b’

SD
1

SD
2

SD
3

SD
4

1 2 3 4

1
2

3
8

9 13
7

4
6

5

11
10 1
2

14
14

16
15

17
19

18

1
2

3

4
5

6
7

1

2
3

5
6

4

a
b
a’

b’

11
-S
D
1
11
-S
D
2

11
-S
D
3
11
-S
D
4

1 
10

YR
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

　
粘

土
混

じ
り

砂
礫

層
2 

10
YR

5/
4

に
ぶ

い
黄

褐
　

粗
砂

　
や

や
粘

質
3 

10
YR

5/
3

に
ぶ

い
黄

褐
　

粘
土

混
じ

り
粗

砂
～

細
砂

4 
10

YR
4/

6
褐

　
細

砂
～

シ
ル

ト
　

や
や

粘
質

…
ベ

ー
ス

1 
10

YR
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

　
粗

砂
2 

10
YR

4/
2

灰
黄

褐
　

シ
ル

ト
～

粘
土

3 
10

YR
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

　
粗

砂
4 

7.
5Y

R3
/3

暗
褐

　
砂

礫
混

じ
り

シ
ル

ト
～

粘
土

5 
10

YR
3/

3
暗

褐
　

シ
ル

ト
～

粘
土

6 
10

YR
4/

3
に

ぶ
い

黄
褐

　
粘

土
混

じ
り

細
砂

7 
7.

5Y
R3

/2
黒

褐
　

シ
ル

ト
混

じ
り

粘
土

8 
10

YR
4/

3
に

ぶ
い

黄
褐

　
シ

ル
ト

～
粘

土
9 

10
YR

3/
3

暗
褐

　
シ

ル
ト

～
粘

土
10

 
10

YR
5/

2
灰

黄
褐

　
粗

砂
～

細
砂

11
 

7.
5Y

R3
/2

黒
褐

　
シ

ル
ト

～
粘

土
12

 
10

YR
4/

2
灰

黄
褐

　
粗

砂
+1

0Y
R3

/2
黒

褐
　

粗
砂

13
 

10
YR

4/
3

に
ぶ

い
黄

褐
　

シ
ル

ト
混

じ
り

粘
土

14
 

10
YR

4/
2

灰
黄

褐
　

細
砂

～
シ

ル
ト

15
 

7.
5Y

R4
/2

灰
褐

　
シ

ル
ト

～
粘

土
　

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

多
量

含
む

16
 

7.
5Y

R3
/2

黒
褐

　
シ

ル
ト

～
粘

土
17

 
7.

5Y
R4

/3
褐

　
砂

礫
18

 
10

YR
5/

2
灰

黄
褐

　
細

砂
19

 
7.

5Y
R4

/2
灰

褐
　

細
砂

1 
10

YR
4/

6
褐

　
細

砂
～

シ
ル

ト
2 

10
YR

5/
3

に
ぶ

い
黄

褐
　

細
砂

～
シ

ル
ト

3 
10

YR
5/

4
に

ぶ
い

黄
褐

　
粗

砂
混

じ
り

シ
ル

ト
4 

10
YR

4/
4

褐
　

細
砂

～
シ

ル
ト

5 
10

YR
4/

3
に

ぶ
い

黄
褐

　
細

砂
～

シ
ル

ト
6 

10
YR

4/
3

に
ぶ

い
黄

褐
　

シ
ル

ト
～

粘
土

7 
10

YR
4/

4
褐

　
細

砂
混

じ
り

粘
土

1 
10

YR
4/

4
褐

　
粗

砂
　

礫
多

量
含

む
2 

10
YR

3/
4

暗
褐

　
シ

ル
ト

～
粗

砂
3 

10
YR

3/
4

暗
褐

　
粗

砂
混

じ
り

シ
ル

ト
4 

10
YR

3/
4

暗
褐

　
粗

砂
～

細
砂

5 
10

YR
4/

4
褐

　
粗

砂
～

シ
ル

ト
　

や
や

粘
質

6 
10

YR
4/

4
褐

　
細

砂
～

シ
ル

ト
…

ベ
ー

ス

萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）



0 5cm

（鉄製品：S=1 ／ 2）

T19

第Ⅲ章　調査の成果

0 1ｍ

（断面図：S=1 ／ 40）T.P.+37.0m
S N

x=142399

x=142395

y=496
73

y=496
83

x=142380

x=142390

y=
49674

T.P.+37.0m
a a’

T.P.+37.0m
b b’

0 2ｍ

（平面図：S=1／ 100）

x=142394

x=142390

y=49672

y=
49674

T.P.+37.0m
E W

x=142406

x=142403

y=
49674

T.P.+37.0m
E W

12-SD35

12-SP5
8

12-SP2
4

1

25
3

4

26

6

1
2

a

b

a’

b’

12-SD26

1
24

3

5

1 2

12-SD2512-SD22

1 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～粗砂
2 10YR3/3 暗褐　シルト
3 10YR3/4 暗褐　シルト
4 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト
5 10YR4/4 褐　シルト
6 10YR3/3 暗褐　シルト…ベース

1 10YR3/4 暗褐　粗砂混じり細砂
2 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト

1 10YR3/3 暗褐　粘土混じり粗砂
2 10YR3/4 暗褐　粘土混じり細砂

1 10YR5/2 灰黄褐　シルト
2 10YR3/3 暗褐　シルト
3 10YR5/2 灰黄褐　シルト　炭化物 7%
4 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト
5 10YR4/2 灰黄褐　シルト…ベース



0 1ｍ

（S=1 ／ 40）

y=
49
65
9

y=
49
63
4

x=142373

x=142378

T.P.+37.3m
S N

0 5m

（S=1 ／ 200）

13-SD1

3
1

2
1 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト
2 10YR4/4 褐　シルト
3 10YR4/4 褐　シルト…ベース

萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）

い黄褐シルト～粘土と褐細砂混じり粘土である。

遺物は土師器片が出土しているが、細片である

ため、詳細な時期は不明である。

11 －ＳＤ 4( 図 157)

　第 11 調査区の西側で南北に検出した溝である。

直線的に方位 N-8.5°-W で調査区外に延びる。11-

ＳＤ３を切る。第９調査区で確認できなかったこと

から、９- ＳＤ 205 から分岐した可能性が考えられ

る。検出面の標高は約 36.5m である。幅約 1.34m

深さは 0.34m を測る。断面形状は逆台形である。

埋土は、上層が褐粗砂と暗褐シルト～粗砂、中

層が暗褐粗砂混じりシルトと暗褐粗砂～細砂、下層

が褐粗砂～シルトである。

遺物は図示できなかったが、須恵器 片・壺片、

土師器高杯片が出土している。出土遺物が小片のた

め、詳細な時期は不明である。

11 －ＳＤ 1( 図 157)

　第 11 調査区の西側で南北に検出した９- ＳＤ

200 と同一の溝である。直線的に方位 N-1°-W

で調査区外まで延びる。検出した標高は 36.6 ～

36.5m で あ る。 幅 は 0.56 ～ 0.85m、 深 さ は 約

0.7m を測る。断面形状は逆台形である。

埋土は上層がにぶい黄褐粘土混じり砂礫、中層

がにぶい黄褐粗砂、下層がにぶい黄褐粘土混じり粗

砂～細砂である。

　遺物は須恵器片が出土しているが、細片のため詳

細な時期は不明である。９- ＳＤ 205 との切り合い

関係から、７世紀半ば以降と考えられる。

12 －ＳＤ 22( 図 158)

　第 12 調査区の中央やや西で検出した溝である。

主軸方位 N-11°-W、調査区外からやや直線的に延

びる。検出面の標高は 36.9 ～ 36.8m である。

長さ約 5.23 ｍを検出し、幅は約 0.48m、深さは

約 0.06m を測る。断面形状は浅い皿状である。

埋土は、暗褐粘土混じり粗砂である。

遺物は図示できなかったが、須恵器壺片、土師

器足釜片が出土した。出土遺物から、中世と考えら

れる。

12 －ＳＤ 25( 図 158)

　第 12 調査区の南西で検出した溝である。調査区

外から延び、主軸方位 N-32°-E でやや湾曲する。

検出面の標高は約 37.0m である。

　長さ約 4.5 ｍを検出し、幅は約 0.76m、深さは

0.42m を測る。断面形状は逆台形である。埋土は、

上層が灰黄褐シルト、下層が暗褐シルトである。

遺物は須恵器高杯片が出土したが、細片のため

詳細な時期は不明である。

12 －ＳＤ 26( 図 158)

　第 12 調査区の南西で検出した溝である。調査区

外から延び、主軸方位 N-9°-E で蛇行する。検出面

の標高は約 37.0m である。長さ約 13.4 ｍ、幅約
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1.46 ～ 0.6m、深さは 0.2m を測る。断面形状は浅

い皿状から不整形である。埋土は a 断面で上層が暗

褐シルト、下層が暗褐シルトと褐シルトである。b

断面では上層が暗褐粗砂混じり細砂、下層がにぶい

黄褐細砂～シルトである。

遺物は図示できなかったが、須恵器杯身片・壺片・

杯Ａ片、土師器皿片、黒色土器Ａ類片が出土した。

12 －ＳＤ 35( 図 158)

　第 12 調査区の中央で検出した溝である。調査区

外から延び、方位 N-70°-W で直行する。検出面

の標高は約 36.9m である。検出長約 11m、幅約

1.25m、深さは約 0.2m を測る。断面形状は浅い皿

状を呈し、一部テラスがある。底部の傾斜はほぼ無

い。

　遺物は鉄製丸釘 (T19)、その他図示できなかった

が、土師器甑把手、須恵器擂鉢、陶磁器碗・紅皿、

瓦質羽釜、土師質碗・蓋・皿・野壺・燈明皿、瓦、

金属製品 ( キセル？ )、サヌカイト剥片、火打石な

どが出土した。

13 －ＳＤ１( 図 159)

　第 13 調査区の北側で検出した溝である。主軸方

位 N-74°-W で、やや湾曲して調査区外に延びる。

検出面の標高は約 37.2m である。

長さ約 26.7 ｍを検出し、幅は約 1.3 ～ 0.8m で、

深さは約 0.3 ～ 0.1m を測る。断面形状は浅い皿状

から椀状である

埋土は上層がにぶい黄褐シルト、下層が褐シル

トである。

遺物は図示できなかったが、須恵器杯身片・壺片・

片・杯片、土師器高杯片・皿片、黒色土器Ａ類片

が出土した。

13 －ＳＤ２( 図 160)

　第 13 調査区の中央で検出した東西方向の溝であ

る。主軸方位 N-70°-W で、やや湾曲して調査区外

に延びる。検出面の標高は約 37.8 ～ 37.5m である。

長さ約 33.6 ｍを検出し、幅は約 1.0 ～ 0.4m、

深さは 0.4 ～ 0.1m を測る。断面形状は椀状から不

整形である。

埋土は a 断面で、暗褐シルトと褐シルト、b 断面

でにぶい黄褐シルトである。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

ある。

13 －ＳＤ３( 図 160)

　第 13 調査区の中央で検出した溝である。13- Ｓ

Ｄ２と併行する。主軸方位 N-70°-W で、やや湾曲

して調査区外に延びる。検出面の標高は約 37.85

～ 37.5m である。

長さ約 34.0 ｍ、幅は約 1.3 ～ 0.6m、深さは約

0.2 ～ 0.02m を測る。断面形状は浅い皿状から不

整形である。

埋土は a 断面で上層がにぶい黄褐シルト、下層

が褐シルト、b 断面で灰黄褐シルトである。

遺物が出土していないため、詳細な時期は不明

である。
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( ５)　ＳＫ　　　

３－ＳＫ 3( 図 161)

　第３調査区の南側で検出した土坑である。主軸方

位 N-2°-E、検出面の標高は 35.8m である。

平面形状は不整楕円形で、長軸約 0.88m、短軸

約 0.7m、深さ約 0.24m を測る。断面形状は椀状で

ある。

埋土は上層が暗褐細砂、下層が暗褐細砂～シル

トである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

３－ＳＫ 28( 図 161)

　第３調査区の北側で検出した土坑である。主軸方

位 N-14.5°-W、検出面の標高は 36.0m である。

平面形状は楕円形で、長軸約 0.96m、短軸約

0.76m、深さ約 0.28m を測る。断面形状は逆台形

である。底部に炭が敷かれてあった。埋土は上層が

黒褐細砂～シルト、下層が炭層で暗褐色細砂～シル

ト混じる。

遺物は図示できなかったが、土師器甑の把手が

出土した。炭化物で樹種同定とＡＭＳ分析を行った

結果、樹種がクリ近種、AMS が cal SD406 ‐ 537

と 534 ‐ 636、394 ‐ 534 という分析結果を得た。

３－ＳＫ 102( 図 161)

　第３調査区中央で検出した土坑である。主軸方位

N-53°-E、検出面の標高は 36.0m である。

平面形状は不整形で、長軸約 2.42m、短軸約

1.43m、深さ約 0.56m を測る。断面形状は「へ」

の字形である。埋土は、上層がにぶい黄褐シルト、

下層が黒褐細砂～シルトと暗褐シルト、地山ブロッ

ク土を多量に含む褐細砂～シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

３－ＳＫ 29( 図 161)

　第３調査区の北側で検出した土坑である。3- 竪

40 に切られる。主軸方位 N-0°-W、検出面の標高

は 35.9m である。

平面形状は長方形を呈し、長軸約 2.1m、短軸約

1.0m、深さ約0.32mを測る。断面形状は方形である。

埋土は単層で暗褐シルトである。

遺物は図示できなかったが、須恵器杯身片・高

杯片が出土した。いずれも細片のため、詳細な時期

は不明である。切り合い関係から、古墳時代後期頃

と考えられる。

３－ＳＫ 101( 図 161)

　第３調査区の中央で検出した土坑である。主軸方

位 N-5.5°-E、検出面の標高は 36.0m である。

平面形状は不整形で、長軸約 1.54m、短軸約

0.68m、深さ約 0.6m を測る。断面形状は V 字形で

ある。埋土は黒褐シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

３－ＳＫ 106( 図 161)

　第３調査区の中央で検出した土坑である。主軸方

位 N-89°-E、検出面の標高は 35.9m である。

平面形状は長方形で、長軸約 2.36m、短軸約

0.76m、深さ約 0.24m を測る。断面形状は不整方

形である。埋土は単層で、黒褐シルトである。

遺物は須恵器杯蓋 (328)・杯身 (329) が出土した。

図示した遺物の他に、須恵器杯身片が出土した。出

土遺物の年代からＴＫ43型式併行期と判断できる。

３－ＳＫ 107( 図 161)

　第３調査区の中央で検出した土坑である。主軸方

位 N-87°-E、検出面の標高は 35.9m である。

平面形状は長方形で、長軸約 2.55m、短軸約

0.96m、深さ約 0.35m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は上層が黒褐シルト、下層が地山ブロ

ック土を含む黒褐シルトである。

遺物は須恵器高杯蓋 (330) が出土した。ＳＫ 

106 との関係から同時期の遺構の可能性が考えら

れる。

３－ＳＫ 37( 図 162)

　第３調査区の北側で検出した土坑である。調査区

外へと広がるため、全体の形状は不明である。風倒

木痕の可能性がある。主軸方位 N-85.5°-W、検出

面の標高は 36.0m である。

平面形状は不整形で、長軸約 1.82m 以上、短軸

約 1.82m、深さ約 0.20m を測る。断面形状は逆台

形で段落ちを有する。埋土は 2 層に分層でき、上

層が黒褐シルト、下層が黒褐細砂混じりシルトであ

る。

遺物は図示できなかったが、土師器片が出土し

た。細片のため、詳細な時期は不明である。
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1 10YR3/4 暗褐　細砂　径 2 ～ 5 ㎝大の円礫含む
2 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト
3 10YR4/1 褐灰色　細砂～シルト 1 10YR2/3 黒褐　細砂～シルト　暗褐色細砂～シルト

　　 ブロック 7%　下層に炭混じる
2 炭層　暗褐色細砂～シルト混じ る

1 10YR3/2 黒褐　シルト　しまり強
2 10YR2/2 黒褐　シルト　しまりあり

1 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト
2 7.5YR3/2 黒褐　細砂～シルト
3 7.5YR3/3 暗褐　シルト
4 7.5YR4/3 褐　細砂～シルト　地山ブロック多量含む

1 10YR3/2 黒褐　シルト
　     しまり強

1 10YR3/2 黒褐　シルト　  
         地山ブロック含む
2 10YR2/2 黒褐　シルト　
         粘質　地山ブロック含む

1 10YR3/3 暗褐　シルト　やや粘質　炭化物含む　土器片含む

328・329：ＳＫ106
330：ＳＫ107
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329
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第Ⅲ章　調査の成果

３－ＳＫ 104・21 －ＳＫ 19( 図 162)

　第３・21 調査区の北側で検出した土坑である。

調査区外へと広がるため、全体の形状は不明である。

主軸方位 N-48°-W、検出面の標高は 35.9m である。

平面形状は不整形で、長軸約 4.2m 以上、短軸約

2.7m、深さ約 0.14m を測る。断面形状は不整形で

ある。埋土は単層で、暗褐粗砂～細砂である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

４－ＳＫ 25( 図 163)

　第４調査区の北側で検出した土坑である。主軸方

位 N-79°-W、検出面の標高は 36.15m である。

平面形状は隅丸方形で、長軸約 2.1m、短軸約

1.0m、深さ約0.34mを測る。断面形状は方形である。

埋土は２層に分層でき、上層が暗褐シルト、下層が

黒褐シルト～粘土である。

遺物は図示できなかったが、須恵器片・土師器

片が出土した。いずれも細片のため、詳細な時期は

不明である。

４－ＳＫ 102( 図 163)

　第４調査区の北側で検出した土坑である。主軸方

位 N-90°-W、検出面の標高は 36.0m である。

平面形状は不整方形で、長軸約 1.59m、短軸約

0.98m、深さ約 0.24m を測る。断面形状は逆台形

で段落ちを有する。埋土は２層に分層でき、上層が

黒褐シルト、下層が褐細砂～シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

４－ＳＫ 100( 図 163)

　第４調査区の北側で検出した土坑である。主軸方

位 N-90°-W、検出面の標高は 36.1m である。
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1 10YR2/3 黒褐　シルト
2 7.5YR3/2 黒褐　細砂混じりシルト
3 7.5YR3/4 暗褐　シルト…遺物包含層
4 10YR3/4 暗褐　シルト…ベース
5 7.5YR3/3 暗褐　砂礫層…ベース

1 7.5YR3/3 暗褐　粗砂～細砂
2 7.5YR4/4 褐　粗砂～細砂
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平 面 形 状 は 不 整 形 で、 長 軸 約 5.0m、 短 軸 約

1.06m、深さ約 0.17m を測る。断面形状は不整形

である。埋土は単層で、暗褐細砂～シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

４－ＳＫ 105( 図 163)

　第４調査区の中央で検出した土坑である。主軸方

位 N-76.5°-E、検出面の標高は 36.05m である。

平 面 形 状 は 不 整 形 で、 長 軸 約 1.5m、 短 軸 約

1.2m、深さ約 0.19m を測る。断面形状は逆台形で

ある。埋土は 2 層に分層でき、上層が黒褐シルト、

下層が暗褐シルト～極細砂である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

21 －ＳＫ 1( 図 163)

　第 21 調査区の南側で検出した土坑である。調査

区外へと広がるため、全体の形状は不明である。主

軸方位 N-76.5°-W、検出面の標高は 36.1m である。

平面形状は不整形で、長軸約 1.42m、短軸約

0.7m 以上、深さ 0.42m を測る。断面形状は椀状で

ある。埋土は、上層が地山ブロック土を含む黒褐粘

質シルト、中層が黒褐シルト、下層が暗褐シルトと

暗褐粘質シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

４－ＳＫ 107( 図 164)

　第４調査区の北側で検出した土坑である。主軸方

位 N-75°-W、検出面の標高は 35.95m である。

平 面 形 状 は 長 方 形 で、 長 軸 約 2.8m、 短 軸 約

1.2m、深さ約 0.4m を測る。断面形状は逆台形で

ある。一部に段落ちを有する。埋土は 2 層に分層

でき、上層が暗褐シルト、下層がにぶい黄褐細砂で

ある。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

４－ＳＫ 50( 図 164) 

　第４調査区の北で検出した土坑である。4- 竪 50

の掘方掘削後に検出した。主軸方位 N-25°-E、検

出面の標高は 35.65m である。

平 面 形 状 は 洋 梨 形 で、 長 軸 約 2.22m、 短 軸

1.06m、深さ約 0.46m を測り、断面形状は「へ」

の字形である。埋土は黒褐シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

４－ＳＫ 120( 図 164)

　第４調査区の北側で検出した土坑である。主軸方

位 N-72°-W、検出面の標高は 36.1m である。調査

区外へと広がるため、全体の形状は不明である。

平面形状は不整方形で、長軸 2.0m 以上、短軸約

0.98m、深さ約 0.3m を測る。断面形状は逆台形で

段落ちを有する。埋土は２層に分層でき、上層が灰

黄褐シルト、下層が地山ブロック土を含む灰黄褐シ

ルト～極細砂である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

21 －ＳＫ 7( 図 165)

　第 21 調査区の南側で検出した土坑である。主軸

方位 N-46.5°-W、検出面の標高は 36.0m である。

平面形状は不整形で、長軸約 1.48m、短軸約

0.95m、深さ約 0.2m を測る。断面形状は逆台形で、

段落ちを有する。埋土は 3 層に分層でき、上層が

にぶい黄褐細砂～シルト、中層が黒褐シルト、下層

がにぶい黄褐細砂である。

遺物は土師器甑把手 (331) が出土したが、詳細

な時期は不明である。

４－ＳＫ 2( 図 165)

　第４調査区の南側で検出した土坑である。主軸方

位 N-95°-E、検出面の標高は 36.3m である。焼土

層が確認でき、竪穴建物の可能性がある。

平面形状は不整形で、調査区外に展開する。規

模は、長辺約 2.84m、短辺約 0.86m、最深部で約

0.25m を測る。埋土は暗灰黄細砂～シルトである。

遺物は須恵器杯蓋 (332・333)・杯身 (334)・高

杯 (335)、土師器甕 (336) が出土した。図示した遺

物の他に、須恵器杯身片、土師器高杯片・甕片が出

土した。出土遺物からＴＫ 23 ～ＴＫ 47 型式併行

期と判断できる。

５－ＳＫ 11( 図 166)

　第５調査区の北側で検出した土坑である。主軸方

位 N-19°-E、検出面の標高は 36.1m である。

平 面 形 状 は 方 形 で、 長 軸 約 1.2m、 短 軸 約

0.76m、深さ約 0.06m を測る。断面形状は浅い皿

状である。埋土は単層で暗褐細砂～シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。
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2 7.5YR3/2 黒褐　シルト～粘土
3 10YR2/3 黒褐　極細砂…ベース

1 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト

1 7.5YR3/2 黒褐　シルト
2 10YR3/4 暗褐　シルト～極細砂
3 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト…ベース

1 10YR2/2 黒褐　粘質シルト　地山ブロック斑状に 5%
2 10YR2/3 黒褐　シルト
3 10YR3/3 暗褐　シルト
4 10YR3/3 暗褐　粘質シルト
5 10YR4/4 褐　細砂～シルト…ベース
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５－ＳＫ 67( 図 166)

　第５調査区の中央で検出した土坑である。5- 竪

穴 35 の掘方掘削後に検出した。主軸方位 N-52.5°

-E、検出面の標高は 36.0m である。

平面形状は不整形で、長軸約 1.36m、短軸約

0.3m、深さ約 0.1m を測る。断面形状は浅い皿状

である。埋土は単層で暗褐シルトである。

遺物が出土していないため、詳細な時期は不明

である。切り合い関係から古墳時代後期以前と考え

られる。

５－ＳＫ 68( 図 166)

　第５調査区の中央で検出した土坑である。5- 竪

穴 35 の掘方掘削後に検出した。主軸方位 N-83.5°

-E、検出面の標高は 36.0m である。

平 面 形 状 は 不 整 形 で、 長 軸 約 1.6m、 短 軸 約

0.72m、深さ約 0.29m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は 2 層に分層でき、上層が暗褐細砂

混じりシルト、下層が褐細砂～シルトである。

遺物が出土していないため、詳細な時期は不明

である。切り合い関係から古墳時代後期以前と考え

られる。

５－ＳＫ 53( 図 166)

　第５調査区の中央で検出した土坑である。主軸方

位 N-75.5°-E、検出面の標高は 36.15m である。平

面形状は方形で、長軸約 1.8m、短軸約 1.22m、深

さ約 0.5m を測る。断面形状は不整形である。埋土

は 3 層に分層でき、上層が褐シルト、中層が褐細

砂～シルト、下層がにぶい黄褐粘質土である。風倒

木痕の可能性が考えられる。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

５－ＳＫ 69( 図 166)

　第５調査区の中央で検出した土坑である。5- 竪

穴 30 の掘方掘削後に検出した。主軸方位 N-41°

-W、検出面の標高は 35.9m である。

平 面 形 状 は 不 整 形 で、 長 軸 約 1.4m、 短 軸 約

1.0m、深さ約 0.19m を測る。断面形状は逆台形で

ある。埋土は 2 層に分層でき、上層が暗褐シルト、

下層がにぶい赤褐シルトである。

遺物が出土していないため、詳細な時期は不明
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1 10YR4/2 灰黄褐　シルト　小礫 1%
2 10YR4/2 灰黄褐　シルト～極細砂
　　 地山ブロック 5%
3 2.5Y6/4 にぶい黄　シルト…ベース

1 10YR2/3 黒褐　シルト　しまり強
2 10YR2/3 黒褐　シルト　径 2 ㎝大の風化円礫含む
3 10YR2/2 黒褐　シルト
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である。切り合い関係から古墳時代後期以前

と考えられる。

22 －ＳＫ 2( 図 166)

　第22調査区の南側で検出した土坑である。

主軸方位 N-45°-W、検出面の標高は 36.2m

である。

平面形状は楕円形で、長軸約 1.27m、短

軸約 0.4m、深さ約 0.21m を測る。断面形

状は逆台形である。埋土は 2 層に分層でき、

上層が暗褐シルト、下層が黒褐極細砂～シル

トである。

遺物が出土していないため、時期は不明

である。

６－ＳＫ 12( 図 167)

　第６調査区の北側で検出した土坑であ

る。主軸方位 N-20.5°-E、検出面の標高は

36.25m である。土坑墓の可能性が想定でき

たため、平面を複数回に分けて下げて平面観

察を行い、棺材の検出を試みたが、確認する

ことができなかった。

平面形状は長方形で、長軸約 1.90m、短

軸約 0.84m、深さ約 0.24m を測る。断面形

状は方形である。埋土は 2 層に分層でき、

上層が褐細砂～シルト、下層が暗褐細砂～シ

ルトである。

遺物は須恵器杯蓋 (337) が出土した。図

示した遺物の他に、須恵器杯蓋片・杯身片・

高杯片が、土師器高杯片が出土した。須恵器

杯蓋 (337) や焼成不良の杯身なども出土して

いるため、ＴＫ 10 型式以降と考えられる。

６－ＳＫ 15( 図 167)

　第６調査区の中央で検出した土坑であ

る。主軸方位 N-12.5°-E、検出面の標高は

36.3m である。土坑墓の可能性が想定でき

たため、平面を複数回に分けて下げて平面観

察を行い、棺材の検出を試みたが、確認する

ことができなかった。

平面形状は長方形で、長軸約 1.88m、短

軸約 0.54m、深さ約 0.2m、を検出した。断

面形状は方形である。埋土は 2 層に分層でき、

上層が暗褐シルト、下層が暗赤褐シルトであ
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3 2.5Y3/3 暗オリーブ褐　細砂～シルト
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る。

遺物は図示できなかったが、須恵器片・土師器

片が出土した。いずれも細片のため、詳細な時期は

不明である。

６－ＳＫ 16( 図 167)

　第６調査区の中央で検出した土坑である。主軸方

位 N-11.5°-E、検出面の標高は 36.3m である。７-

竪穴７を切る。

平面形状は五角形で、長軸約 1.94m、短軸約

1.26m、深さ約 0.22m を測る。断面形状は方形で

ある。埋土は単層で、暗褐シルトである。

遺物は図示できなかったが、須恵器杯身片が出

土した。細片のため、詳細な時期は不明である。切

り合い関係から、古墳時代後期以降と考えられる。

６－ＳＫ 45( 図 167)

　第６調査区の北側で検出した土坑である。6- 竪

穴 2 に切られる。主軸方位 N-67°-W、検出面の標

高は 36.3m である。土坑墓の可能性が想定できた

ため、平面を複数回に分けて下げて平面観察を行い、

棺材の検出を試みたが、確認することができなかっ

た。

平面形状は長方形で、長軸約 2.14m、短軸約

0.72m、深さ約 0.26m を測る。断面形状は方形で

ある。埋土は２層に分層でき、上層が褐細砂～シル

ト、下層が暗褐シルトである。

遺物は図示できなかったが、須恵器杯蓋片・杯

身片が出土した。いずれも細片のため、詳細な時期

は不明である。

６－ＳＫ 39( 図 167)

　第６調査区の北側で検出した土坑である。主軸方

位 N-61.5°-W、検出面の標高は 36.3m である。土

坑墓の可能性が想定できたため、平面を複数回に分

けて下げて平面観察を行い、棺材の検出を試みたが、

確認することができなかった。

平面形状は長方形で、長軸約 2.20m、短軸約

0.76m、深さ約 0.24m を測る。断面形状は方形で

ある。埋土は単層で、褐細砂～シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

６－ＳＫ 14( 図 167)

　第６調査区の北側で検出した土坑である。6- Ｓ

Ｋ 39・45 と規模と主軸方位を等しくして並ぶ。6-

竪穴 1 を切る。主軸方位 N-62°-W、検出面の標高

は 36.25m である。土坑墓の可能性が想定できたた

め、平面を複数回に分けて下げて平面観察を行い、

棺材の検出を試みたが、確認することができなかっ

た。

平面形状は長方形で、長軸約 2.38m、短軸約

0.82m、深さ約 0.16m を測る。断面形状は方形で

ある。埋土は 2 層に分層でき、上層が褐粗砂混じ

りシルト、下層が暗褐細砂～シルトである。

遺物は須恵器高杯片が出土したが、細片のため、

詳細な時期は不明である。

６－ＳＫ 10( 図 167)

　第６調査区の南側で検出した土坑である。主軸方

位 N-3°-W、検出面の標高は 36.4m である。土坑

墓の可能性が想定できたため、平面を複数回に分け

て下げて平面観察を行い、棺材の検出を試みたが、

確認することができなかった。

平面形状は長方形で、長軸約 1.94m、短軸約

0.66m、深さ約 0.20m を測る。断面形状は方形で

ある。埋土は 2 層に分層でき、上層が暗褐細砂～

シルト、下層が褐シルトである。

遺物は、須恵器杯身片が出土したが、細片のた

め詳細な時期は不明である。

６－ＳＫ 18( 図 168)

　第６調査区の南側で検出した土坑である。主軸方

位 N-8°-E、検出面の標高は 36.4m である。６- 掘

立１を切る土坑墓の可能性が想定できたため、平面

を複数回に分けて下げて平面観察を行い、棺材の検

出を試みたが、確認することができなかった。

平面形状は長方形で、長軸約 2.20m、短軸約

0.80m、深さ約 0.28m を測る。断面形状は方形で

ある。埋土は、上層が地山ブロック土を含む暗灰黄

シルト、下層が黄灰シルトである。遺物は須恵器杯

身が出土した。細片のため、詳細な時期は不明であ

る。

６－ＳＫ 5・24 －ＳＫ 5( 図 168)

　第６・24 調査区境の中央で検出した土坑である。

7- 竪穴 7 を切る。主軸方位 N-22°-E、検出面の標

高は 36.3m である。

平面形状は長方形で、長軸約 3.52m、短軸約
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1 10YR3/4 暗褐　細砂～シルト

1 10YR4/4 褐　シルト　やや粘質
2 10YR4/5 褐　細砂～シルト　やや粘質
3 10YR4/3 にぶい黄褐　粘質土
4 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト…ベース

1 10YR3/4 暗褐　細砂混じりシルト
2 7.5YR4/3 褐　細砂～シルト
3 10YR4/4 褐　細砂～シルト…ベース

1 5YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 3%
2 5YR4/3 にぶい赤褐　シルト
3 7.5YR3/4 暗褐　シルト…ベース

1 10YR3/3 暗褐　シルト
2 10YR2/3 黒褐　極細砂～シルト           
        径 3 ㎝大の小礫少量含む
3 10YR3/4 暗褐　極細砂～シルト 
         径 10 ～ 20 ㎝大の円礫  多量含む…ベース

1 10YR3/4 暗褐　シルト　やや粘質
2 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～シルト…ベース
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1.62m、深さ約 0.38m を測る。断面形状は方形で

ある。埋土は２層に分層でき、上層が黒褐シルト、

下層が灰黄褐細砂～シルトである。

遺物は須恵器杯身 (338)・高杯 (339) が出土した。

出土遺物からＴＫ 43 型式併行期と判断できる。

24 －ＳＫ 6( 図 168)

　第 24 調査区の中央で検出した土坑である。主

軸方位 N-22°-E、検出面の標高は 36.1m である。

平面形状は不整長方形で、長軸約 2.18m、短軸約

1.04m、深さ約 0.52m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は 7 層に分層でき、上層が黒褐粘質

シルト、中層が黒褐シルトと暗褐シルト、黒粘質シ

ルト、黒褐粘質シルト、黒褐シルト、下層が暗褐シ

ルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

６－ＳＫ 24( 図 169)

　第６調査区の北側で検出した土坑である。主軸方

位 N-14.5°-E、検出面の標高は 36.3m である。

平面形状は隅丸長方形で、長軸約 1.06m、短軸

約 0.64m、深さ約 0.22m を測る。断面形状は方形

である。埋土は 5 層に分層でき、上層がにぶい黄

褐シルトと褐粗砂、褐シルト、下層がにぶい黄褐細

砂と灰褐細砂である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

６－ＳＫ 29( 図 169)

　第６調査区の南側で検出した土坑である。主軸方

位 N-1°-E、検出面の標高は 36.35m である。

平面形状は不整形で、長軸約 1.70m、短軸約

0.94m、深さ約 0.1m を測る。断面形状は浅い皿状

である。埋土は単層で、暗褐細砂である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

23 －ＳＫ 1( 図 169)

　第 23 調査区の中央で検出した土坑である。主軸

方位 N-77.5°-W、検出面の標高は 36.2m である。

平面形状は不整形で、長軸約 1.84m、短軸約

1.14m、深さ約 0.6m を測る。断面形状は逆台形で、

段落ちを有する。埋土は 6 層に分層でき、上層が

黒褐シルトと灰黄褐細砂～シルト、中層がにぶい黄

橙細砂とにぶい黄褐細砂～シルト、下層が灰黄褐細

砂～シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

24 －ＳＫ 25( 図 169)

　第 24 調査区の北側で検出した土坑である。主軸

方位 N-61°-W、検出面の標高は 36.3m である。風

倒木痕の可能性が考えられる。

平面形状は三日月形で、長軸約 3.2m、短軸約

2.06m、深さ約 0.76m を測る。断面形状は「へ」

の字形で南肩にテラスを有する。埋土は 7 層に分

層でき、上層が灰黄褐シルトと灰黄褐シルト、中層

がにぶい黄褐シルトと褐粘質シルト、下層が暗褐粘

質シルトと褐シルト、暗褐粘質シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

24 －ＳＫ 13( 図 169)

　第 24 調査区の北側で検出した土坑である。主軸

方位 N-89°-W、検出面の標高は 36.3m である。

平面形状は不整形で、長軸約 1.60m、短軸約

1.14m、深さ約 0.10m を測る。断面形状は不整形

である。埋土は単層で、褐シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

24 －ＳＫ 14( 図 170)

　第 24 調査区の北側で検出した土坑である。主軸

方位 N-5°-E、検出面の標高は 36.2m である。24-

ＳＫ 2 がＳＫ 14 を切る。ＳＫ 14 は調査区外へと

延びる。

平面形状は不整形で、長軸約 1.75m、短軸約

1.1m 以上、深さ約 0.38m を測る。断面形状は不整

形である。埋土は 2 層に分層でき、上層が暗褐細砂、

下層がにぶい黄褐細砂～シルトである。

遺物は図示できなかったが須恵器片・土師器片

が出土した。いずれも細片のため、時期は不明であ

る。

24 －ＳＫ 2( 図 170)

第 24 調査区の北側で検出した土坑である。24-

ＳＫ 14 を切る。主軸方位 N-5°-E、検出面の標高

は 36.3m である。平面形状は楕円形で、長軸約

0.70m、短軸約 0.58m、深さ約 0.3m を測る。断面

形状は逆台形である。埋土は３層に分層でき、土器

内が灰黄褐細砂～シルト、土器外の上層が暗褐細砂

～シルト、下層が褐灰細砂～シルトである。

遺物は須恵器 (340)、棒状鉄片 (T20) が出土し
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3 10YR4/4 褐　細砂…乾裂
4 10YR3/4 暗褐　細砂…ベース

1 7.5YR3/4 暗褐　シルト　地山ブロック 5%　焼土 1%
2 5YR3/3 暗赤褐　シルト　地山ブロック 2%
3 7.5YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック含む
4 10YR4/6 褐　細砂～シルト…ベース

1 10YR3/3 暗褐　細砂～シルト　土器含む
2 10YR4/4 褐　シルト
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（土器：S=1 ／ 4）
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萩前・一本木遺跡Ⅰ（中央区画）

た。図示した遺物の他に、須恵器高杯片・甕片が出

土した。

出土遺物からＴＫ 23 ～ 47 型式併行期と判断で

きる。

６－ＳＫ 46・24 －ＳＫ 8( 図 170)

　第６・24 調査区の北側で検出した土坑である。

６- ＳＰ 47 に切られる。主軸方位 N-53.5°-E、検

出面の標高は 36.3m である。

平面形状は不整形で、長軸約 3.90m、短軸約

1.38m、深さ約 0.54m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は a 断面で２層に分層でき、上層が暗

褐粘質シルト、下層が暗褐シルトである。b 断面で

は 3 層に分層でき、上層が暗褐細砂～シルト、中

層が暗赤褐細砂～シルト、下層が褐細砂～シルトで

ある。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

24 －ＳＫ 11( 図 170)

　第 24 調査区の中央で検出した土坑である。主軸

方位 N-16.5°-W、検出面の標高は 36.1m である。

7- 竪穴 7 に切られる。

平面形状は不整形で、長軸約 1.44m、短軸約

1.05m、深さ約 0.22m を測る。

断面形状は不整形である。埋土は2層に分層でき、

灰黄褐細砂～シルトと褐シルトである。

遺物が出土していないため、詳細な時期は不明

であるが、切り合い関係から、古墳時代後期以前と

考えられる。

24 －ＳＫ 10・6 －ＳＫ 13( 図 170)

　第 24・６調査区の北側で検出した土坑である。

24- ＳＫ 10 が６- ＳＫ１３を切る。ＳＫ 10 は主軸

方位 N-82.5°-W、検出面の標高は 36.35m である。

平面形状は不整形な長方形で、長軸約 2.54m、短

軸約 1.16m、深さ約 0.48m を測る。断面形状は椀

状でテラスを有する。埋土はにぶい黄褐細砂とにぶ

い黄橙粗砂である。

　６- Ｋ１３は、撹乱に切られるため全体の形状は

不明である。幅約 1.0 ｍ、深さ約 0.25 ｍを測る。

埋土は単層で暗褐細砂である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

７－ＳＫ 6( 図 171)

　第７調査区の北側で検出した土坑である。主軸方

位 N-29.5°-W、検出した標高は 36.3m である。

平面形状は楕円形で、長軸約 2.50m、短軸約

1.28m、深さ約 0.54m を測る。断面形状は椀状で、

西肩にテラスを有する。埋土は 6 層に分層でき、

上層が褐シルトとにぶい黄褐シルト、中層が暗褐極

細砂と暗褐シルト、下層が褐極細砂～シルトと褐極

細砂である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

７－ＳＫ 28( 図 171)

　第７調査区の南側で検出した土坑である。調査区

外に広がる。主軸方位 N-89°-W、検出面の標高は

36.3m である。

平面形状は不整形で、長軸約 2.8m 以上、短軸約

1.22m、深さ約 0.6m を測る。断面形状は V 字形で

北肩にテラスを有する。埋土は、褐細砂～シルトと

にぶい黄褐細砂～シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

７－ＳＫ 33( 図 171)

　第７調査区の南縁で検出した土坑である。調査区

外に広がるため、全体の形状は不明である。主軸方

位 N-73°-W、検出面の標高は 36.4m である。

平 面 形 状 は 不 整 形 で、 長 軸 1.3m 以 上、 短 軸

0.4m 以上、深さ約 0.46m を測る。断面形状は不整

形である。埋土は、にぶい黄褐シルトと灰黄褐シル

トである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

７－ＳＫ 48( 図 171)

　第７調査区の中央で検出した土坑である。第 42

調査区では検出できなかった。主軸方位 N-8.5°

-W、検出面の標高は 36.4m である。

平面形状は不整形で、長軸約 0.94m、短軸 0.2m

以上、深さ約 0.26m を測る。断面形状は不整形で

ある。埋土は４層に分層でき、上層が暗褐シルト、

中層が褐シルトと暗褐シルト、下層が暗褐シルトで

ある。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

７－ＳＫ 13( 図 171)

　第７調査区の中央で検出した土坑である。撹乱に
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切られるため、全体の形状は不明である。主軸方位

N-81°-W、検出面の標高は 36.35m である。

平面形状は不整形で、長軸 1.2m 以上、短軸約

1.54m、深さ約 0.26m を測る。断面形状は浅い皿

状である。埋土は 2 層に分層でき、上層が暗褐細

砂～シルト、下層が地山ブロック土を多量に含む褐

シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

８－ＳＫ 8( 図 172)

　第８調査区の南側で検出した土坑である。主軸方

位 N-51°-W、検出面の標高は 36.4m である。

平面形状は不整形で、長軸約 1.72m、短軸約

0.84m、深さ約 0.42m を測る。断面形状は逆台形で、

段落ちを有する。埋土は 3 層に分層でき、上層が

暗褐細砂、中層が黒褐細砂、下層が暗褐細砂～シル

トである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

８－ＳＫ 16( 図 172)

　第８調査区の北側で検出した土坑である。8-SD6

に切られる。主軸方位 N-74°-E、検出面の標高は

36.35m である。

平 面 形 状 は 円 形 で、 長 軸 約 0.88m、 短 軸 約

0.73m、深さ約 0.22m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は上層が暗褐シルト、中層が地山ブロ

ック土を含む極暗褐シルト～粘土、下層が黒粘土で

炭化物が広がる。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ＳＫ 1( 図 172)

　第９調査区の中央で検出した土坑である。主軸方

位 N-39°-E、検出面の標高は 36.5m である。

平面形状は不整形で、長軸約 1.90m、短軸約

1.40m、深さ約 0.36m を測る。断面形状は不整形

である。埋土は 3 層に分層でき、上層がにぶい黄

褐シルト、中層が黄灰シルト、下層が灰黄褐シルト

である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ＳＫ 2( 図 172)

　第９調査区の中央東側で検出した土坑である。主

軸方位 N-3°-E、検出面の標高は 36.6m である。

平 面 形 状 は 方 形 で、 長 軸 約 1.26m、 短 軸 約

0.82m、深さ約 0.18m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は 2 層に分層でき、上層が灰黄褐シ

ルト、下層が灰黄シルトである。

遺物は土師質土器杯 (341) と、図示した遺物の

他に、土師質土器杯片、黒色土器 A 類片、石英塊

が出土した。

９－ＳＫ 4( 図 172)

　第９調査区の中央東側で検出した土坑である。8・

9- ＳＤ３を切る。主軸方位 N-70°-W、検出面の標

高は 36.4m である。

平 面 形 状 は 台 形 で、 長 軸 約 1.40m、 短 軸 約

1.40m、深さ約 0.16m を測る。断面形状は浅い皿

状である。埋土は単層で、褐細砂～シルトである。

遺物は土師器甕片が出土したが、細片のため、

詳細な時期は不明である。切り合い関係から、古墳

時代後期以降と考えられる。

９－ＳＫ 40( 図 172)

　第９調査区の中央東側で検出した土坑である。8・

9- ＳＤ 3 を切る。主軸方位 N-89.5°-W、検出面の

標高は 36.5m である。

平面形状は楕円形で、長軸約 1.14m、短軸約

0.94m、深さ約 0.16m を測る。断面形状は逆台形で、

段落ちを有する。埋土は 2 層に分層でき、上層が

炭化物を多量に含む暗褐シルト、下層が暗褐細砂～

シルトである。

遺物は出土していない。切り合い関係から、古

墳時代後期以降と考えられる。

43 －ＳＫ 2( 図 172)

　第 43 調査区の中央で検出した土坑である。主軸

方位 N-10°-E、検出面の標高は 36.3m である。第

8 調査区では検出できなかった。

平 面 形 状 は 台 形 で、 長 軸 約 0.80m、 短 軸 約

0.5m、深さ約 0.20m を測る。断面形状は不整形で

ある。埋土は 2 層に分層でき、上層が暗褐細砂混

じりシルト、下層が褐中粒砂混じりシルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ＳＫ 5( 図 173)

　第９調査区の北東で検出した土坑である。９- Ｓ

Ｄ 117 に切られる。主軸方位 N-21.5°-E、検出面

の標高は 36.4m である。
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平面形状は楕円形で、長軸約 2.14m、短軸約

0.90m、深さ約 0.54m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は 5 層に分層でき、上層が暗褐シル

トと暗褐細砂～シルト、極暗赤褐細砂～シルト、中

層が極暗赤褐細砂、下層が地山ブロック土を含む極

暗赤褐細砂～シルトである。

遺物が出土していないため、詳細な時期は不明

である。切り合い関係から古墳時代後期以前と考え

られる。

９－ＳＫ 7( 図 173)

　第９調査区の南東で検出した土坑である。平面形

状は不整形で、主軸方位 N-49°-E、検出面の標高

は 36.5m である。

長軸約 1.28m、短軸約 0.32m、深さは 0.26m を

測る。断面形状は逆台形で段落ちを有する。

埋土は２層に分層でき、上層が褐細砂～シルト、

下層が褐細砂～シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。 

９－ＳＫ 106( 図 173)

　第９調査区の中央で検出した土坑である。主軸方

位 N-14.5°-W、検出面の標高は 36.5m である。

平面形状は楕円形で、長軸約 1.12m、短軸約

0.64m、深さ約 0.18m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は 2 層に分層でき、上層が褐細砂～

シルト、下層が暗褐細砂である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ＳＫ 202( 図 173)

　第９調査区の中央西側で検出した土坑である。主

軸方位 N-74.5°-W、検出面の標高は 36.8m である。

平 面 形 状 は 台 形 で、 長 軸 約 2.22m、 短 軸 約

0.60m、深さ約 0.14m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は 3 層に分層でき、褐シルトとにぶ

い黄褐細砂、暗褐極細砂である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ＳＫ 207( 図 173)

　第９調査区の中央西側で検出した土坑である。主

軸方位 N-66°-W、検出面の標高は 36.7m である。

平 面 形 状 は 卵 形 で、 長 軸 約 1.52m、 短 軸 約

1.00m、深さ約 0.24m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は３層に分層でき、暗褐粗砂混じり極

細砂と黒褐粗砂～細砂、暗オリーブ褐砂礫混じりシ

ルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ＳＫ 219( 図 173)

　第９調査区の中央北側で検出した土坑である。９

- ＳＤ 110 を切る。主軸方位 N-81°-W、検出面の

標高は 36.5m である。

　平面形状は楕円形で、長軸約 2.04m、短軸約

1.18m、深さ約 0.46m を測る。断面形状は椀状で

ある。埋土は３層に分層でき、上層が褐粗砂混じり

シルト、中層が暗赤褐粗砂混じりシルト、下層が褐

粗砂である。

遺物は図示できなかったが、須恵器杯Ｂ片・壺

片が出土した。出土遺物から古代と判断できる。

10 －ＳＫ 3( 図 174)

　第 10 調査区の西側で検出した土坑である。主軸

方位 N-56.5°-W、検出面の標高は 36.1m である。

風倒木痕の可能性が考えられる。

平面形状は三日月形で、長軸約 2.82m、短軸約

1.36m、深さ約 0.5m を測る。断面形状は逆台形で、

段落ちを有する。埋土は 2 層に分層でき、上層が

にぶい黄褐細砂～シルト、下層が暗褐細砂～シルト

である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

10 －ＳＫ 55( 図 174)

　第 10 調査区の中央で検出した土坑である。主軸

方位 N-6°-E、検出面の標高は 36.0m である。10

－竪穴 50 を切り、調査区外に広がる。風倒木痕の

可能性が考えられる。

平面形状は不整形で、長軸 2.7m 以上、短軸約

1.82m、深さ約 0.8m を測る。断面形状は不整形で

ある。埋土は、暗褐シルトと褐シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

10 －ＳＫ 10( 図 174)

　第 10 調査区の中央南側で検出した土坑である。

調査区外に展開するため、全体の形状は不明である。

主軸方位 N-39°-W、検出面の標高は 36.05m であ

る。

平面形状は不整形で、長軸 2.9m 以上、短軸約

1.35m、深さ約 0.1m を測る。断面形状は浅い皿状
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である。埋土は 2 層に分層でき、上層が暗褐細砂

～シルト、下層が灰黄褐細砂～シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

10 －ＳＫ 31( 図 174)

　第 10 調査区の中央で検出した土坑である。主軸

方位 N-18°-W、検出面の標高は 36.0m である。

平面形状は不整形で、長軸約 2.00m、短軸約

1.94m、深さ約 0.42m を測る。断面形状は椀状で

ある。埋土は 4 層に分層でき、黒褐シルトとにぶ

い黄褐シルト、灰黄褐細砂～シルト、灰黄褐シルト

である。　

遺物が出土していないため、時期は不明である。

10 －ＳＫ 57( 図 175)

　第 10 調査区の中央で検出した土坑である。撹乱

に切られるため、全体の形状は不明である。主軸方

位 N-48°-W、検出面の標高は 36.0m である。

平面形状は不整形で、長軸 2.4m 以上、短軸約

1.54m、深さ約 0.18m を測る。断面形状は不整形

である。埋土は単層で暗褐細砂～シルトである。

遺物は土師器片が出土したが、細片のため、詳

細な時期は不明である。

10 －ＳＫ 52( 図 175)

　第 10 調査区の中央で検出した土坑である。主

軸方位 N-22°-E、検出面の標高は 36.05m である。

10- 竪穴 50 を切る。

平面形状は不整方形で、長軸約 1.67m、短軸約

1.16m、深さ約 0.38m を測る。断面形状は不整形

である。埋土は単層でにぶい黄褐シルトである。

遺物は須恵器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。切り合い関係から、古墳時代

後期以降と考えられる。

10 －ＳＫ 58( 図 175)

　第 10 調査区の中央で検出した土坑である。主軸

方位 N-19.5°-E、検出面の標高は 36.0m である。

平面形状は不整形で、長軸約 1.35m、短軸約

1.00m、深さ約 0.1m を測る。断面形状は浅い皿状

である。埋土は単層で暗褐粗砂混じりシルトである。

遺物は土師器片が出土したが、細片のため、時

期は不明である。

10 －ＳＫ 106( 図 175)

　第 10 調査区の東側で検出した土坑である。主軸

方位 N-80°-W、検出面の標高は 35.8m である。風

倒木痕の可能性が考えられる。

平面形状は不整形で、長軸約 2.60m、短軸約

1.20m、深さ約 0.46m を測る。断面形状は逆台形で、

段落ちを有する。埋土は 3 層に分層でき、上層が

暗褐細砂～シルト、中層が暗赤褐極細砂、下層が暗

褐極細砂である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

10 －ＳＫ 111( 図 175)

　第 10 調査区の東側で検出した土坑である。主軸

方位 N-79°-E、検出面の標高は 35.8m である。調

査区外に広がるため、全体の形状は不明である。

平面形状は不整形で、長軸 2.7m 以上、短軸約

2.24m、深さ 0.3m、を検出した。断面形状は不整

形である。埋土は７層に分層でき、１～３層が黒褐

～暗褐粗砂混じりシルト、暗褐シルトと褐シルトで

ある。４層が褐粗砂混じりシルト、５層が暗褐細砂

～シルト、６層が暗褐粗砂混じりシルト、７層が暗

褐細砂である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

10 －ＳＫ 124( 図 175)

　第 10 調査区の東側で検出した土坑である。10-

竪穴 110 と 10- ＳＫ 111 に切られる。主軸方位

N-17.5°-W、検出面の標高は 35.7m である。

平面形状は不整方形で、長軸約 3.00m、短軸約

1.40m、深さ約 0.18m を測る。断面形状は不整形

である。埋土は暗褐粗砂混じりシルトである。

遺物が出土していないため、詳細な時期は不明

であるが、切り合い関係から古墳時代後期以前と考

えられる。 

10 －ＳＫ 112( 図 176)

　第 10 調査区の東側で検出した土坑である。調査

区外に広がるため、全体の形状は不明である。主軸

方位 N-8.5°-E、検出面の標高は 35.7m である。

平面形状は不整形で、長軸約 1.86m、短軸 1.2m

以上、深さ約 0.3m を測る。断面形状は不整形であ

る。埋土は２層に分層でき、上層が褐粗砂混じりシ

ルト、下層がにぶい黄褐細砂～シルトである。

遺物は土師器片が出土したが、細片のため、詳
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細な時期は不明である。

10 －ＳＫ 128( 図 176)

　第 10 調査区の中央北側で検出した土坑である。

調査区外に広がるため、全体の形状は不明である。

主軸方位 N-11°-W、検出面の標高は 35.8m である。

平面形状は楕円形で、長軸 1.2m 以上、短軸約

0.66m、深さ約 0.20m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は単層で暗褐シルト～粘土である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

10 －ＳＫ 207( 図 176)

　第 10 調査区の西側で検出した土坑である。主軸

方位 N-89°-E、検出面の標高は 36.3m である。

平面形状は不整形で、長軸約 4.00m、短軸約

1.20m、深さ約 0.55m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は 3 層に分層でき、上層が暗赤褐シ

ルト、中層が極暗褐シルト、下層がにぶい黄褐シル

トである。

遺物はサヌカイト剥片 (S31) が出土したが、詳細

な時期は不明である。

10 －ＳＫ 132( 図 176)

　第 10 調査区の中央で検出した土坑である。主軸

方位 N-55°-W、検出面の標高は 35.9m である。

平面形状は不整形で、長軸 2.42m、短軸 1.08m、

深さ 0.24m を検出した。断面形状は不整形である。

埋土は 2 層に分層でき、上層が褐粗砂混じり細砂、

下層が暗褐細砂～シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

10 －ＳＫ 208( 図 177)

　第 10 調査区の南側で検出した土坑である。調査

区外に広がるため全体の形状は不明である。主軸方

位 N-67.5°-E、検出面の標高は 36.2m である。

平面形状は不整方形で、長軸 1.20m、短軸 0.7m

以上、深さ 0.42m を測る。断面形状は椀状で、東

肩にテラスを有する。埋土は単層で、黒褐粘土であ

る。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

10 －ＳＫ 311( 図 177)

　第調査区の東側で検出した土坑である。主軸方位

N-40.5°-E、検出面の標高は 35.7m である。

平面形状は不整形で、長軸約 2.10m、短軸約

0.96m、深さ約 0.1m を測る。断面形状は浅い皿状

である。埋土は単層で、にぶい黄褐細砂～シルトで

ある。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

10 －ＳＫ 312( 図 177)

　第 10 調査区の南側で検出した土坑である。調査

区外に広がるため、全体の形状は不明である。主軸

方位 N-83°-W、検出面の標高は 35.8m である。

平 面 形 状 は 不 整 形 で、 長 軸 3.7m 以 上、 短 軸

1.4m 以上、深さ約 0.26m を測る。断面形状は逆

台形で、段落ちを有する。埋土は 3 層に分層でき、

暗褐細砂～シルトと暗褐シルト、3 にぶい黄褐シル

ト～粘土である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

11 －ＳＫ 6( 図 178)

　第 11 調査区の西側で検出した土坑である。主軸

方位 N-85°-W、検出面の標高は 36.1m である。

平面形状は不整形で、長軸約 2.62m、短軸約

0.86m、深さ約 0.36m を測る。断面形状は椀状で、

南肩にテラスを有する。埋土は単層で、褐シルトで

ある。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

11 －ＳＫ 11( 図 178)

　第 11 調査区の東側で検出した土坑である。主軸

方位 N-30°-W、検出した標高は 36.25m である。

平 面 形 状 は 卵 形 で、 長 軸 約 1.72m、 短 軸 約

1.06m、深さ約 0.12m を測る。断面形状は浅い皿

状である。埋土は単層で、黒褐粘土である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

11 －ＳＫ 29( 図 178)

　第 11 調査区の東側で検出した土坑である。主軸

方位 N-19°-W、検出面の標高は 36.25m である。

平面形状は不整形で、長軸約 1.40m、短軸約

0.74m、深さ約 0.12m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は 2 層に分層でき、上層が暗褐粘土、

下層が暗褐シルト～粘土である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。
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11 －ＳＫ 30( 図 178)

　第 11 調査区の北側で検出した浅い土坑状の遺構

である。調査区外に広がるため、全体の形状は不明

である。検出面の標高は 36.2m である。

平 面 形 状 は 不 整 形 で、 長 軸 2.3m 以 上、 短 軸

1.0m 以上、深さ約 0.34m、断面形状は浅い皿状で

ある。埋土は単層で、にぶい黄褐シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

11 －ＳＫ 15( 図 178)

　第 11 調査区の東側で検出した土坑である。主軸

方位 N-12°-W、検出面の標高は 36.3m である。

平面形状は不整形で、長軸約 1.74m、短軸約

0.82m、深さ約 0.34m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は単層で、褐粗砂混じりシルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

11 －ＳＫ 31( 図 178)

　第 11 調査区の西側で検出した土坑である。調査

区外に広がる。主軸方位 N-84.5°-W、検出した標

高は 36.0m である。

　平面形状は楕円形で、長軸約 1.90m、短軸 1.2m

以上、深さ約 0.90m を測る。断面形状は逆台形で

ある。埋土は 8 層に分層できる。堆積状況から、

風倒木痕と考えられる。

遺物が出土していないため、時期は不明である。
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12 －ＳＫ 8( 図 179)

　第 12 調査区の北側で検出した土坑である。主軸

方位 N-81.5°-W、検出面の標高は 36.6m である。

平面形状は不整形で、長軸約 2.42m、短軸約

1.08m、深さ約 0.50m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は 2 層に分層でき、上層が褐シルト、

下層が暗褐シルト～粘土である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

12 －ＳＫ 42( 図 179)

　第 12 調査区の南側で検出した土坑である。主軸

方位 N-36.5°-W、検出した標高は 36.7m である。

平面形状は不整方形で、長軸約 2.16m、短軸約

0.56m、深さ約 0.40m を測る。断面形状は椀状で

ある。埋土は 6 層に分層でき、上層が暗褐シルト、

下層が黒褐シルトと暗褐シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

12 －ＳＫ 1( 図 179)

　第 12 調査区の北側で検出した土坑である。調査

区外に広がるため、全体の形状は不明である。主軸

方位 N-4°-E、検出した標高は 36.7m である。

平面形状は楕円形で、長軸約 0.66m、短軸 0.4m

以上、深さ約 0.10m を測る。断面形状は浅い皿状

である。埋土は単層で、炭化物多量に含む灰黄褐粘

土である。　

遺物が出土していないため、時期は不明である。

12 －ＳＫ 2( 図 179)

　第 12 調査区の北西側で検出した土坑である。調

査区外に広がるため、全体の形状は不明である。主

軸方位 N-62.5°-W、検出した標高は 36.7m である。

平面形状は方形で、長軸約 0.68m、短軸 0.5m

以上、深さ約 0.14m を測る。断面形状は不整形で

ある。埋土は単層で、暗褐シルト～粘土である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。
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13 －ＳＫ 4( 図 180)

　第 13 調査区の東側で検出した土坑である。主軸

方位 N-8°-E、検出面の標高は 37.4m である。

平面形状は隅丸方形で、長軸約 1.2m、短軸約

1.0m、深さ約0.18mを測る。断面形状は方形である。

埋土はにぶい黄褐シルトで、底部と壁面内部に燃焼

痕が確認できる。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

13 －ＳＫ 6( 図 180)

　第 13 調査区の中央北側で検出した土坑である。

主軸方位 N-60°-E、検出面の標高は 37.65m である。

平面形状は不整円形で、長軸約 0.8m、短軸約

0.55m、深さ約 0.15m を測る。断面形状は逆台形

である。埋土は単層で、褐シルトである。

遺物は土師質土器甕 (342) が出土した。出土遺

物の年代から 8 世紀後半～ 9 世紀前半と想定でき

る。

13 －ＳＫ 12( 図 180)

　第 13 調査区の北東側で検出した土坑である。

13- ＳＰ 11 に切られる。調査区外へと広がるため、

全体の形状は不明である。主軸方位 N-80°-W 検出

した標高は 37.8m である。

平面形状は不整形で、長軸約 4.2m、短軸 0.7m

以上、深さ約 0.2m を測る。断面形状は不整形であ

る。埋土は単層で、灰黄褐シルトである。

遺物は土師質土器鍋 (343) が出土した。出土遺

物の年代から、古代以降と想定しておく。

20 －ＳＫ 7( 図 181)

　第 20 調査区の北東側で検出した土坑である。主

軸方位 N-0°-W、検出面の標高は 36.85m である。

平 面 形 状 は 不 整 形 で、 長 軸 約 0.8m、 短 軸 約

0.7m、深さ約 0.2m を測る。断面形状は不整形で

ある。埋土は単層で、暗褐シルト～粘土である。

遺物は弥生土器底部 (344) が出土した。遺物は

混入品と考えられるので、時期は不明である。

20 －ＳＫ 10( 図 181)

　第 20 調査区の北東側で検出した土坑である。主

軸方位 N-40°-W、検出面の標高は 36.8m である。

平 面 形 状 は 不 整 形 で、 長 軸 約 0.9m、 短 軸 約

0.75m、深さ約 0.18m を測る。断面形状は不整形

である。埋土は単層で、にぶい黄褐シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。
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( ６)　ＳＸ

8 －ＳＸ 58( 図 182)

　第８調査区北側で検出した性格不明遺構である。

主軸方位 N-79°-W、検出面の標高は 36.3m 前後で

ある。

長軸 4.2 ｍ以上、短軸約 1.06m、深さ約 0.12m

を測る。断面形状は不整形である。

埋土は単層で、暗褐シルトである。

遺物は須恵器高杯片が出土したが、詳細な時期

は不明である。

43 －ＳＸ 1( 図 182)

　第 43 調査区の南側で検出した性格不明遺構であ

る。主軸方位 N-20°-W、検出面の標高は 36.4m で

ある。

長軸 3.6 ｍ以上、短軸約 0.65m、深さ約 0.10m で、

断面形状は方形である。

埋土は単層で、にぶい黄褐細砂～シルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。 

10 －ＳＸ 217( 図 183)

　第 10 調査区の西側で検出した性格不明遺構であ

る。10- 竪穴 201 に切られる。主軸方位 N-28°-W

でやや湾曲する。検出面の標高は 36.2m である。

長さ約 5.4 ｍを検出し、幅は約 1.50m、深さは約

0.2m を測る。断面形状は浅い皿状である。埋土は

上層が褐粘質土、下層が褐粘土混じりシルトである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

５－ＳＸ 55( 図 184)

　第５調査区の中央で検出した性格不明遺構であ

る。主軸方位 N-3°-W、検出面の標高は 36.4 ～

36.2m である。当初、竪穴建物の可能性が考えら

れたが、掘方と底部が不整形であることから、性格

不明遺構とした。

平面形状は不整形で、長軸約 4.35m、短軸約
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4.16m、深さ約 0.29m を検出した。断面形状は不

整形である。

埋土は 3層に分層でき、上層が黒褐シルト、下

層が暗灰黄細砂～シルトと黄灰細砂～シルトであ

る。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ＳＸ 126( 図 185)

　第９調査区の西側で検出した性格不明遺構であ

る。調査区外に広がるため、全体の形状は不明で

ある。主軸方位N-1.5°-W、検出面の標高は 36.9m

である。

平面形状は不整形で、長軸約 3.62m、短軸約

1.0m以上、深さ約 0.46mを測る。

断面形状は不整形で、埋土は上層が灰黄褐細砂

～シルト、下層が暗褐粗砂混じりシルトである。

遺物は下層から須恵器壺 (345) が出土した。出

土遺物の年代から古墳時代後期初頭～中葉と判断で

きる。

11－ＳＸ 5( 図 186)

　第 11 調査区の中央で検出した性格不明遺構で

ある。11- ＳＤ 4・ＳＫ 6・31 に切られ、調査区

外に広がる。主軸方位 N-43°-E、検出面の標高は
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36.45mである。

平面形状は不整形で、長軸約 7.8m以上、短軸約

5.2m以上、深さ約 0.75m、を検出した。

断面形状は不整形である。埋土は３層に分層で

き、上層が暗褐シルト、中層が地山ブロック土を含

む暗褐シルト、下層が灰黄褐シルトである。

遺物は須恵器蓋 (346)・甕 (347)、土師器高杯

(348)、剥片(S32)が出土した。図示した遺物の他に、

須恵器 片・壺片が出土した。出土遺物の年代から

ＭＴ 15～ＴＫ 10型式併行期と判断できる。

12－ＳＸ 30( 図 187)

　第 12 調査区の東側で検出した性格不明遺構であ

る。主軸方位 N-8.5°-E、検出面の標高は 36.85m

である。調査区外へと広がるため、全体の形状は不

明である。

平面形状は不整形で、長軸約 9.98m、短軸約

2.7m以上、深さ約 0.24mを測る。

断面形状は浅い皿状である。埋土は３層に分層

でき、上層がにぶい黄橙シルト、中層が黄褐細砂、

下層が暗褐極細砂である。

遺物が出土していないため、時期は不明である。
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土器

1 10YR5/2 灰黄褐　細砂～シルト
2 10YR4/2 灰黄褐　細砂～シルト
3 10YR3/4 暗褐　粗砂混じりシルト
4 10YR5/3 にぶい黄褐　細砂～シルト
5 10YR3/4 暗褐　シルト…ベース

0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）345
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1 10YR3/3 暗褐　シルト　10YR7/1 灰白色シルト塊 3%　中礫 1%
2 10YR3/3 暗褐　シルト　地山ブロック 2%
3 10YR4/2 灰黄褐　シルト　小礫 3%
4 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト…ベース砂層

5 10YR4/4 褐　シルト…ベース粘質土層
6 10YR4/4 褐　シルト
7 10YR4/4 褐　シルト
8 10YR4/4 褐　シルト
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0 1ｍ

（S=1 ／ 50）

x=142417

x=142408

y=49692

y=49689

T.P.+37.0m
N

S
1

2
2

3
3

5
5

5
7

7
6

4
4

耕
作

土
耕

作
土

撹
乱

床
土

12-SX30

1 10YR5/3 にぶい黄褐　シルト
2 10YR5/3 にぶい黄褐　シルト
3 10YR6/5 にぶい黄橙　シルト
4 10YR5/4 にぶい黄橙　シルト
5 10YR5/6 黄褐　細砂　小礫 1%
6 10YR3/4 暗褐　極細砂
7 10YR5/3 にぶい黄褐　細砂　大礫 2%
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1 7.5YR4/4 褐　シルト
2 7.5YR3/4 暗褐　シルト

12 －ＳＸ 31( 図 188)

　第 12 調査区の西側で検出した性格不明遺構であ

る。調査区外に広がるため、全体の形状は不明であ

る。主軸方位 N-59°-E、検出面の標高は 37.1m で

ある。

平面形状は不整形で、長軸約 2.4m以上、短軸約

1.46m、深さ約 0.40mを測る。

断面形状は不整形である。土層は上層がにぶい

黄褐シルトと暗褐シルト、褐シルト、下層が暗褐シ

ルトである。

遺物は土師器羽釜 (349) が出土した。図示した

遺物の他に、須恵器壺片が出土した。

出土遺物から古代以降と判断できる。

0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）349
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( ７)　ＳＰ

３－ＳＰ 13( 図 189)

　第３調査区の南側で検出したピットである。検出

面の標高は 36.4mである。

平面形状は楕円形で、長軸約 0.3m、短軸約

0.22m、深さ約 0.28m を測る。断面形状は逆台形

である。

遺物は須恵器杯蓋 (350) が出土した。
　

５－ＳＰ 28( 図 189)

第５調査区の中央で検出したピットである。検

出面の標高は 36.15mである。

平面形状は隅丸方形で、長軸約 0.4m、短軸約

0.35m、深さ約 0.2mを測る。

断面形状は椀状である。土層は 3層に分層でき、

埋土は上層がにぶい黄褐細礫混じりシルト、中層が

灰黄褐細礫混じりシルト、下層が地山ブロック土を

含む灰黄褐細礫混じりシルトである。

遺物は土師器甑把手 (353) が出土した。

22－ＳＰ 8( 図 189)

　第 22 調査区の中央で検出したピットである。検

出面の標高は 36.1mである。

平面形状は楕円形で、長軸約 0.95m、短軸約

0.65m、深さ約 0.3mを測る。

断面形状は椀状である。埋土は 3層に分層でき、

上層が黒褐粗砂混じり粘質土、中層が黒褐粗砂～シ

ルト混じり粘質土、下層がにぶい黄褐極細砂～シル

トである。

遺物は須恵器高杯 (352) が出土した。

９－ＳＰ 42( 図 189)

　第９調査区の中央で検出したピットである。検出

面の標高は 36.5mである。

平面形状は円形で、長軸約 0.25m、短軸約

0.25m、深さ約 0.15m を測る。断面形状は逆台形

である。

遺物は黒色土器椀 (358) が出土した。

10－ＳＰ 15( 図 189)

　第 10 調査区の中央で検出したピットである。検

出面の標高は 36.1mである。

平面形状は楕円形で、長軸約 0.5m、短軸約

0.4m、深さ約 0.2m を測る。断面形状は逆台形で

ある。

遺物は須恵器鉢 (355) が出土した。出土遺物か

ら 12世紀頃と判断できる。

10－ＳＰ 64( 図 189)

　第10調査区の中央北端で検出したピットである。

検出面の標高は 36.05mである。

平面形状は隅丸方形で、長軸約 0.95m、短軸約

0.65m、深さ約 0.3mを測る。

断面形状は逆台形に段落ちを有する。埋土は単

層で、黒褐シルト～粘土である。

遺物は土師器甕 (356) が出土した。

10－ＳＰ 144( 図 189)

　第 10 調査区の東端で検出したピットである。検

出面の標高は 36.0mである。

平面形状は円形で、長軸約 0.3m、短軸約 0.3m、

深さ約 0.15mを測る。

断面形状は逆台形である。埋土は単層で黒褐シ

ルト～粘土である。

遺物は黒色土器Ａ類片 (357) が出土した。

10－ＳＰ 204( 図 189)

　第 10 調査区の西南端で検出したピットである。

検出面の標高は 36.3mである。調査区外に広がる。

平面形状は不整形で、長軸約 1.0m、短軸約

0.6m以上、深さ約 0.2mを測る。

断面形状は逆台形にテラスを有する。埋土は単

層で黒褐シルトである。

遺物は須恵器杯蓋 (351) が出土した。出土遺物

からＭＴ 85型式併行期と判断できる。

11－ＳＰ 32( 図 189)

　第 11 調査区の南東端で検出したピットである。

検出面の標高は 36.25mである。調査区外に広がる

が、第 44調査区では構造物による撹乱のため、検

出面が第 11調査区よりも下であったため、検出で

きなかった。

平面形状は円形を呈すると想定でき、長軸約

0.5m、短軸約 0.25m以上、深さ約 0.2mを検出した。

断面形状は椀状である。埋土は単層で暗褐シル

トである。

遺物は土師器甕 (354) が出土した。
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1 10YR4/3 にぶい黄褐　細礫混じりシルト
2 10YR4/2 灰黄褐　細礫混じりシルト　地山ブロック含む
3 10YR4/2 灰黄褐　細礫混じりシルト　地山ブロック多量含む

1 7.5YR2/2 黒褐　粗砂混じり粘質土　土器片含む
2 10YR2/3 黒褐　粗砂～シルト混じり粘質土
3 10YR4/3 にぶい黄褐　極細砂～シルト
4 7.5YR4/3 褐　粗砂混じり極細砂～シルト…ベース

1 10YR3/4 暗褐　シルト
2 10YR3/3 暗褐　シルト　炭化物含む　 
        土器片含む
3 10YR4/4 褐　極細砂～シルト…ベース

1 10YR2/3 黒褐　シルト～粘土　焼土含む

1 10YR3/2 黒褐　シルト～粘土

1 10YR3/2 黒褐　シルト
2 10YR4/3 にぶい黄褐　極細砂～シルト
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